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桐生織物同業組合

Il●生の織物業界は 明治初期には早くも各rIの

新規織物を開発し、lL産地にききがけて好況を呈

するようになった.そ の為 産地内には目えの私

利に汲々として粗製濫造にtり 、産地の信用を共

墜させるような業者も出で来た。こうした弊害を

防ぐため、明治12年 lll生市と近在の町村の機茉

蒙 171人をもって 桐生会社とlfする団休を組職

し 白主的に粗悪品の防■を図った。

明治15年には買継商も加入しn・l生物産会社と改

称 更に明治26年には桐生商工業組合を設立、こ

こにII●l生物産会社を合併、生糸商 唐糸商 撚糸

商 練張業 紋工茂戦 機″職 染tI商 呉服商

に至るあらゆる織物関連職種を網羅する組織とし

た。

これが明治31年には桐生物産同業組合、38年に

は桐生織物同業組合と名Ff変更しで昭和12年まで

続いた。

同業組合は12の部円に分れていた.1部 御召織

物製造業 2部 平著尺織物製造業 3部 帯地織物

製造業、4部 生織物製造業、 5部 洋反織物製造業、

δ部輸出織物製造業 7部 内地織物買継商 8部

輸出織物買継商、 9部 整理業、10部染色業、ll部

原料商 12部 織物加工販売業.

この同業組合が産地の発展に寄与した功績は誠

に大きなものがあった。また同業綸 長は初

^福口常吉以来、歴代すぐれた組合長を輩出している.

桐生会社時代より その事務所は 今の青年の家

1日女子高跡地)の 所にあったが後に現在の織物

会館 日館の所に移した。なお、この織物会館 日館

は1召和 9年 、名組合長と云われた彦部駒雄lll長時

代に設立されたもので、II●l生の近代イ睫 産の―つ

として貴重な建物になつている.

同業組合解散rt、産地内には多数の機饉関連組

合ができ 幾多の変遷を重ねて来た。現在嗣生市

繊維振興協会力1盟の組合は20を数える.織 物製造

業者の組合は7年 前に桐生織物協同組合として一

本化ができたが 同業組合時代のような繊維関連

全業種の―本イヒも参考にすべき嗜が来ているかも

矢「れない。

織 物会 館 日館

=倶 楽 部 だ よ リ ー
◎4月                        写真部会 (26日)

行事委員会 (1日 )               俳句会 (28日)
理事会 (8口 )                  囲碁部会(29日)文化祭協賛‖碁大会
ゴルフ部会(12日)文化祭協姜ゴルフ大会 於城山CC◎ 5月
歩く会 (17日)「信′|あんずの里を訪ねでJ      麻雀部会(9日 )文化察協賛麻雀大会
月次会(18日)中 国・L海'議 師 塚越理事長他    理事会 (10日)
音楽鑑賞部会 (20日)室 内楽のタベ         歩く会世話人会 Ⅲ3日)
将棋部会 (23日)文 イヒ祭協賛将棋夫会        文化祭 い31～ 15日)
歩く会世話人会 (25日)              ガーデンバーティ (15日)
21委員会 (26日)                徘句会 (28日)
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多影に社員文化療 春の叙勲 ・大臣表彰
今年で20回めを迎えた当桐生倶楽部の社員文化

禁が4月 12日のゴルフ大会を皮切りに ・成人・に

ふきわじく多彩にくりひろげられまじた。

囲碁 麻雀に″1旬会

など催物の日程は別表

のようですが、メーン

はやはり美術展。

二階広間に展示きれ

た作品は、写真50点、絵

画10点 陶芸20点に加え

て俳句が14点で、いずれ

も当倶楽部社員のカル

チャー センスの良質

●将模

優勝 木村 俊―

三位 出口孝二PFI

●囲碁

優勝 同田 光弘

三位 逮藤 克久

五位 金谷 刊男

また 県総合表彰の受章者は下記の方々です。

商工功労   岸日英作氏 斎藤守弘氏

土木功労   金子 宏氏

ぶりを実証する力作ばかり。参観の市民も思わず

足をとめており、来年が期待きれた美術展でした。

また、最終曰15日に行われたテノール歌手月ヽ室

圭―さん (笠懸町在住)の 娼うイタリア民謡の警

きが、あいにくの雨空を吹き飛ばすように全館い

っばいに撃いて文化祭の悼尾を飾って圧巻でした。

文化祭の協賛行事と催物

・ゴリレフ大会   4月 12日  8時 ～ 城山CC

・将棋大会    4月 23日 17時 ～ 6号室

・り1旬大会    4月 28日 19時 ～ 2号室

・藤雀大会    5月 9日  18111～ ケイエム

・囲碁大会    4月 29日 10時 ～ 6号 室

・絵画展     5月 13～15日10～17時広 間

・写英展       同       同

・陶器展       同       同

・俳句色紙展     同       同

・ビデオ鑑賞会  5月 15日 1卜 16時ロビー

・ガーデンパーティ5月15日 16時～雪;晏総

優隊 同率)
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各大会入賞のみなさん

●ゴルフ

優勝

三位

五位

●麻●

優勝

三位

五位

田中 克巳

森日 良徳

長谷川 エ

(敬称り

五十嵐健雄

片柳 康宏

毎年、当倶楽部社員の中から叡勲 査贅 大巨

表彰等の受華者が出ております。今年も下記の方

方が栄誉を受けられました。まことにおめでたい

ことで、社員―同心からお祝いを申し上げます。

勲五等瑞宝章 (調停委員功労) 吉野―郎氏

文部大臣表彰 (学校保健功労) 高橋貞雄氏

うたう小室さん

全 谷 さん の大作

陶芸作 品 の―部
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月次会報告 【4月】

上海を見て、聞いて、歩いてみて

最近の中国の経済発展は驚 くべ きものがある.

4月 の月次会は 3月 8日 から11日まで 「きりし

ん上海経済 ミ′ションJと して中回の産業活動 を

見学 してきた木島清理事 と山口正夫理事の 2人 、

更に昨fI群ら経済同友会中回研修視察回の団長と

してJヒ京 深Jl(経 済書区)を 祝禁 した塚越理事

長から経済 を中心 とした中国の現lIを話 していた

だいた.

(「海)「商品交易会 (戻示会,Jを見た。17省か

ら千 をこえる事業休が参

'1.殆

どの世界各国のイ

ミテーションが豊富に低価格で並んでいた.し か

し高皮の技術が必要 な|・品はまだ無理のように思

える.

まちの印象は昭和20年代肯

`半

の東京 と現在の新

宿 とをミ′クスじたよ うである.近 代建築のビル

その前を1`″のせたリヤカーが通る,デ パー トヘ

行 くのをとめられた.i本 人は必ずスリに狙われ

るからという理由.

(深珈シンtン )中 国で最 も急激 に変祝 してい

る.も とは人口 2万 人の田合町であったが、197'

年に経清特区に指定 されたことによって、現をは

人口260万人.工業企業5757社。工業生産高371億

元 (92年)、6678億円.製 出の輸出害J合60%以 上で、

欧米 日本 香港をどが主な輸出えだそうである.

91年7月 には証券取,所 がオープン.(上 海に

茨いで■番目) 般市民の間にも株式ブームが起

っている.

L海 深珈の 2地 EyLは中国経済発展のシンー●ル

のようである.

〔歩 く△
〓 4月 例会

信州あんずの里を訪ねて
4月l●会は 17日 {日)6時 桐生駅集合 JR

●官越線屋代駅まで。ここからバス15分で更l●市

の ・あんずの里・に青く.15万 本といわれるあん

ずの花は満開.約 2時 間半の自由時間をと ,て森

部落を歩き花を薬しんだ.

午後は上円市・
I上巨1域のさくら見物.こ ●また

丁皮

'両

開。 1日 であんずとさくらの美しさをi詢喫

できた書瀾潤の旅であった.

上 田 城 と 桜

第 1回  倶楽部21委員会

新委員会発足
「あと饉かで21世紀を迎えようとして 世昇が

,摯しく変イヒをしている,こ のような1キヽ にあ ,で

21委員会というの ま桐生倶楽離 1始の結神に立っ

て、ジJ々に変イヒする政r. 経済 文イヒ 教育 環

境等あらゆる事象について 白山な立場から研究

や討議を重ね、各白の意見を確立し、叶代の二―

ズや変化をいちIス 掟 え行動することにより、 わ

がまち桐生市が輝かしい21世lLを迎 えるよ う努カ

したいと思 うJ.こんな赳旨でH可生供栞部文イ睛 動

委員会の中|■新部会 「21委員会Jが 誕生.100人を

こえる部員で4月261に 第l回の委員会が開かれた.

役員は互選により下記のように決定.

委員長 ホ石清安 副委員長 黒沢誠 塚越紀隆

幹事 黒 J豊 藤原÷紀 夫,F康之 松島宏明

森井作

担当理事  1口 正夫
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◇新入社員紹介◇
(敬称略,
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第 3回

桐生倶楽部室内楽の夕べ

4月20日(水)6時 半より 会館 2階のホールで、

桐生倶楽部音楽鑑贅部会主催の 「室内楽のタベJ

が開かれた.入 場者は社員 家lj・ 友人等tJ100人.

今回の出演はラーク弦薬四重奏団にオーボエ奏

者力勁]わって5人。ラーク四重養団のメンバーは

ヴァイオリンがFll形和+ 力1代康子、ヴィオラは

小崎えり子、チェロ富山節子.い ずれも群島 栃

木に在生し それぞれ狐白の演奏活動を続けてい

る女性だけの編茂.オ ーボエは神永秀明きんの特

別出演。

前々から 「倶楽書附[宝内楽は良く似合う」と云

われていたが まことにムードは満点、聴く方も

演奏著にと
`,て

,ヽ楽しい青楽会だ→た.ま た 休

憩時間に中庭でワインカ漱 めるなどは 桐牛倶楽

部ならではのものである.
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頌
剛1台 夫正

" 1可

′1織II業外に夫きな足Fljを熊

した人の■をま|,たtえ る碑 頌徳碑が市内に四

碑現存している.,い はそのll生招介し その●

業を10びたいとBう .

1 森山芳平頌功碑

森 芳平

`l S54年

-1,15年 | よ :F十 の|キ,=

父考古衛|]ヒ共に機業に従事 Ill治時( ■ヽ通して

‖J生織物業の近ll化に人きな貢献iし たlfl印Ⅲ,な

機‡′,晟 縦■

“

rの改■ 襦+ 」‖′などの後進

地 =●十う羽 i重縦の●:授 各

"県

からの伝習生

:対する教■ □内回クトの客llの博覧会 共進会

の数‖l●の人賞と 書査馘とし(の |「事な=‐単

=個人的な利益

名■からで4〈

常にヨ=IJ ttlIに

[,て  ネ全F卜・D

機tの 水 l・任引 き

:|ろへ (努めた

人であう.

,泉 :ある4

東の裏Itの頌功■

け 朗,台ll年より

14年開にわたり

各

"県

から集まっ

た伝習■, ,tl女 子から染色及び機織の指導 を

'|た

三とを感謝 して 明治22年に建iさ れたt,

の,碑 而にt右 衛li ナ平親子の茉績が玄Jまれで

いる.

2 佐羽喜六頌徳碑

「】「六の業績につい(ユ  F具楽部会報第75]

の日本縦卿 の項 を参考「iしていただきたい.そ

の

"徳

||は産文うtの縦姫神社境内 =t,て いる.

_‐
̃六

の●Lの翌年明,134年8月  月本織物1機の社11

遣が苫六の死を障み 費ll″出 し合 ,てじ ●した

t,のである.

3 非岡大造頌徳碑

十岡夫遣「ついては 倶鶏 F会報第81号の桐生

池物=校 の項千記述 した.縦 物■校第 2∫ヽ Hの ●

長である.類 ■碑|ま人正3■ た生の1比l‐ ^胸 =

iけ た了弟■円係者によ ,て l・生 ,丘 公園 1動

llはライ|ン 艦の横)「 せてられた.

4 彦部駒雄頌徳碑

彦部Lt雄|よ人 115年 911 50′ のi:I・■織物同

茉lll合組長 j■ll tttL振 興のた■大 きな貢献 を

Lて 名組長と言われた人であ

^,特

:長い間のk

版地問昼のjI.引の悪,:を正 し 常に海外に日を11

け輸出振興 ″図 ,た.l・上繊″史の締集 織物会

館の建設

`,彦

吉F組長によろ.I召111年 3月 |,.昭

ホ「3年 4 H ttIIj会館敷地内に 地引表にテをおい

た彦:晰 雄・・妊姜が 31m.・ 鋼像と|て 建でられ

台座の裏面に頌徳のi・・が刻まi■た.式 念ながら

"像|よ1“沐l18年単,,・lた|)俳iき せられ 今 ま頌■

昴|だ|十が残 ,=い る.(左 の写真)

=倶 楽 部 だ よ り =

◎ 6月

歩 く会 (5口 , 噺 粽の :lI峠 日街道 と
'タ

ブ

の場法自

'温

泉J
2]姜員会 ,6□ )
理 事会 (13日,
21ttll会 Ⅲ7口)

月次会 (21回,「 桐生市の者
`市

.I画についてJ

講師 桐生市部市言画課課長 卑望′宗 市氏

‖司生倶来部は ぐるまら,会

`28口

,

歩 く会 ‖話人会 (28□,

0フ 月
21委■会 (5曰 ,
理事会 {11□)

会報委 員会 (12日,
オ く会世話人会 (22日)
21委員会 (22H)

月次会 (23日)「 花 ま白然のお医 者さんJ

i峙師 片桐義子氏

|・l生倶楽部 は ぐるま会 (27日)

歩 く会 (31回

'「

梅雨Ill+の企津撃梯山登山J

第 82号 (1,
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【6月】

桐生市湘
`市

計画課課長

星 野 宗 市 氏

iた定 きれ1召和31■ =夫 きく変更されまtた .そ ′)

後 桐生大嬌擁 松原IF・線 などが迫加1きれて■

“

i

49路線84964mと 夕 ,てオリまi.

戦夫た免れたlllとtで 妊史を感 しさせる「T  iオ

つ まか 中 じ高●行,ビ =み られる 夕う4近 代的

t整備された地方都「卜です.他 li=載 矢復興,業

ゃx画 ャrl■文に■JI"1暮 繋整出 .進めら●●

が、桐J:1コよ‖,地口lR方式に■る道訃拡幅,業
`

| ノ手線バ■1道 り線T事 がいち早く進めら′まし

た_

中 じlili地よ J召和38年頓よリスター l tた 商

嗜●近代化1`業と道路t幅 =よ ,て中

'商

ⅢI li

本口「6 本広
"「

 木口!1 本町 8と 1原次整備 さ′i

て参 ''摯した

揃生liの中 じ縦|"よ なんセい ,て 1本 口rl“|

`あ

りκ

"1:中

通 り線 "仰 !に祈川碕練 13本 ll

が先成_械 1血よ 末広世「通 り 永茶1練  l lr・執

きら|=' 「| レ バス迪 り+  近年  1日「1衛コLJ)'芭!|

納整備はイ々と進行tつ つありよ

'.二′)|'に 市衛地中 じ部 Iついて 3 道11整耐

=力 を,■ rヽき た, 市ll交道の円滑イしだ +Fよ

期

"さ ^る
こ業 

“

済の発展|よ望み筆 い

,[年 ●両つ高速化 夫1!化 さら :■動1'に

よる輸送iの 増大等を背■:i II酎11と 」)lti嘔|

考えろ tき =,し てt高 速道路や近餃詢
"|へ

●

けた幹絵,こY`ネ ,ト ワー ′力'今後 よすよ1必 ″イ(

可欠をちのとな ,て きます.

その代表||な

`,の

が ヨヒ関束白動■
'菫

へσ)Fタ

tス としで現/■整耐 でありますiJ■人格線
`あ

りま 11

また 現在計両 を進めておりま十仮称中,|り人

薔線i}両(あ りま→.国 道50■線から4● 線道晰

の表玄間 とt( 桐上市街地への入つ lt‖|“ =

1る た|も に aし和状態にぁろ鮒桜橋 J“和1橋の

交通|1締:,解消 し さら =li来 ま ′ヽ |′i陵 七

越えて荻塚 インター t結びたい一 七い うのが本

.I画の|“想 こす.

なi 桐牛市の都市計画道路 キ電直 tの ,+lIIに

人 ,ており現在調査中です.秋 頓に よヽ さんにオ

ホ t● きろと[い ます.

|・1:●のltlの,舌旺化 ま 日li t」地
～

κ両整理の

促進 =よ  (十 地の高度利‖と●効活‖1任はかろ

二と

`“

,"機育セの向 L[´ ,とめる また そ」
'ト

|'である道路0整 備力湿 重■の課題七liせまtl

,

桐生市の都市計画

当同のH次 会|よ 8月 の 「桐生市tr人口円題J

にっづぃて 表題のテーマをとりあ 下ました.魅

力ある都市● く|)は繁栄するlllの必須条件です.

おか
'で

人変関心′高 〈 f150人 の出鷲者は■野

議師の話に無心に耳を傾 |ていました.

以下 当日の議演の,旨

O桐 生市の都市31置

桐生市の都市計 Ⅲκ成 ま、行政区域而千責(1374

7肺)全域が対象であり 昭沐148年12同21)日・●施の

線,き で市街化
`城

と市lj」化肯H“ え域に区分 きれ

ました.

11生市|ま全体の,42%力 |1林 であり 市行化調

整EXF域も78%で すのr 平

'な

上地は まぼ市街化

|`域と

`´

,ておりま十

用途地域別にみま1と 準 二業地城力■11%と

他市にlt較して極瑞に多いのが桐生市の特長と中

せまし=う .と い うのて,繊物の世,としで古 くから

ズ内工業的産業が発,tした

“

某 ●:=と 工場の混

在が避 +ら れなか ,たこと =依 ります.こ のため

住工混在による住環現の改吝や産業基盤の整備 「

不都合 を来たし(き ており 将来的にはイt化 を図

ってゆく必要があります.

現/F 都市計画ユ 建案栞準法の改正に伴 ,て

見直 しの作業を進めておりまして T成 7年 ● t

は変更事務手続 きを行 うrtで す.

o都 市計面選路

n●生市の都市.■l tt llIIは 昭和]2年|=都市計画
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◇新入社員紹介◇
をしております.

鴨 定のジャンルにこだあらギ白由な発想の|,

とで 委員会としてやるべきことを決め 桐生の

発展につながる研究 提言 そしで行動をおこし

ていきたい.当 面、ファ′シコン タウンを1主に

すえた嘔広い意IIFでの観光立地への提青を行 ,て

参りたい
`J

育
僣
場
と
書
き
し
餃
湯
哀
小
路

ニ
ロ
の
高
さ
に
か
が
み
化
百
蒲

夏
，

つ
や
骨
董
市
の
“
絣

棟
Ｌ
げ
る
ご
弊
立
夏
の
陽
に
白
し

段
々
の
育
蒲
畑
に
傘
の
列

夏
立

つ
や
小
川
の
水
″
堀
に
分
け

縁
蔭
や
神
社
の
裏
の
弓
訳
合

筍
の
寿
司
巻
く
手

つ
き
母
ＩＩ
似
て

｀
再び創始の精神を、

‖」生倶楽部内に 「21委員会J力'発足しました.

「桐生倶楽部創始の精神に立ち返り、,び 世界ヘ

はばたく桐生とりもどそうJを テーマに かねて

から有志間で準備中だったもの.4,126日 の発起

人会を皮切りに6月 6日  7月 5曰 とすでに3回

の会F・lをもち ltく も具体的なfr動に踏み出しま

した.た だ今のところ会員は100人で、委員長は赤

石清安理事。

桐生倶楽部は大正 5年 の発足だが その前身は

明治33年にできた桐生懇話会.毎 月 月次会″開

いて情報を交換し 町政、教育文化、産業経済分

野などに幅広い振興策をたて、商工案内の発刊か

ら桐生駅の改築、報道機関の誘致 電話架設 電

力会社の設立、商工業著消費Xll合の設立などつぎ

つぎに懸案を解決、近代都市 桐生を倉1出する原

動力の役目を某たしてきました.

21委員会は この桐生懇話会の精神にのっとり

,洲 何生を活気あるまちにしていこう と設立し

たもので、成りゆきがミ ロきれております.

赤石委員長は設立にあたって つぎのように話

21委員会が発足

綱
２
供
ネ
評
は
ぐ
る
ま
●
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島

霞

谷

鳳
仙
寺
入
口
附
近
の

島
隆
記
金
碑

島

隆

の

肖

像

貫
谷
の
■
品

一油
彩
□

□降
の
振
影
□

〔桐生のあゆみ〕
No 33

霞 谷 と 隆
(かこ  く)   (り ゅう)

曰本の女性写真師第―号 ときれるのは島隆であ

る.降 は

'政

6年  ‖司■の 「久方村 司口==■ オt

た.長 じで東久方 3丁 Hに あった松声堂塾 に学び

その優れた才気 を塾主田|すlt子に認められ、,T戸

橋家の右筆 (書記)I推 挙された.そ こで島■

谷と‖1会い拮嬌■る.

隆 ま声谷 =写真

“

iを学び ド谷に闘業 した与

':鉗を掻営 した.隆は桐生倶楽部の元理事でI●リ シ

マ両|1主人の島勝■氏の祖世である.隆 J籠谷

“

)

死後桐生へ戻る.そ の際持 ち帰ったきまざまの資

●|が 梅H● 「日島アの土蔵 「:長■眠 ,でいた.

島勝二氏のk頼 で郷上史ズ山眈英助氏 (‖0生倶楽

吉「社員,力'資Ilを整理 し 1枚 の小 さい

'良

を兄

つけた.こ れが,こ治ソ1年 (]864年)に l.が言谷″

掃影 したポー トレー ト 輌 卯紙,と 判明、続いて

受‖′,写真機 などが発 兄され 女性写■

`1第

1′,

を妻づけう|,つとな ,たの

`あ

る,

島

".Iま

文政10年 11827年) 栃木口rのま商の

ア =生れた.幼 少から画に親 しみ 20′ の1寺江戸

| 石ヽ′の棒山 (ちんさん,つ 画塾|:学んだ.IⅢメ

としてスター トした●谷は通訳 翻訳などのl■事

`―
橋=に 出人 りしでいた.二 れが隆 と・r縁 にな

ろ.後  幕府の蒸所調FFlに入ろ.

「芸術新湖J9月 号に 「幕末―Jl好奇心男島

霞谷ここ iあ り′_と いう見ユ1しで置谷の業績 を

招介 している.諄 i画 通訳 翻訳から、祥画 と写

真

“'任

マスター さら「独自の

"造

活■ まで作 り

「|ドてしま ,た.そ の多面的な活動 ま驚嘆すべき

:,のがある.

本年 7月 に よ有準「舒 とシマ画廊で 「
島霞谷のイJ:

ナ展Jが 間かれ lt終  には明治芸術学会の主催

`「

日本の近代美

“

j=島 霞谷Jの テーマでシンボ

,ュ ウムが開かれた.東 ■人学ネ誉教授の方賀徹

氏 をはじめパネリストr7学著 学会から|,60人t

出I 日本の文Ill開イヒ期のえ駆者としての島■谷

の■事に賛.ftを=せ ていた.

島鷹谷の責童な造品|ま]4年前 山鹿共助氏にタ

,で発見された.以 後長年にわたり

“

摯な調査研

究力
'1売

t'`tヽる.

=倶 楽 部 だ よ リ ー
08月

21姜よ

'会

(1口

'「

ファ ′ションタウシと観光

地化J 第三次総合計 Ⅲに於けろ
"置

づ日

輩曹0遠 坂 久氏

理事会 (10H)

桐生,楽 詞
`は

ぐるま句会 (26日,

09月

21委上1会 15口 )

月次会 (11日,歩 く会れ当 「初秋の信,J諏訪湖畔

美flj,育め ぐりJ

理事会 Ⅲ2日,

会報委よi会 (14口)

歩 く会世訴人会

`14日

)

21委員会 Ⅲ9日)

桐生■雑

`|ま

ぐるま旬会 (28口)
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月次会報告 【9月】

『初秋の信州諏訪湖畔

美術館めぐり』
(歩 く会 担 当 )

いつまで続 〈のか、暑い夏が.

九月もなかばと云 うのに 今年の私 ま未だ遠い.

台風21号の関東姜‐

'気

にをる9月 11日1日1傘 を

lIち大気 を気にしながら、未だ明けぬ 5時 過 ぎか

ら、桐生倶某部横に駐車 している人型バ スに社員

家族が葉 まる。

定刻 5時 30,バ ス|ま51名の定員満席で出発.

「どうかねえ、今日のお天気は ?J「 雨カリ■っr

:,美術館めぐりで 山歩 きでないからJ

と気 [しながらも車中は明るい芦でにぎやか =信

越高速 をtる .峠 の トンホルを抜けると真青な初

秋の空 に佐久平がひろがり、バスの中から拍手が

Lが る.li穂 を実 り 市い空に自い雲 美 しい

なみにどこか秋 を感 じる.と は云 っても強い日差

しの中、良かつたね晴れてと云いながら|・諏訪湖

畔―周の楽 しい旅でした.

予tよ り約3)分早 く 諏訪大社秋宙 に詣でる。

『オンバ シラ』の前で記念撮影.名 物 嚇 羮』

『おやき』 と栞 しい旅のはじまり.

春宮に詣でる前にliらかな流れと緑濃い小路 を

5分 程歩 くと ユーツと巨大でユーモラスな万治

の石仏.み んな大 ききとそのお姿に驚 く.

の

諏

訪

大

社

細岸の道に出て ハーモ美

“

F館へ.●lに自い 1形

の2つ仝せた建物が美しくマソチする。

アンリールソー.カ ミェーボシボワ.ア ンドレ

ポーシャン.こ じんまりした中に夕にかホ ′とす

る様

`絵

力黎 示きれている.

中でも私は下 兄の1寺感動 した、ルツーの横長の

額に納 まった フランス革命伝の人々が 1綺る絵

に又会 えて、夫満[.文 諏訪を訪わたら会いたい

T_だ.湖 を左 に兄ながl rl谷に向 う.天 竜川にlI

の水が流出るホ門を左にやがてルネ ラリック美

1付館に帯 く.フ ランスの
'ラ

スT芸 家 (1861-l,

45)ル ネラリ ′クの美 しいガラスの姜術 に時間の

経つの を忘すれる.

予定の時間に遅れ′ ′クリ

"ltす

る.

ル

ネ
フ
リ
ツ

ク
美
術
館

'を
過ぎたL● 片倉製絲が 林`月、今盛時イヽ■った建

物が、今片今館と商iして 千人風呂 姜術触 と

夕って 艘に開放きれでいる.し かし往[キ任偲ぶ

建物は諏訪湖とマ ′チして 何えとも云えない感

慨″旅の人達にあたえてくれる.

駐車し(約 3時 間の,リ ータイム.食 事 tてJヒ

,)ま術館 そして間欠泉の噴出を本蔭で待ち 湖

岸の散策と葉合の2時 30分が、ア′と云う間に来

る.

帰 り道は蓼科高原経由.霧 が峰からは遠 く人ツ

,の 若 に冨士山 津iアル

'ス

が遠望 きれ 蓼●日|

のその降 な全容を十み眼 ドの白梓測 と1央晴tr高

原 仕バスは帰路に

“

いました.

歩 く会 ま 10月 は紅葉のだ洒ヶ原

11月はお隣 りつ石尊山から湯殴山1山it)

12月 ま東京 層園illl鯨と曰本民■館

楽 しい日曜 日の― 日を企画 しています.

又元気にご参加下 さい.

理事 木島

片
倉

千

人
風
昌

万

湯
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嗜

月次会報告 【7月】

花は自然のお医者さん

講師 花療法研究家

片 桐 義 子 氏

7月例会は、花蒙法研究家として折m 雑誌

テレビ等で卸汗躍きれている片lII義子さんをお招

きし 「花は自然のお医者さんJと いうテーマで、

′とと健康についてお話しをうかがった.

花を飾るだけでいや体が癒される。ただ美しい

もの、心をなごませるものとして考えていたイと。

その花には私違の色々を病気を改善するバ.′
一 (

気)が ある.病 気見毎に●Lを贈る。花は決して目

で見で楽しませ、,いを感めるだけでをく、●Lの気

で病
`人

を元気づけるのであるて

花 lrttrLより鉢花の方

が気が多い。農案を使わ

ないで育でた花の方が気

が強い.1司じ化 ぐもしヽを

こめて生けた花はど気を

出す.ま た 花を持たを

い家は家庭内にいぎこさ

が多いと云われている.

会津磐梯山登山

(肥琢記,

山梯磐

〔歩 く会〕 7月 例会

民謡で親しまれる

会ネの名峰麟柿山は ・宝の山よ'の 民謡で知

られたをじみの深い山である。猪占代湖の業北に

美しい福野をひいてそびえるコニーデ型の火山で

その荒々しい曖人口と磐梯高原に点在する湖沼群

の水の色等変化に富んだ景観を形づくり 多くの

人々の測 寿で賑 つている。

7H31日 (II)、参力I者17名は午前51キ15分マイ

タロパスにて桐生出発.天 候は上々とは云えず前

途不安である。国道50号線より各高速道を走り継

ぎ 磐梯山の西方中復にある登口I口の猫魔人方台

の駐車場に9畔 10分到着。すでに夫型パスやマイ

カーで駐車場は大混雑であった.天 候は相変らず

はっきりせず山項はガスがかかって望めない。素

早く身仕度を整え、9時 20分登

“

開始。駐車場若

手のブナの純林の中よく整備きれた気持ち良い道

をゆるやかに登って行った.徐 々に高度をLげ で

30分位歩いたと思うと、前方より硫黄の強い匂ぃ

が鼻をついた.山 中の簡素を一IF家 「中ノ湯,で

ある。右手高台に 「中ノ湯jを 仰ぎ見ながら道は

一旦小きな沢に下り、今度はダケカンバなどが混

じる広葉樹林の中のややふ坂の登り■なった。左

手に小きな池を俯政 したり、時々赤茶けた人口壁

のふちを通過したりして辻んでlTく.や がて道は

下りになり今度は稜線の西側の深い樹林の中のあ

まり高低のない巻道を迪るようになった.ni方 が

明るくなリ ササの混じ ,たナナカマドやミヤマ

ハシノキの灌木帯が出現すると  投足で小広い

台地 二飛び出じた。大ぜいの壺山者で娠っている.
「弘法清水Jと いう場所で,け冽な清水力ヽ勇き出て

いる訳であるが今夏は雨不足の故か水量が極度に

少ない.茶 屋が■軒あり 上

"や

飲物などを売っ

でいる.10分 関休憩后、晨后の登り開始である.

目の前の尾根を急登すること30分、111キ40分全員

無事山頂 (標高18]9m)に 到オ.磐 梯明神の石l・l

の鎮

"ま

するいるいたる岩石の紋乱するll頂から

よ、ようやく,ヒ面のガスも●Jれて 違望はきか点

ものの眼 ドに展開する噴火口の荒涼たる様子や磐

梯高原に点在する湖沼警を一常出来たことは幸い

であつた。一同員綸 写真をとり ■食タイムと十

る.缶 ビールで乾杯ナる若、談笑に興ずる者 ま

さに1頂の憩いの●福の一時であった.下 口!開始

!2時15分,往 路を戻り′ヽ力台饉車場著14時30分.

帰つは磐梯高原の檜原湖畔に立ち

",た

后もと来

た道を 路桐生へ.途 中大渋滞に巻きこまれ桐生

着21時45分であった。

片桐姜子さん

頂
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◇新入社員紹介◇ 未来像 ま「ハイテクとファッションのまちJで お

り 行政と市民の協働が必要.そ l■によ 行政と

市民が建前で

`く
、本音で論議ができるようでな

ければをらない
`

(出席者 25名

'

梅  造  古
雨  成  ,也
明  に  の
け  睡  睡
や  蓮  蓮
海  の  ゆ
の  池  ら
青  せ  り
さ  |∫   又
も  め  ゆ
1月    ら    ら
け  れ  り
|[
|'
り

Ｒ
ム
媒
楽
評
は
ぐ
る
ま
●
会

晩
鐘
を
聞
い
て
肛
蓮
花
た
た
む

日
焼
せ
る
生
徒
の
ど
っ
と
降
り
し
駅

大
漁
旗
船
□■
□□
焼
の
男
Ｆ
ち

事
葺
の
観
吉
堂
や
壺
沐
し

組
生
倶
楽
部
は
ぐ
る
よ
幻
会

□
ハ
沼
□

21委員会 (8月 例会)
「フアッションタウンと観光地化」

―第三次総合計画における位置づけ一

講師 遠 坂   久 氏

今同の講師遠坂久氏は、現在は 桐生市教育委

員会 (lrR私)桐 ■市市民文イヒ会館建設室 長々とし

て活躍 しでいるが、もと、|・l生市第二茨総合計画

担当係長であった.従 って当日け 遠坂氏より先

デ第二次総合計画のできた[緯 、現況と課題など

についで話していただき、後半、折しい市民文化

会館の全容についで説明をうけた.

第三次総合計画では、平ll 12年(計Lm緑終年度

'の人口15万人としている.人 口15万人とすれば

下水道 福|「 教育設備等をそれに適合きせな }

ればをらない。それは無理なので人1咀5万人とし

ながら、それに見合うものになっていない.そ う

した矛盾はあるが あるべき理想の姿を書いた.
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〔桐生のあゆみ〕
No 34

橋本直香 ・黒川真頼
,■i時イヽ水期の桐生は大変文】もIIんであった.

和Il ll諧 狂歌 絵画等。帯に文化文政ι貞に於

'ろ
lJ生の漢書丼は 前r 未ヽ聞 占今独歩の●捜

であった.(桐 生市史より,. これは詩人であり

`H買
商として L州三富,の 随―といわ・l・た||'"炎

薇の功綺である.学 者としては澳学の長沢新助

■沢杞郷 石原泉村 昔口錦所 国学で:夕早,1貞

11 及沢元縮 長沢春江 彦部五兵衛などがいる̀

今号で:ネ、これらの学著の中から幕米から側治ll

=か |て活躍 tた 吉名な2人 の学者を沐1介 しよう.

橋 本 直 香

文化4年 は807年)境 野,に 牛れる̀ 生 ズの飛

脚ll屋を継いだ力ヽ 文学を好み星喫f貞
'“

の主常し

た桐/■社中で傑出したオ能を見せた.天 イ朱13年、

36′の1, 'を ltきさに議り単身上京 文学でタ

を立て |う とした.は じめ黒川書,|に学び 人に

橋守部のP,に人って国学 和訳を学んだ.晩 年メ

居を赤城水川

"J畔

に構え、後進の指専に当 ,た.

直香の■工の事業 ま 橘守部の後毯者として″葉

民を|千究十ることであ ,た.万 準私秒 i十本 を ま

じめ万葉集の資重を

"眈

書 を世 [出 した.明 治22

年歿、■年83′ 東■II込大林寺に葬 られた.1竜

野の人達|ま昭T111年直●の,1彰事業を起し 歌碑

及び遺書TJ行記0碑 ″建設、今も境,f小■核の事

子に去っている.

凛 川 ■ 頸

本姓は金子氏 近働1'雇 占.文 政12年 l1829年,

桐生Il町4THで 代 機々薇を業と→る金子家に生

れた.幼 少からデl・|を
'′
み 13才 の「+:[戸の著名

を日学著卑川春||=人 |'lる .天 分の′に,|え努

力精進を重ね( 多軟の「
'人

の中でも出色の存在

となった.春 村に|ま綺J子がなか ,た′)で 真菫 よ

1雨の懇■によつ後継●となり熱川氏をfrするよう

にな ,た.3,才 ぐ人十少助教、以後文部省 農商

l.K省 元老院などで

`く

月Iいられ、東京夫学法学

部文学部・
lI音1 学■会員 Ii奮 院御l・整理担当

街Tt所計人 文学膵J: 束1(美

“

Fttlt 

“

栞学校

教授等 実に多F′な瞳日す′ヽき■事をしていろ.

膨夫な者書があり中で|,`■芸志|も =オ 名.「:

ふのよきIIは夫■の  Jと いう天長節の式■も

真頼の作.

明治39年病歿.78才  谷中天工寺に葬られた.

桐生倶薬部I■代理

“

長金子拗太郎氏は 黒川真頼

の甥に当たる.
黒
川
宴
Ｈ
の
肖
像

嬌本菫番0配0● と歌■

=倶 楽 部 だ よ リ ー
|◎10月

理事会 (ll )

'1次
会 (15口)折 既光論 「ファ′ションタウン

Il o生からの提案」語|1藤 原 肇氏

歩く会 06H)鴨 薇の秋の尾瀬ヶ原″歩く」
桐生 It楽部はく.るま句会 (28日

'歩く会世語人介 (31日)

1011月

理,会 (9日,
歩く会世話人会 (10日)
歩く会 (13日)「 どうだんつつじの紅葉が見嗅石

尊 |から湯殿山へJ
月次会 (14日)「 時報イヒネL会と空洞イヒ現象J

小書康男氏

会報委員会 (15日

'写真部会 (24日)
‖1生lH楽部 よぐるま●会 125日,行■委員会 (7日)

21委員会 (7日

'
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新 観 光 論

～ファッションタウン桐生からの提案～

議師 いマーケテイング企ロ

篠 取離 藤 原  肇

月次会報告 【10月】
な工場でもショーウィンド 'く明をつける 「フア

クトリーウィンドー」等.

`2筐
業観光フ

・
アの|"催

年 莉 同かやる,lII生=う

`曰

から来て泊ってもら

い、桐/■でつくったt′のを見る ●う 食べる

飲むの楽しさを夕,,て もらう.

13国際的なイベントの誘致

Flえぎ西[2千 年に予定されているワールド7「

′ションフェ′をど。

以上のものをやるお =は国吟級のホテルカ1必要

になる。

桐生の現状は 桐生で|・lを件っでいるのか 何

処へ行けば何が口えろかを市民t,知らない_こ れ

では駄H、 H4生にフ7′ シぅンに興味を持ち理解

を持つ人達が集るようにしなければならなt、 人

が集れば交流が■ねる 情報が発信さオ■るよ
'に

なる.こ れが観光で 地場産業と商業ち結びつい

て商圏も拡がる、市民t,桐生がファ,シ Jン渕

“

|

であること =治りを持つことめヾ大切.

語演のあと21委員会の森山亨氏 硼J生地域地場

産棄振興センター専務理事)力'コ
ーデイネーター

となリ フロアからの質問を受
''た

.質 F・|=答 え

るかたらで藤原氏は 「推進,体 は行政と民F・|のフ

ィフティワィツテ
`が

夕い.言1画はできているの

だからあと|よ実イ′tうつすだ
'.タ

ト部の人P・∫″う

まく使うことt,人切 [「裡光のまちにするによ夜

のファ′シ→ンタウン|,大切であるJ鴨 権のま|,

でいま桐生 ユどポテンシャルがあり 元気のあろ

まちはない.国 レベルでも桐■への調両ま高ま ,

ている」をどと

``し

た.厳 後に森山氏が 「人は見

られる通り:こなろと云われるように 桐■ lt虚名

を実名にしてlTくことであろ.い ま やるかやら

ないかだJと 熱っlよく締めくくった.

このあと会場を整理して 議師を回んでの懇班

バーティー、今までの桐倶例会にをかった満出で

あった.こ の日は桐倶社員以外の 級市民の参加

も呼びかけ 多欺の参力1者があり人変盛り「が ,

た例会であ‐,た.

10月の月茨会は 21

委員会のII当で 「新観

光論」をテーマに 藤

原肇氏を講師に迎え

15曰午鋒6時 から開会

された.藤 原氏は通産

省機維工業富議会委員

11本フツ′シJン協会、

ファ′ションタウンイヒ

計画推進委員飼 委員長などをされ、IIa生にも度

々来られて 「桐生のまちづくり」のため何彼とご

指導をいただいている方である.

腑洟の要旨

ファ′ションタウンというのは、 まじめ繊推産

地の活性化策としてスタートした。じかし繊性だ

:すでをく全産葉 また市民の生活文化/■・般を合め

て 相生のまちをどう十るかがフア′ションタウ

ン構想である。桐生には歴史 文化 白然 地場

産案と椀光資源がそろっておリ ファ′ション産

葉観光の宝庫である.フ ァ′ションタ・
'ン

イヒのブ

ランもできている.た だその推進の組橿とスピー

ドが必要である。

口光のための具体黎としての掟曾

は)ファクトリー (工場)を 利用

工場を市民や他市から来た人に見せる 「オーブン

ファタトリーJ。 圧存の工場や倉庫を生かす 「フ

ァタトリーの ミューソア′ 

“

物館)化 J. 小さ

"

会洟

"洟

会終了後のパーテイー
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1月 次会報告 【11月】

情 報化社 会 と空洞化 現 象

議節 昴両毛システムズ

常務取締役 小 暮 康 男 氏

秋の褒章 ・大臣表彰

卜楽=F社員・・中でaの 褒章・l受章者 また夫巨

表彰を,|ら ●た方まド.Lの通り●す.ま こと =

l.めrと ぅご.・ぃま|.

黄綬甕章 (業務精励)

通商産業大臣表彰

(組合関係功労者)

歩
　
錦

佐藤 富三氏

小林  松氏

日本の晴報イヒ

“

)逼ね

■■々書Ii t F清

文化 教育 =つい(t

ユニ ータな視点から卓

見を発姜 し

“

け

^Jヽ

幕

康男氏を.lI`市に迎 え

H月 の「,人会■

"|ビ

し

た.,ユ下は訂演の要旨

で t●る.

その世の受幸苦

国税庁長官表彰       糸非京三郎氏

(税務行政に対する功績)

群馬県功労者表彰 (商工功労)全 子 匡男氏

く会〕 10月例会

繍の秋の

尾瀬ケ原を歩く

+峰 ●手姉の尾緬ヶ原 t実に素晴らし|■ であ

^.10月

の歩く会 よ16:「」+lJ生惧楽部 =箕今し

て出
yL.参

|1著16人.自 ア‖車に分千t(鎌 日ま

で行〈.兼 田
'ら

まタタシー

`ettv・
′門口tla行

峠へ.こ こから81寺半=歩 き‖|十. 1酉:し
`い

た

天

“

ヨよL々. ノ鼻小昼を
`山

し(F IL郎回代分

岐■キで歩き中食.し Fら く白由故■″楽 [た だ.

帰!`=往路と同じ道で桐●う峙半帰=.

1当苦 本島 全■

'

情報イヒ社会

今 ま情報がlljIや〔イル■一

`:●
l等あるいはそ

′以上つ重要な資源七なリ マの価値を中′しとt

社会 イ1清うttt t r,〈 IIT代
`あ

ろ.

社H信 長が輌■いの企戦
` 

貰高の●I勲者とt

た● ま情報
'適

確 ■信長 [1,たらt tttHキ で′,

,た
―
信長 よ時報●価値をt,'「 ,た武ル ●あ‐

た.J IIオ大郎 よ日
'占

戦●の始まる前■ら日露戦

争を1]定し そのれ「:日■司盟を結んだ.∫ 置戦

,後 ま 二れから口本は対米間Iを どうすろかが

厳も人■ ●あるとした.二
'■

よ小1寸寿人郎が晴

',を人切にし 情報の集1又 `'析 ■十ぐ″i(い たか

らである.

二のよう=人切な情報の価値の認識が1本 ま夫

変遅ilてtま ,た.世 界史 =十ぶ通り18世イしの■

回 =ま じまり世丼の工々のll%ま 産■=命 をした.

本t,その つ それらの国々が先進国とをり産

業■命をLな か ,た日七の周にF然 と圭7・
',い

(

しま ,●.日 本もいま情報=命 をしをければ米ロ

など [夫変なTF■れをとる二と =なる.

1台湾でさえ
' 'ル

テレl・ま510万世帯の80%

=二 えていろと■う■

空洞イヒ現象

曰本企業の海タトヘの生F拠 点●)移転.い まlU岐

信,を 有している|`業までli来七考たて湿外移Ⅲ

=し
`い

る.そ のために生ずる空洞イヒ現象|よ二わ

い.十 E■ま空洞化でt,先進コで夕,る.そ のため失

業■の上iと 貧富の i極化を招いてしま ,たこと

=■ お:べきである.
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倶楽部では、来年早々、諸種のお知 らせについて、通信の迅速、事務の簡

素化 を計るため、FAXを 利用することとなりました。ご了承 下さい。

尚FAXを ご利用でない社員には、従来通 り郵便にてご連絡申し上げます。

事務局からのお知らせ

― 社入社員紹介 ― 【歩く会 11月例会

どうだんつつじの紅葉が見頃

石尊山から湯殿山ヘ
1lHの 歩く会例会は近場で紅葉を楽しもうと

小操の石尊山 湯殿ロヘ登った.8時 に桐生lll楽

部へ集金しでタタシーで石章山の登りIJまで.こ

こから11キ間余で石専山頂へ着く.石 尊 項から

湯脚 までがやはり11キ間余。スケールは小きい

が違中のどんだんつつじをはじめとする紅業が兄

事。III生からタクシーの時F.lを人れても11貯rll半

で こうした俗

“

を洗ってくれる仙境があるのは

館しい.j●途 高松鉱泉でさっ′りして掃る.

(担当 小堀 肥塚 参加者8名 )
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新 春 を迎 えて

理事長 塚 越 平 人

社員の皆llk IIIけましておめ ことうございます.

::気まlFをついたと言オ,れでおりながら なか

なか景気同復の,感 が感ぜ られない昨年でしたが

ここに|で いくらか明るきが見えて来たような感

じが して参 りました.

白動■の販売 景て,増t ,宅 ・T fl■ 改築そオ]

に関迪 しで =電 関係等:,昔千 L向いで来ている

■うです.只  t用 円係|ま未だしの感があつ こ

れから|,主意 をし兄て行かねばならないところだ

と考えて´ります.

円|“による上場海外移I・に■ う■,同化等 も決 t

で安 じできない状況と思 われま十.我 々として■

制・F和 を政府に働 きか|+ろとともに□全ltのリス

トラた計 ,て行か●ばならず この峙 を除いては

予遅れになると巳いま十.

このような事態 を艦みるに ネ1員諸兄 ま機会を

とらえて来社 され 更|=意見″大いにたたかわ■

て載 きたいと思います.我 力燿 栞部 を愛する社員

諸言|ま倉1立当時のt輩 のれt神に息いを|ませ それ

を我 瓢̈ としてa力W「鑽 に資するようI・願い女 し

ます.

〔迪 記〕 …… 談路島を起点と|る直下地●が

発生しました.計 報はまだ伝わっで来ま■んが

|ばでも貢=7を 赳す関東人震■並のI震 との二と

です.命 及び家を失った人建多軟の模17で 二れ

|よ人変なことと思います.辛 いに関東地方|よ難を

免れていま|が  北海道 来北地方に続いて関西

rl.● 時閂束に来るかおかりませた.t分 警戒

せわばならぬと思いま十が、取り故えず枚災地・・l

速やかな復共と人身の安●が確採されるll tti念

してやみまtん .

=倶 楽 部 だ よ リ ー

01月012月

タリスマス祭 13 ,参 力「者,,人

■l暮人会 14日 ,参 ″1著6人

21委豪会 (5 ,

理事会
`J日

|

歩く会 |] )「 古さと起現代の東京文化Ii.tJ

桐,11=く るまIJ会 l12111

新年互礼会 14曰 ,

歩く会 ,811)「 ■姜山から‖|ll白然配察の森べJ

理事会 |]7日

'臨|け理●会 (27 ,

tl寺社員イ1会 127日,

桐|■はぐるま句会 (281,
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定時社 員総会
平成7年度定時社員総会が1月27日午後 6時 か

ら二階大広間で開かれ新年度予算案などを原案通

り可決しました.

総会は木島清理事が司会、全社員 332名の過半

数の出席 (委l■状 167名を合む)で 総会成
"を

確

記したあと 時 申大震災の被災者のめい福をlFっ

て勲輛毒 ただちに議事に入りました,

平成 6年 の事業概況を小 ll久雄副理事長力報 告

F・l決算報告を関口全之理事がljって吉野―

',監
事

の監査結果があ ,て 原案通り可決しました.

また 1746万 円新 r算案の審議をすすめ 関

口理事が予算の説lllを 小池副理事長が事業概況

を証明しでこれも具議なく原案可決しました.

任期満 rに ともなう新役員の選任では5名 ●選

考委員の協議の絡果18名の理事 監事 2名 ・・再選

(別項)力溶 記されました.

正副理事長については塚越平人理事長 小池久

雄 飯 清治冨

'理

事長とll年通り。

新役員

◇理事長 塚越平人

◇副埋事長 J 池ヽ久雄 飯山清治

◇理 事 藤江敏雄、今谷善介、清水信次

野日友治賣| 五+嵐 健雄 佐藤富三

岸日英作、矢野昭、木島清、関口全之

岸芳正 木村隆夫、森寿lF、山口iF夫

Ir石清安

◇監 事 吉野―′

` |ヒ"1半

平成 6年 事業概況

平成6年 1月 1日 から]2月311ま での間行われ

た各種行事のあらましはつぎの通りでした,

◇社員総数  3327・ (法人27社 個人305名)

0● 事 集会8]回 新年互ネL会 1「 文化祭 1い

(絵両展 '1旬 色紙展、陶器展 写真展 ゴルフ

大会 麻奮大会 日碁大会 ビデオ旅映)ク リス

マス会1回 、総会 1回 、理事会 1回  監査会 ]回

月次会 7回 委員会17同 (行事委員会 2回 、文化

活動委員会 1回 、21委員会 6回  同世話人会4回

広報委員会 4Π )

部会39回 叫 荀会 1回  歩く会8回  同世話人会

lo会 ゴルフ部 1回 、麻雀部 1回 1宰棋部 1回 、

囲碁郡 3回  写真部 4回 )

会報 6回 発行

収 入 の 部 支 出 の 部

il   「

平成7年 度新予算案

拾,1及手当

特退 共済●

村利 ,十 織

I[税

`:詳
■人‖険||

通 |1 費

iJ I11

220 10,

] `0  1,|

3: |,|

Pi, `):

]次 会々費

■館使用||

設備使甲Il

な語餞円卜|

収 入 利

'
人 会 ●

程 ,( 入

前 期 繰 赳 全

lζ 繕  費

t ユ  安

事 業 資

合 議 費

‖It品 費

帷   費

支 払

"息
備  量 贅

次 期 繰 越 ●

合   計

法
　

■

注※

平成6年 度収支計算書

金  額

17 ``1 =,1
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新年互礼会 鯵
赫 と超現代の東京文化探訪

く `や〕  12月例会

新年互礼会がl月 4口 ■峙半から :階大広間で

開かれました.司 会は森寿作理事.

塚越平人理●長|ま冒頭 年頭のあいさつの中r
「今年は提■する倶楽吉FJを 曰指す と力強〈運

営方針を述べました.昨 年 4月 に発足した 「21委

員会Jの 誕生を近年の文化活動のヒ′卜と位置づ

け ・l委豪会を■心にして今後 ま環境等の社会問

題にも「貞極llに働らきか
'を
しこいこうというも

ので意社的な́ 勢は共感をも ,で迎えられまtた.

このあと来賓がこもごもに年頭所感を述べまし

たが景気の回復力撻 | 二ヽとで 対応への決意を促

■厳しい内容が特長でした.

四氏に全盃

IFl年五ネし会の席 L 当社豪のうち昨年 日家表

彰た受■られた四人の方に金盃を贈り 祝意をお

仁えしました.{敬 称略

'吉野 |1 高橋貞雄 ●_藤富二、小Il松.

クリスマス・パーティー

lltt12月の歩く会け バスrl用の■Fr 文化財

を訪ねろ栞しい旅である.本 年も大型バスが55名

の社員 =族 で満常.11日 6時半桐生倶楽部出発.

東Jヒ自動車道 首都高速をt,て 81キ45分等々カ

渓禅 1著.こ こよ世回谷
`内

であろがこんな幽逮

な浜谷力法 ,ているのにはびっくり.等 々力不動

尊 不動の滝 渓谷の紅葉など見るべきものが多

t .`

次は直 ぐ近 くの五島姜術館へ.東 急の倉1立著五

鳥慶大が半世紀にわたって蒐葉 した美術工芸貯,を

公開する美術館.国 宝の 「源氏物語絵巻Jな どt,

ある.広 い広園も珍らしい石仏 石灯篭力洒e置 さ

れ数多い紅葉も見事であつた.こ こから駒場の民

芸姉べ.

木民芸館は民芸運動の先駆者柳宗悦によ ,て

設

'さ

れたもので 沖縄からJヒ海道までの各地の

民芸品が集められ 更に李朝の優品も数多い.当

F]は企画展 「アイメの民芸品Jが 開催中 であ・
,た.

先,|(11月 )は  全にから現代の名工の作る民芸

出を葉めた年 1回 の民芸館屁が開かれていた.こ

れには毎年桐生から■野i曽太郎 きんの 「|・l生和紙J

'H郁

千さんの 「手織紬J力 '入選 している。特に

今年 ま■野 さんが日本民芸協会賞を穫得 した.桐

生市民としでも嬉しいニェースであった.

最後に、いま若い人達の話題のまと 恵比寿ガ

ーデンブレースを訪ねた.近 未来都市の在 り方を

模索する複合的をスペース 人間の生活のすべで

の場を備えているという.吉 ||の恵比井駅日辺を

知る人達にと ,ては、全く夢のような場所に変貌

してしまった。レストラン バー ショソピング

(三越など,  文イヒ施設等々.夫 ビヤホールは客

け数千五百をこえる.こ こで 3嗜 間の白由峙間を

12月 3日 |い ●倒のクリスマス パーティーか

開かれました.同 部 高松両社員のコンビ司会で

li越理事長l・あいきつで始まりました.

おなじみ =なったタリスマス ソングの斉嘔、
●嗜 朗読 すンタさんによる子ltたちへのブレt

シト 福引人会等々 娠やかに楽 し〈行われました.

今回の ミニ,ン 十一 卜よ来オ|の童謡鮎の 「メ,

デイーベルJ′)かわいい子供達による演奏でした.

26余名の子つt違が各々 [ベルを持ち 真倹1`目 ■

しでょlr者 ,見 っめでいる姿は、ベルの清らかな

占色
'ユ
上にじを|」つもの力゙ありました.参加きれた

方々は′しあたためて=i.tにつかれたことでしょう.

行事委員の皆きま、ご■労さまでした.

(ユ当 木島 村田)

恵比寿ガーデン
プレイスタワー

費して帰途につく.

等 々力 渓 谷

日本民 芸館
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◇新入社員紹介◇
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大 遠 小 尾 倉 本 久
保

lFlt藤 池 沢 林 田 田

〔歩 く会〕 1月例会
吾妻山から川内自然観察の森ヘ

1995年の初171会は8日1日10峙吾妻公園
'卓

場ヘ

集仝、こ二から吾妻山に今つ、 1頑 から村松峠

In l稲荷 小令ll道を経て白然観察の森まで歩い

た.好 大に恵まれ参力,者|ま30名という盛況.帰 途

ま小合会鮪まで歩いてから市営バスで桐生駅近く

まで来て午後 2]キ過ぎ解散.

大 尾 小 本

l10決 池 田

■「l法人 ‖」生卜楽‐1会報 第85号

1995年 1平成F年1  2月 発●

発 行 人 l・ 越 千 人

綿■責年者 小  池  久  笙

=   ‖1 ′,|′FI扇1‖■会社

吾 妻 山 頂

三 然 重 ■ ● 重
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〔桐生のあゆみ〕
No 35

桐生懇話会から桐生倶楽部ヘ

桐生懇話会の設立

lll治33年(1900年)に桐生懇話会が設立された.

これは当叶としてま全く珍らしいタラブ醐 で

桐生町および近在有志の団休であ ,た.

規約の第―条は 「本会は桐生懇話会とllし 会

員相互の交通親和を旨とし兼で実業上健全なる発

達を期するを以て目的と■Jと ある.会 員
“

)名

月1回のll吟場|ま本町 3丁 日にあった四十銀行桐

生支店(後 四十銀行は桐生が本Fと なり本町 5T

日に移4_・今の第 働 銀となった)裏の行宅 1迎賓

棺 ・cl可生の富豪佐羽家の茶室)で あった.

懇話会の葉績

懇計会の中心となった人|ま森宗■氏であった.

森氏 ま「郷上の発属はやがで白己の発展であるJ

という信条を持 っていた人であったから 恣話会

は単なる親睦日体|■とどまらず 桐生の発屁のた

めに積極的に活動した.

1 1司 生商工業案内の編纂出版

2 桐生停車場の改築を日沐鉄道株式会社に陳情

3 桐生邸使局内電話設置に付、通信大巨宛に請

願書を提出

4 1● 良瀬水力電気株式会社設立の必要を提唱

5 名 Lの議漬会 (渋沢栄―氏など)

社団法人桐笙倶楽部への移行

大正4年 l月開会のh・l生懇話会に於て 「現在

の懇.f会々昌は土地の有力者を網羅しているとけ

いえ その―部に限られでいることは時代に添わ

ざる|,のであるから 更に口1民に呼びか
'会
員を

増加し 社交儡栞諏 lな団体に進めることう邁切

である.つ いては本会を解散して新たに社交的倶

楽部を倉1設し 従来の会員は全員加入し、更に新

会員を寡集するJと 決議.準 備期間を経て 大工

8年 12月社団法人桐生倶楽部を設立 大正 9年 2

月 懇話会を解故し一切を桐生倶栞部に引継ぐこ

とが決定されたのである.

社団法人桐生惧楽部の誕生

人lF 6年9月 、社団法人h・l生倶楽部設立を内務

夫臣と文部夫巨に申請、翌 7年 8月 記可された.

同年9月‖1生織物同業組合で第 1日社員総会閉催

社員総数 ]26人の中から理事15名力選 ばれ更に理

事長金子竹大郎氏 副理事長前原悠―郎氏が互選

され、完全に社団法人桐生倶楽勒 涎 生した。

次に会館建設に取組み大正8年 末に落成を見たの

である.倶 楽部創立功労者として今も2階 に掲額

きれている森 宗作 (宗久) 金子竹太郎、前原

悠―郎の各氏をはじめ、郷土振興につくされた幾

多の人先輩の貴重な違産である社団法人11生倶楽

部.こ れを1+り続けることは桐ケ市民の責務であ

ろう.

=倶 楽 部 だ よ リ ー
◎ 2月                     理 事会 (10日)
歩 く会 (]2日)味 城南面 水瀑の不勁詭´ヽJ    歩 く会 ■2日)「 マレサクの咲 く嗚神山J
理事会 (15口)                 会報委員会 (13口,
歩 〈会世話人会 (24H)             月次会 (20H)

桐生卜栞古||よぐるま右,会 (27曰)          「阪lll大震災のライフライン●興J講師 塚越理事長他

`イ

ヒ活動委員会 (28口)             歩 く会世話人合 (22日)

=3月                           桐生倶楽部はぐるま句会 (28回)
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月次会報告 【3月】

阪 神 大 震 災

現地で復1日工事をした体験を聞く

講師 桐生ガスエ事課長 岡 田   正

桐生水道局工務課長 島 田  利 男

″ 技術吏員 中島 好久

死者 5千 4百 人余 負傷者 3万 4千 6百 人奈

家屋の全半壊約16万棟という、崚後最大の惨事と

なった阪ll大地震.そ の甚大な被害に対する猥援

活動でキ筆きれるのは、数多くの市民 同休 企

業 自治体等が自発的にボランティアI舌動をした

ことである。

3月 の桐生倶楽部月次会は 腋援活動の中でも

特に被災著力ヽ 葛望しでいたライフライン (■命線)

と云われる都市ガスと 1水道の復 日に満躍 した3

人の方を講自|にお願して 責重な体験をお聞きし

た.

都市ガスについて

地震によリガスの供給がとまったのは85万戸に

をる.大 販ガスの要請をうけ、桐生ガスはガス復

日支援のため 岡口正課長を責任者として7人 の

編成 (第―班)で 2月 l口 から20日 まで工事に従

事した.21日 からは (第二■ 7名 )が 、 3月 1日

まで交誉 して作業.

工事は導管の拘場がないかをまずチェ ′夕し

あと補修、ガス漏れの市無を点検.水 道管の破裂

でガス管に本が入ってしまい、初めは水抜きが大

■事 あと一軒―軒の栓のチェ ,夕 などが必要で

電気や電話の復 口にくらべると大変時間がかかっ

た。それでも現在90%|ま復1日 今月―

`で

全部復

1曰することになる.

現地で気のついたこと.

`・

∫が不足しでt るヽと| うヽ晴報力ヽ 充れると 同じlll

tl■ ｀ヽ 一シと沢山送 らli(来て 枝災者がもて

||||ま :[=,(t=う .そ i■
`い

て 力 =は

■ :「  ĩ|■ | ■■

F二  「‐」‐ ‐=■ 1者 =■ [=何
`|‐ : ■=|= ■ |   ｀  i■ う,

■イアは 例えよ玄関の掃除 ぐらいは自分でやり

なさいと云って 出*る ことまやらせて手伝わな

い. そうした違いが兄られた.

桐
生
ガ
ス
　
岡
口
課
長

水道について

水道は兵庫県llで96万戸断水.し かしlヶ 月で

夫体復|口がでさ 現在では999%タ ロした.

lJ生市ではニュースを間いて直に ポリ袋ポリタ

ンク=積 んで給水車 1台 をいつでも‖動できるよ

うに準備 した.■ 地へ早 く行っで手伝いたかった

が現地の,入 態勢がなかった,国  県の要請を●

って 水道協会県支部 として9市 から 133名 (相

生15名)力 '2月 17日力'ら3月 5「|まくコ動くこと力|

●きた.

市民から夫変感謝きれたことは一生忘れ得

`い感激であった.現 場 を見て夫々の市で施設 仕様

技術の差違があるが 平均 して桐生の技術は,

秀と息った.し かし、今回の体腋でll・生市の非「

1+の水の確保については十ぶことが多か ,た.

※以 「が3氏 の証の大要であるが、そのあとタ

越カス会社々長 峯岸東京電力桐生営業所長か

ら稿足説

"が

あった,

し

桐
生
水
道
月
　
島
口
課
長

桐
生
水
道
局
　
中
島
技
術
吏
貝
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〔歩 く会〕 2月 例会

氷瀑の赤城不動滝ヘ

「歩く会Jの 2月例会は 水瀑の赤域不動滝ハ

イクであろ.案 内の通知に 「登山靴にスパッツを

用意…Jと 書いてあったので 厳しい山歩きを子

想したのか 参加著は9名 と少い.記 金撮影して

8時 10分 2台 の車に分乗して桐生倶薬都出発。三

衣沢の赤城神社脇から荒砥川に沿って理り忠治温

泉へ。従*は ここから尾根を少し登り、山腹を巻

いて沐自川畔に出 滝lF不動へ行くのが本コースで

あった。(今でもこの道はある).今 日は新らしい

近道コースを迪ることとし 滝沢温泉を通り粕川

左岸の尾根を登っで駐車地へ.こ こで登山の身仕

度をして出発。道は予想に反して全く雪がなく歩

き易い.「 前の不動Jを 見て一担 ドっでゆく.粕

川力涯 か下に望める.木 囲いに焼物の猿の手から

したたり落ちろ 「御神水Jを 過ぎて憧か登る。対

岸に日道が見え、幾つかの小さな水瀑が朝の陽に

疸いている。
"が

近くなり 杉木立の中 立並ぶ

新らしい不動石仏に迎えられて湾沢不動の円をく

ぐる.歩 き出して2o分 1日道の半分以下である.

参詣を兼ねて水瀑見物に訪れる人も多く今日も娠

わっていた.燈 明がともされ堂を守る人らしい姿

も見える.

先ずはお参りして湾べ向う。川は小滝を懸け瀞

を作り、水の伝 う岩は大小のつららを吊しでいる。

小規模をがら水の千変万化の姿を見ることが出来

る。ごろごろ石l.いの遺も大分整備きれ、徒渉も

なく歩 きよい道

となっで 雪で

もなければ家族

連れで気軽に水

瀑を楽める.忠

治の隠れたと伝

えられる洞窟は

若手を少 し登っ

た岩陰にある。

間もなく湾音が

聞こえ、絶壁か

ら―筋の豊富な

水が落 ち、盛 り

Lった氷の関に消える。厳冬ならば氷の工の重な

りがもっと大 きくなるのだが、今年も曖冬のため

か迫力には欠ける。それでも虹は立 ち こんな近

くで珍 らじい水の風景が見 られるのだから薬 しい.

右手にも水瀑力潟 のように崖 を埋めていた.折 角

持参 したアイゼンを湾壷の水上で試すやら 虹の

滝 を写真で狙 うやら 息い思いの一時 を愉 しむ.

大分ゆっくり遊んでいたが、お昼は里のそ|ま屋で

―杯 という、余裕の山歩 きであった。 (藤丼 記)

赤
城
不
動
滝

に
て

く △
〓 3月 例会

マンサクの咲 く鳴神山

3月 のF●l会は12日(日)8時、桐生倶薬部へ集合.

タクシーに分乗して
"内

の奥 広土橋まで ここ

から早春の鳴神山を歩く。マンサクが志の訪れを

告げてくれる。山頂からの下りは高lF登山口を藩

て、浅部まで梅の盛りの梅田道を歩く.こ こから

パスで帰 った。 (当番 小堀 金丼)

嗚

神

山

頂

歩

雪

の
残

る
登
山
道
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=新 入 社 員 紹 介 = 文化活動委員会全体会議

綱
ま
保
楽
事
は
ぐ
る
ま
●
会

初
仕
事
糊
の
き
い
た
る
自
衣
着
て

ま
ゆ
玉
や
女
系
三
代
相
撲
茶
屋

析
の
音
に
て
送
り
出
さ
れ
じ
外
は
雪

盤
面
の
碁
石
の
影
や
日
脚
伸
ぶ

雪
う
さ
ぎ
せ
が
み
し
吾
子
も
母
と
な
り

帰
路
い
そ
ぐ
は
ず
む
女
生
徒
日
脚
の
ぶ

雪
ら
じ
と
吾
目
党
む
れ
ば
妻
も
党
む

桐
生
供
楽
評
は
ぐ
る
ま
幻
会
　
一一
渇

2月28日l16時 から文化活動委員会が開催きれ

各部会に対して予算の配分がきれ 部会の代表か

らIFl年度の事業子定の発表があった.

また恒例の桐生倶楽部文化祭は5月 ]2H0 13

日(J、14日(日,の3日間、ガーデンパーテイーは14

日と決定した.

文化活動委員会の中の部会は下記の通り1絆

`会があるので 社員の方はできるだけ多くの部会に

人って活躍していただくことを各部会長が希望し

ている.社 員ならどの部会にでも人ることができ

る.力 ′コ内は部会長。

美術部会 (保倉) 懇話会 帳 丼龍人)、 徘旬

部会 (久保日裕―) 麻夜部会 (人木橋) □

碁部会 (野口)ゴ ルフ部会 (片rl)将 棋部会

(平野平四郎) 歩く会 (木島)、 ビデオ幸
'会(金丼利雄)、 写真部会 (森「ll 音楽鑑賞部会

(小堀) 21委 員会 (赤石)

「歩 く会」年度計画

5月1311●  人″ツツブ咲く丼戸湿原ハイク

6月 4日n  レンゲツツ
'咲

く赤域荒山登山

7月29日m ◎コマクサの咲く草津元白根山

9月 9日(¬ ◎桐生倶薬書
`例

会を担当 猪古イヽか

ら会津者松市内散歩 大内宿

10月8日m O紅 業の岩峰、佐久ミズガキ山

11月12日n  桐生川上流 熊庵山登山

12月9日tt ◎師走の東京文イヒ探訪

※9月 は桐生倶薬部例会なので社員全員に黎内

がでますが その他は 「歩く会Jに ご参加希望

の力のみしか案内が送られません.ご 希望の社

員は倶楽部事務局の沐村までお中出下さい.

※◎|「は貸切バス利用です.こ の場合は定員が

あります。原則としで社員とその家族優先で中

込先着順 定員になり次第〆切ります.

´
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小
　
池

大
　
槻

紅
梅
や
崩
れ
し
ま
ま
の
童
女
の
碑

杖
に
侍
る
臥
竜
の
古
梅
紅
豊
か

春
寒
や
病
状
告
げ
る
赤
電
話

背
な
ま
る
め
記
帳
の
列
や
春
寒
じ

春
寒
や
塵

一
つ
な
き
庭
に
た
ち

餌
付
け
せ
し
鴨
の
野
性
の
劣
え
ず

鳥
居
越
し
紅
梅
の
咲
く
路
地
稲
荷

春
寒
や
池
の
水
面
の
自
さ
か
な

あ
の
あ
た
り
初
音
待
た
る
る
梢
か
な

社同法人 桐生倶楽部会報 第86け

1995年 (―F成 7年) 4月 発行

発 行 人 塚 越 平 人

編集責任著 J  ヽ tL 久  雄
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0写 真部会よりのお知らせ◆

5月27日0、 28日lB)に麟 ″を計画していま

す. L高 地 乗鞍高原温泉(―泊)木 曽の奈良丼

宿。明細は後日連絡。

本

日

下

山

Ft 倉

沢  林

下 塚 山 大 清 久 尾 本 小
保

山 越 日 槻 水 田 沢 口 池

」
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森 宗作の精神性

‖]■性藩の重にであり明治政府の要職をつと・・

た■■者の細‖ド閂次|,●桐■に水近した|)よ明,|

12年つ二とで

“

る.こ の前年 政府 ま太政官布告

で郡区口T村ユを定■ ‖J生折町にt山 円郡役所が

●きた.記 録 =よれば、当峙の人口ま38692人
`

■■のき;ビ5人 つうち‖司生出■著 =3人 を数え

いずれも土地を代表十る●識者であ ,た.そ こに

名を迪ねろ3代 H森 宗五郎|よ 後 =メロ
"と

班交
～

深め(い く人Ilだが その奇緑をたずさえてボ五

真Fの後添えとな・
,た・・が 「耕Jで ある.と きは明

治156年  森=|ま工物商の分限であった.

お

'の

名をIIと改めた彼女 = ,|■ ll藩主山内

■堂の籠受をうけたイ11女●あった,容 |"の死後

内=を 去ったお受が桐生へ嫁ぐと聞き 「細ギと

よいえ養蚕農家を|口手にすろ二とだろう.本 名′,

Jウ =Ilの字,充 てでみでまJと すすめたのが好

読の日巨細 であったLい う.

耕の人格七′
'」
は 森=の 内伸1「彩り■添える

ことに●る.宗 五貞|[ま 十でに●卜と| うヽ 人娘

がいたが こtrコトの養子として足rlから迎え入

れられた4` Hヽ森 宗作:, lIに 二とのほかの信頼

を寄■た―人である.白 らは十円の道をあきらめ

(織物,業 =に 転身したものの 子■たちの教育

=は熱心であ ,た.二 の4r｀日の深ぃ見識と自i

〒376桐 生市f中町 2-9-36 社団法人 桐生倶楽部 TEL 45-2755

‐

=兄 定めて 晩年 ま東京の家作に追いた耕だ■た

力' 宗作 ま子供たち・
r教 育を考え 耕の|,とへ寄

市させている.こ れは新 しい峙代の到*=敏 なlI

と宗llとが 互いの立場 と意志を|:重し今 ,たう

えでの道携であったといえるだろう.

近代の洗ネしを■け 宗ltまやがて 3rヽ Hが 当

然の生業としていた織物に疑l.lの目をむけた。資

本と事業の成長週程II次第に行き詰まるtの を覚

えていたようで 4代 日をlB続すると銀行アの道

を歩み まじめ 急速に資本を書積する―方 厚い

公■心七惜しみなく発揮しでゆく."治 31年の経

済恐慌 =よって粒物業者力,R々 とつ■れていくな

かで 二ねを

"わ

んとして芥走した.圧 史学者羽

仁五郎が そたな宗作について次のよう|■語っで

いる.「 父は|1生の織物産業のために銀llを育1設

した.父 にと ,て桐生の銀行はn.生の識物産業の

ための銀行でをけれま

`ら
なかったJと .

この思想哲学は 桐■の近代|■おけろ森宗作の

業績の―つひとつに貫かれている.桐 生倶栞||の

,体 とを ,́た桐生懇話会誕生のき ,かけにな ,た

のも 「郷tの 発層 まやがで自己の発展であるJと

いう宗作の言葉と それをド地にした指導力の結

品であった.そ ねけ80年/1風言にたえた会館の土

台にも 脈々と受け継がれでいる精神である.

=倶 楽 部
04月

理事会 (7日 ,

歩 く会 (0『])「花の址 ドエ∫按策 |

21委員会 (11日,

写真部会 (20回,

,く 会 t話人会 (21日)

「棋部会 (22日,文 化禁 あ贅1,供人会

月次会 (24日)「樹本診断J証 師 |1争弘氏

行事委員会 ,25□)

]司生i卒 部「 ぐるま句会 (27H,

ヽ栞部会 12,日,,化 祭 あ賛井ネ人会

だ よ リ ー
◎ 5月

ネ雀吉

`会

(8口 )文 イヒ下協賛麻雀大会

理事会 (,H)

コルフ部会

`ll日

1文 イ略 協贅コル
'大

会

文化, `2 13 14日 )

,― デシ′マーテ ィー

`14日

)

歩 く会 (14□, 斬緑のit日光,■原散策J

会報委員会 Ⅲ5日,

写真 .1会 (26日)

11生惧楽吉

`ま

ぐるま句会 (29日)
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第21回社員文化祭

桐生倶楽部の年中行事の つ 社員文化●
'4

1129日の□碁大会からよじまリ ド1じのようなlI

贅

`,事

と悩物が

`テ

われた.

121か ら3 1間  桐儡会鮎広間 :絵面 写■

的器 ,1句 色紙をど社員つ作出が| らヽれ、多飲の

ネ

"者

があ ,た.書 =今年は増山作茨郎社員 1商

T会 譲FFr会頭|の 梓,1出品 「普 と贅 人犯 |六態_

が出″ され人気 をよんだ.

最終 口のガーデンバーテ ィー = 雨 ==降 ら
'i

■美 しぃ新縁の中で帳やか iく りひろ 十ら′ け

L ttlL物 や写真展の人賞者 :贅古I緩らや =栞

鑑賞部会の■■ によるフルー トとヒア ′σ)二■ヽ

|′ル ートは諏訪十男 きん 電 7ビ アノよ石
"雅

`ヽ

さん, tあ り 夫変栞 しい■い ●′,,た .

′ヽ一テ ■―を計画 準備 し(い たたいた行

'委員の」吉労に謝意 を表 tた い

ゴルフ大会 |%|

優 11 占H "大

8 1t r.1嵐 lt雄

5 ● 関 | ↑之

当 賞 れ老イIⅢ′ヽ

ヽP営 ヽ4‖ 恭H 降

 ヽ ‖ 福島‖

“

吉

写束展入贅寺 (人気投票)

1仕「JIIウ ル 蛉間利■

3“「■鶴鴨 F■」確 川.`t人

3仁 1春の草′_t本  

“

|

出出者散 〕5名

特別出ll '■

準,賠  倉オネ ●に

l t `ヽ 本橋lT I↑

BB資  ハⅢI 倫 チ

B(:賞  吉‖ 陣次

M‖|‖ 福田 "重

211「秋 霧_武
'「

1:充

4t「 化 II J咤

':タ|千t「夕映えJ新 ■た■

出品●致 1書査●黎 35■

山 の 入 場 者

文化祭協責各部大会入賞者

将棋大会 (Z)

優 勝 加藤 共男

参,]賞 月」
" 

利雄

″  平野 元吉

田碁大会 i%,

優 勝 同H t弘

l t ■n 稚ば

3 位 野田な治郎

麻雀大会 (χ)

蜃 17.N 石+ 省二

3 , 笹J Iヽ 正

5 イ立 亀Hl 和夫

準優勝 +野 T四 ‖
'

参力1賞 ニロ  章

″  野日友治郎

“

●]^ =成  政郎

2「  道藤 勝′

準,勝  tH 修弘

4 1i J  十

文化祭協黄行事及催物―覧

臨 呂 峯 5月l:J6月 1lF ulo∞ ‐

“

¨ ,:=l・ ・ の 作 品 の 数 々

ガ ー デ ンパ ー テ イー

ト
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春 の 褒 章

平成7年春・・褒章,F者 が、 4月 28日総理府か

ら発表き●た.I・3倶社員としては大間 町々の県 ト

ラソク協会々長星野精助さんが その功績をたた

えられ藍緩褒章た凝与された.な お■野きんまI召

和58年にま貨●褒軍を夕Fし ている.

平成 7年度詰5県 総合表

姜と
`り

 桐 Il社員では永

1甍功
"で

受賞された.

って41t凛でなく 古くてt いヽtの を一層店きをか

けている と感じる所が歩いでいての実感です.

石畳と植込みの道を禁刻美 l」館にF●lかう.

家亥J美術rB‐は日本で唯 筆刻専門の美術飽で→.

隣りに新しく今年3月 「古河街角美術館J力'出来

ました.人 正 9年 に建てられた三階蔵の内彙 ま夫

Tロ マシた感じさせる空間です.吉 河ゆかりの美

“

′品の展示 又市民ギャラリーとして|一 ブン

これから豪刻美術館と隣合せで 古河文化の向上

に貢献うるでしょう.時 間を忘れ見て歩いた一行

も水郷吉河なら 「なま|'tr人ぶらとうなぎJと 決

めて■食.2時 ・Frく桃の花が咲く広大な吉河総合

公園に向かいました.'`の 里吉河で今 "`の 花ま

つりの最中で大勢tr人で賑いを見=て 居りました.

帰り道渡良謳IT水池に立ちiり  無事 4時 半桐

■■楽|`に房リ イと 花 花に埋まった古,・∫散歩

△
ロ県 彰ラ　請

曝

圭^
筆
曜

5月 3日発

んが街生環

lll1llllllll)111111111111)(llllllll(lllll(|||lllllllll1111111l11)llllllllll1llllllllllllllllllllll(|llllllllll

【歩く会】 4月 例会

花の城下町 古河を歩く

4′19日 、群鳴県議会議員選挙の口.午 前9峙

投票″薔ませて 桐三倶某部横を20名満員のマイ

クロバスは  路国道50]を 古

'可

に向かいました。

車窓からの景色 ま春らしいのどかな風景.思 つ

た夕り順調に業の花の黄色一色「埋まる破良瀬遊

水池の堤防を左折 三に橋を渡り占河に入る.整

lnされた|・|■場に10時半到青しました.

Jブ シのイとlXく街路樹の道を占河E史 博物結に

向かいま十.石 資の坂を登つで行くと 道を|よき

んで有に鷹見泉石記合鮎 ■手見上げるように建

つた古河睡史博物鯨は前に石組と噴水を配し 大

きぃ石組みよむ げ城の由輪をl.ばせるデ■イン.

心憎い程の景観を考えて作られた博物館は 人き

い口ど―に先ずストリートヨルガンを配し、女子

職員のテ回しでファンタブ′クなメロディーを奏

でる,古 河城出城に建てられ 原始古ヽから古,可

のF史 を満載し、とりわけ家老で蘭学者の電見泉

石の資卜|をはじめ古,,∫ゆかりの画家奥原晴』や

'丁
鍋嘔斉の作F,を展示→る.

展示内容 レイアウト景観にビソクリ鷲能して

前の嗜見泉石記念館に石貴とJフ シの花のll本坂

を進む.泉 石記念館は 泉石晩年の住まい,清 楚

な1'にも気高いL そして家屋に京都の詩‖堂に

ある寡‖気を思い出しながら春の雅1床を充分に味

わいなが1歩 きました.

歳路の美しい街 なにか懐かしさを感しる道…

古河の街はその土台の上に市民と行政が未来に向

を終りました. (木島)

【歩く会】 5月 例会

新緑の前日光高原散策

5月 14日|■実施.ま ずまずの天候に恵まれ、

カヤシオの盛 りを栞 しんだ.参 力]者7人 ,

コ
ブ
シ
の
咲
く
並
木
道
を
歩
く

鷹
見
泉
石
邸
を
バ

ッ
ク
に
し
て

博

物

館

前

横
　
根
　
山

頂
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‖‖新入社員紹介 Ⅲ‖
月次会報告 4月

樹木医 熊 倉  弘さんの話を聞く

4月の月次会ま 全国でも数少い樹本底 lllI木

の診断や保存のための治療をすろ,/1-人 で 館

林の1蔦合造同上木ll

`ヽ

表取締役の熊倉弘

さんに講続 をしてい

ただいた.～ 台さん

|ま●から|よ頼 きれ

話題 になった■和||

社のケヤキなどつ診

肝 もされた方である.

以下は話の慨 要.
細
生
優
稟
部
は
ぐ
る
ま
●
会

□ユ
 
□

■
業
の
筒
を
子
に
手
に
紅
袴

土
争
摘
み
駈
け
来
し
子
等
の
日
の
０
ひ

挨
拶
も
思
い
出
ば
か
り
彼
岸
寺

ｉ
持
つ
如
く
に
ｉ
筆
　
２
一う

■
年
の
生
命
の
芽
欧
き
神
の
社

町
内
の
寄
り
で
花
植
え
水
温
む

珍
客
の
仙
の
も
て
な
し
■
筆
め
し

老
農
人
量
背
に
出
で
し
水
温
む

キ
吹
き
た
る
け
や
き
倒
れ
で
社
虚
ろ

清 本 山 小 下 久 Ft大

森      保
水 口 田 池 1回 沢 槻

診断 まその時期だけではな〈 ―年を通 して兄

ないと止確をことまいえない,環 境 条■が良,

れば樹本に寿命はすい.台 風で枝が折llたり 不

注意で病気にしてしま■,たりすることはあろが

その生命力は驚 く工どである.

治療 [は随分と千間暇 もかかり 夫 きな費‖も

必要だが やリカⅢ のヽある仕事だとJ,て いる.

間発の名のもとに切られたり お業やモ虫をき

らわれたり 環境恵化で傷んだりで 都市の緑は

啓蒙運動

'し

ないと少 くなるばかりである.緑 は

公常 をやわらげ、炭酸ガス1吸 1又し酸東″l●る天

然のガス交換器でもあり われわれの恩人である.

緑 を夫事 にtた いものである.

話のあと●、■合きんが実除に手力ヽ ナたI延 の

事例として 邑栞ドJのエドヒガン桜と ,番 保IJ

の夫杉の治療

"ス

ライトで見せて くれた.

ま●腐 ,た と二ろ■肖」り、殺菌剤
～
繋布、乾燥

させてから 空J」にウレタレを注人する.メ 而処

理 をし 偽装剤を塗 るのが地上‐|の子当で.更 に

ILド まrlの処理や 土の人れ替えなど 夫推中 の

治捺ユに鮨 く.

句
得
て
や
す
ら
ぐ
夜
や
遺
蛙

遠
蛙
洒
の
器
は
江
戸
切
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春
燈
や
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子
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形
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独
り
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田
を
渡
る
風
の
週
び
し
遠
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姜
灯
や
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の
便
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廻
し
見
る

茉
の
花
や
利
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は
夕
陽
を
背
に
流
れ

息
こ
ら
し
包
む
両
手
に
青
蛙

選
挙
カ
ー
莱
の
花
畑
通
り
抜
け

葉
の
花
や
赤
域
の
薔
を
か
く
し
け
り

綱
生
倶
窯
郎
は
ぐ
る
ま
匂
会

□ｃ
ｎ
□

清  下 倉 久 人  小 本
採  森

水 田 山 林 ‖ 槻  池

1当番理事 木|1 矢コf)
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傘寿の館 ② 野間清治と会館

議談社を創設した郷土の野間清治は そのずば

抜けた′党で日本の近代を大きく変えた実業家の

ひとりである.

彼の′能は その企業戦略に明らかである.lll

えば それぞれの市場の特性に適今するよう 年

齢や性別の林Ш分イヒでマーケティングを展r■Iするセ

グメンテーショシは 企業戦略として いまでは

しごく当たり前の考え方だが これを雑誌に取り

込んでみようと■‐想した編負者は、野間清治以前

にまだれひとりいなか ,たのだ.

明治43年 東大法科書記のころ 弁論はなやか

なのにHを つけ、■生弁論を収録した 『雄弁Jを

倉lTl 二れが雑誌●への糸ilとなったよう= ,

でに早い呼期から 被の頭のなかには t′ メン

テーシコンの戦略構想は自づいでいた.

やがて 「.T脚 条部』 『少年倶楽調  『両白■

栞部』 『現代J「 婦人供薬音
`』

「少女倶楽部』 『

幼年倶楽部Jと ●て続けに倉1¬J これが当たり

請談者|ま社違li盛のrtれに栞った.だ が、野間の

非几さは むしろここからである.

それまでのtン グメンテーションの感触を十台

にして、今度は、|,と もとらえがたい大衆にタ

ーゲットを紋ったIFl雑誌を計口、これにすべての

財産とエネルギーを注ぎ込む夫バクチにでた.そ

れが月刊誌 「キングJだ .

大正14年の創刊号は爆発的売れ行きだった。し

かし その売オ■行きを支えたの|ま 彼■喪開した

画翔的を広告宣伝の効果だった.市 電を借り切っ

て広告電車を走らせたり 析聞に1ベ ーブ広告を

出すなど 創干囃 誌PRの 現代に通じる手法をこ

のときすでに ほば確立したのである.

それは、日本における夫衆 大量文イヒ到来の幕

開きを告げる象徴的‖来事であ ,た.キ ングを含

めた9雑 誌の発行部数は月 700万部 これは日本

の雑誌発行部数の約8割 を占めたという.

野間が こうした冒険的戦略に勢力を傾けてい

るころ、港るきとでは桐生倶楽部の会館建設計画

力漣 められでいた.だ が、当初の設司案ではあま

りにも費用がかかりすぎるため 設計のやり直し

に迫られでいたところ、そんな折 rT間 力法 く紹

介してくれたの力

"青
水巌だった。清水|まアメリカ

の建築設.tコンクールでl位 入賞の実績をもつ有

能な設計者であった.

lL欧風 2階 建のしゃれた本館と1サ属施設は大工

8年  現在地lι完成した.萩 原朔大PIは このJヒ

欧風建物にすっかり魅せられ 「桐生の鹿鳴館」と

呼んで親しんだ.愛 用のギターを抱え しばしば

訪れてはマンドリングルーブの合奏に力]わり 安

らぎの音を過ごしていたとぃう.詩 人の感性をし

びれきせた格調高さは いまもそのままである.

=倶 楽 部 だ よ り =

06月                  o7月

理 事会 (6曰 )                 理事会 (6曰 )

写真部会 (9日 )                 会報委 員会 (10口)
2委 員会 (9日 )                21委 員会 (10口)
21●員会 (20回)                月次会 (21□)

歩 く会世話人会 (23回)               「桐生紙国祭の

"と

屋台についてJ講 師

^良

彰―氏

月次会 (27日)「 気 予を経普 に活か■J       I・ l生颯楽部 は ぐるま句会 (25日)

読Ⅲ,西 飲也氏     歩 く会 (8o曰)

桐生倶栞吉

`は

ぐるま句会 (28日,              「

"雨

明けの草津本 白根山バスツアーJ
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月次会報告 【6月】

気学を経営に活かす

講 師 西  欽 也 氏

九星別 吉方位

平成7年あなたにとつてよい方位

`表
の見方)  

為tを2合景宣3員8'育:寛1:歯きま:,ヵ位で‐

6月 の月次会は西飲也先生をお招きし 「気学

を経営に活かす」をテーマに 「九星による人の性

格と運Jや 「九■別吉方位J等 の資料を見ながら

ご議演を戴きました。

まず平成 7年 はどうゆう年なのかと言いますと

五黄土星猪年で この星の人にとってはいろいろ

間題が表面に出てきますが、この間題を積極的lι

解決すろことによりこれからが開けて来るとても

良い年になります.終 戦から50年目の今年の8月

17日が世の中の変わり日になる日です。世の■全

ての流れは50年の周期で大きく変わってきていま

す。ですから今年は戦後の50年の総括の年であり

今起きている天変地異やオーム真理教等の社会の

諸問題は今までの流れから起きております.こ れ

からの50年は 「大Jか ら 「中小Jの 時代で 大き

をことより中小のことを、大/「業より■小企業の

時代です。大きな事よりJ さヽなことを見直す時rヽ

であると申せましょう.大 きな夢よりJ きヽな夢を

確実に実現していくことが人事。中小がネットワ

ークを形成しながら自立をしてぃくことがこれか

らの時代を乗り切る為に大切なことです.周 期説

のなかには大きな50年周jtBの他に小きな4年周期

があり 平成 3年 からの不況も今年で終わり新た

な段階に入ります。ですから今年は平成の改草の

年であるといえます。

次ぎに先生の資料にもとずいて 「九星による人

の性格と運Jの お話と 「九■別吉方せJの お話を

戴き大変有意敦な月次会を終了致しました。
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月次会報告 【7月】

桐生 祇園祭の

鉾 と屋台について

講 師 奈 良 彰 一 氏

7月 の月次会は、桐生まつ りも間近いことなの

で 紙園祭に直接かかわり 特に鉾 と屋台の研究

をされている社員の奈良彰― さんのお話を関 くこ

ととした。

奈良さんは 紙同祭そのものの歴史から説明

桐生祗園が八坂祭典とよばれるようになった経緯

や、桐生の屋台 各の文化的価値などにも言及

最後に今年決行することになった本町 4T日 の錯

の巡行について話 をきれた。

4丁 Hの

"(よ

こ)は  天辺のスサノオ/ミ コ

トの人形 までの高き 1米 、Fり も彫刻 をふんだん

に使ったま華 なもの これを出すだけでも12年ぶ

り 今年はきらにNTT 東電 警察の協力を得

て巡行 (ひき廻 し)を する。巡行は実に1∞ 年ぶ

りだといラ.

マ ンネリと言われている1司生まつ りが この4

丁H鉾 の巡行だけで 夫 きく変 りそうである。奈

於

富
士
銀
行
駐
車
場

組
立
て
の
:ま
じ
ま
つ

た
絆

良さんはじめ 関係の皆さんの決断と勇気にIH手

をおくりたいものである。

(当番理事 藤江 森 参力1者40名)

)llllllllllllll)llllllll(l,l)llllll(lllllll)llllllllllllll,llllllllllllll'lllllll)l)l)lllllll1ll(lllllllllllll

鶴鉗 冊 a轟 黒 黒 轟 墨機 馴
著需十器警チ帯讐需キ睾躍睾・l・蝸需肝翌議器

桐生まつりは これで いいのか。

7月10日、21委員会が開かれた.出 席者19名.

先ず、先般の幹事会の報告があり 昨年はテーマ

として ｀
観光協会、をとりあげたが 本年度は、

時事問題をとりあげる.メ ンバーの中からその時

のテーマについて3崎 程度話してもらい、そのあ

と・L席者で討議するような形にしたい。その他に

プロジェクトチームを作リ テーマ別に、例え|ま

月次会のような場を利用じて、21委員会のメンバ

ーだけでなく 一般の倶薬部社員に話し合いの場

をもってもらう。

以上のような 幹事会で決定した運営方法の説明

があり 本日のテーマ 「桐生まつりはこれでいい

のかJに ついて話し合った.

χず 21委 員会のメンバーであり まつり検討

委員会の日」委員長松島宏明君から30分間経過説明

があった。委員会では殆どの委員から 「抜本的な

見直しを」という意見があり 今年の初めに改革

案を答申したが 残念ながら一部違うところもあ

るものの、全体の内容や流れは変っていないとの

こと.

これに対し 出席者から 「基本的に祭の意義が

分ってい

`い
J「 市民が白分達の祭と思えなけれ

ば ― Jな ど厳しい意見が出た。またこどもみこ

しの責任者藤原きん 前の責任者岡部市議 市の

第 3次総合計画の委員だった大, きん、前の産掻

委員長だった蛭間市議などからも夫々の経験をふ

まえて発言があり、次回も今年のまつりの済んだ

あとだが 反省をふくめて 「まつりJを テーマに

21委員会を開くことに決定して散会した。
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◇新入社員紹介◇

保
越 休 水 槻 山 tl田 田 沢 日

戦後五十年

そのころの桐生倶楽部

載時中は桐生■楽吉
`に

とっても受難の時代であ

った.桐 生倶楽部会館のシャンデリアからドアの

ノブ ストーブに●う火薯まで すべての金属類

|ま,出 きせられた,

昭和18年軍は被Л腋 関係の 吉Fの機関を桐■に

おく為 倶楽部会館を接収しようとした.峙 の理

事長斎藤長平氏はこれを拒否 |'む を得ギ軍|まIlll

生図書館を●用することとなった.

敗戦の年 昭和22年2月 の理事会で よ 「時局

念に緊迫し重要工業方面並びに官庁等の当市に疎

開する者頻々たる情 ltにて、当fl薬部会館に借用

申込級到の状況故 この際倶楽部事茉の連行に支

障をき限り晴勢に即応する事を協議したる結果

群鳴県商工経済会1司生支.Fに階下の―部を貸ケし

其他の室はlI●l■市と経済会並びに当倶秦部の葉会

に充当する方針Jを 決定.桐 突軒も中島41行機吾

妻工場に貸与されることにな ,た.

当然倶楽.Fの行事も殆どできなくなり 月次会

を開いても集る社員が少く流会になることが多か

つた.戦 後になってもしばらくま同様の状況で

昭和21tt l月の定時社員給会は社員給数 13,名中

出席者9名 、委■llt46通というありきまであ ,,

た.

また敗戦直後に大きな間題がおきた.中 華民国

居留民団が 戦勝殴 しで強ラに会館使用の中入

れをしてきたことである.斎 藤長平理事長は断日

拒否の態度を貫いた.戦 前の軍 戦後の戦勝国の

中入れをはねつ|す桐生倶楽部[守 った斎藤理事長

の功績は特筆されるものである.

翌昭和21年5月 倶茶部会館 1号室を事奏所と

していた桐生商工会議所か撤物会館に移転 その

あとを改よ 椅子 テーブルも新調 H月 には檜

橋渡 小汀利得氏が来館すろなど ようやく倶栞

部らしい活動カヨまじまったのである。

(桐生倶薬部五十年史より要約)
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〒376桐 生市仲町 2-9-36 社団法人 桐生倶楽部 TEL 45-2755

|●生の近代の帯徴の一つとして|■究者たちがよ

くあ|十ろのは 地方都市には稀な高学睡層によ・

で、その礎が築かれたことだ.I・生懇話会、ある

いは無名会などli名を連ねた人々がその中心をな

すがt代 表的な人物として 桐生倶楽訪 1立当]キ

からの社員 前原悠―郎がいる.

前原は明治 6年10月31口 桐生新町二「日に生

まれた.明 治維新政府において征韓論力滅 製 時

ま西南の乱の風雲をはらんでいたころである.数

え年 7歳でいまの桐生市Jし小学校に人学.当 晴は

桐生学技とIlし新口r唯―の小学校であったが 学

業 まこのころから極めて「秀だったようで、高+

小学校をべて前橋中■で3年 を過ごし い ,́たん

中退したものの、東京へ出て再び私立郁文館に入

学し 東京工業学校へ進んだ.

そのころの工業学技は 日本でただひとつの高

等工業専1息学校である.彼 が学んだ染織工科の玖

授には 桐生ゆかりの大竹多気や高7」直寛らがい

た。明治30年に●業するが、曰清戦争後の国情の

なかで 卒業■は近代工業に引く子あまたの時

`ヽである.同 級生らはいずれも駿足を伸ばきんと勇

躍したが、前原はひとり 郷里への道を選ぶ。家

業を継ぐという日的もさることながら 郷土産業

の発展のために 吉雲の志を株やしていた.

きて当時の桐生にあっては 森宗作、書上文左

衛円 大沢福太郎とい ,た実業家が管を並べ君臨

していたが、前原は金子竹大郎や岩下竜人夕|らと

と:,に、次代を●う世代としで早々と頭角を表し

でゆくのである.彼 らはます 染織の改良をH"

として雑詰 『桐生の工業』を発■l 桐生縦物学校

の教諭となり、後進の指導に|,力を注いだ.

そして粒物学校を退いたのち いよいよ実業家

としでの本領を発揮し始め、森
"芳
平らとともに

桐生撚糸合資会社を設立、工場を安楽土村に建設

したのは 前原33歳のときである.こ の会社が大

正7年 |■曰本絹然I・I式会社となるが 彼は戦時中

の企業整備によって廃業するまで同社の社長をつ

とめること tなる.こ の間の蔵業人としでの活躍

はめぎましく 撚糸業の依存構遣を改め、海外ベ

の販路拡大を積極的に進めたほか 両毛整織株式

会社や桐生機械株式会社の設立や径営にも参画し

地元産業発展の基礎を同めたのである.

また地方自治にあ ,ても活躍し I・生町譲会議

員 山田部議会議員 II・l生市議会では初代議長に

推挙されるなど 人菫も厚かった.産 業面ばかり

でなく 教育施設の整備にも傾注し、lI・生の口T立

中学狡の県立移管 水道致設 厚生病院などの設

tに・I.走 また文イヒ面においても両毛鋤 新閲を

はじめ 地方の新聞雑誌の刊行に協力するなど

業績は多岐 [わたり その足跡はまことに人きい.

前原悠一郎の仕事

=倶 楽 部 だ よ リ ー

08月                       月次会 (,||)歩 〈会迪
jH

理事会 (21日,                           
「初秋の会津民芸の旅J

II・■■来+`はぐるま句会 (24日)於 芭蕉       理事会 (11目)

o9月                         会報委員会 (18日)

21委員会 (4日 )                 II● l生倶楽部 まぐるま句会 (26日)
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「こまくさ」のお花畠ヘ

7月 の例会は、炎暑の下界を離れて、爽涼の草

津本白根へ.満 席の参加者26名を乗せたマイクロ

パスは、正 5時 に倶楽部を出発、渋川、岩丼洞 (

休憩) 卓津町を経で 自根人」1ローブウェイ山

頂駅前に8時 に到着した.駅 はまだ開いていなか

ったので すぐ身仕度を整えて登りはじめる。ほ

どなく小さい白い花をつけたゴゼンタチバナに出

合う。シラピソの樹林を縫い、高度が上るにつれ

て 薄紫の花をつけたミヤマシヤブン草 黄色い

点の集りのようを花をつけたコキンレイカ、シャ

クナグ、rLの時期は過ぎていたがイワカガミ、′ヽ

イマツをどの高山植物力沃 々と目を楽しませて〈

れる。壺りつめたところで急に眼前が展け 涸池

が眼下に広がったところで、おH当 てのコマクll

の群落と対面。他の植物は寄せつけない 石ころ

だらけの荒れ地に しっかりと根を張り 可湾な

ピンクの花が風にそよぐ姿は、まさに高

“

植物の

女二にふさわしいものであった。涸池を左に見て

半F.するF.、コマクサの大群落は続いた.晴 天だ

というのに暑苦 しさは全く感じない.9時 20分

2150mの ピークに着き、皐い昼食.や や霞んでは

いたが、南には噴煙を上げている浅問山、その手

前には雄大な六里ヶ原 目の良い人は違く富士山

も見えたという。西には残雪を頂く北アルブス連

峰 北には電波塔のある横手山、志賀高原の笠ヶ

岳などが望まれた。そこから山頂駅までの帰りは

自由行動で、本白根山最高峰 (2165m)へ 行く人、

涸池の縁に準えるピーク(2145m案 内板にはここ

が本自根山となっていた)に 登る人をど、それぞ

れが時間にせかされることもなく ゆっくりと探

訪 璃能し、11時30分には山頂駅に全員が集合し

た.こ この棟高は1911mで 、気温は215℃ であっ

た。帰りは違中草削 の 「かんぽの宿」に寄り、

一同温泉 (源泉9¨ 、P H1 70(強 酸性)、酸性―ナ

トリウムー塩イヒ物 読巌温泉)に 入り 疲れを癒

じ 湯上りの―lrとおしゃべりを楽しんだ.こ こ

を2a445分 に発ち 途■中之条の浅間酒造、岩丼

洞で小休憩の後、渋川―前橋間の渋滞のため 予

定よりやや遅れたが、 7時 5分 無事に倶楽部に帰

着。楽しい 日でした.泄 話係の方々に深謝いた

【歩く会】
草津本白根山

7月例会

本

白

根

山

を

背

景

に

初秋の会津民芸の旅
『天 鏡 閣 』 (元有栖川宮別邸)

鶴ヶ城
□□□こ守卸螂削卿酬舟赫納建□

山

します。 {倉1相費雄.d)
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洵秋の会罐氏羨の滋

恒例によ ,て 九月の月次例会は 歩 く会が担

当致 しました.

今年け高速道路 を来 り継 いで 近 くなった、会

津地方、民芸の旅バスハイクで、盛沢山をスケジ

ュールでしたが、,噴調 にスケブェールを消イヒして

案 しい 日でした.

いつも満員のバスハイクですが、■曜日と行事

が童なった為、32名 と参力「著には 優雅なユーユ

ーlf行で した.

定刻 午前 6時  桐生倶楽部前をバスは 出発

しで―路、佐野 ]Cよ り東北道 を郡山方向に向い

ました。違中、那須高原PAに て休憩 して 郡山

ブャンタションを左折 猪吉代湖、磐柿山″望む

秋晴れの会津 に予定時亥J前にil着 しました,

先ず猪苗代湖 を眼下に菫む 元有栖川古,」氏

`明治の舌 りを今に伝 える 快 鏡閣』の見学です.

国指定重要文化財の白工の木造洋風建築の1ヽ 気

品濃れるルネッサンス風洋風建築とマ ′チ した調

度,〒,家具の置かれた 部屋 を順路に従い見学 しま

した.

その後バ スは一路会津若松市に入ります.白 虎

隊の墓の ドを通 リバスガイ ドの説明の中鶴 ゥ城公

闘駐車場 に駐草 しました.

ここにバスを駐草して午前10時30分 より午后 l

時30分 まで フリータイムです。鶴 ヶ城、武家屋

敷 そして会津復吉会 と云 う名前で会津 をア ′ビ

ールしている、懐 しい様な た ずヾまいの店々は

会津葵 竹藤、釜木屋fl兵衛 満口屋と並び、独

特な会津の薫 りを旅行者に与 えてくれます。

■食は 「うなぎのえびやJ「 手打 そばの桐屋J

が人気があったようです.又 鶴 ケ城公園内の福島

県立膊物館 も建物及び展示内容共抜群で した.

それぞれにグループ別に会津 を楽 しんだ後、酒

造 り博物館 を見学、 「き 酒ご白由Jと 云 う テ

ーブルtr前で 会津の美酒を楽 しみ本郷焼の窯元

を訪ねました.帰 り道は、会津西衡道です.

違中 人内宿に

"ち

寄る頃は 秋 口和の一日も

陽が西に傾 き 衡道沿いのスス■の穂が風にそよ

ぐ中 鬼柳 、 光高連 を経て年后 8時  予tよ

リー時間早く無事II・l生倶栞部に到著致しました.(社)桐生倶楽部九月月次会

歩く会担当

(担当 木島)

満 田 屋 (田楽)

竹 藤 (竹細工 民芸品)

会 津 葵 (和菓子)

大内宿 (昔のままの宿場の風情が残る)
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21重 員会

桐生まつりをふり返つて
桐生倶薬部21委員会の171tt t,日4日 に開催.

7月lFl会「1可生まつりま、二れでいいのかJに 続

き桐上まつりの反省会とな ,た.「 まつり検計委

員会が容申した改革案が 本年は採‖|されず残合J
「4「 日の

“

|の巡行により、l旧 屋台 針「対す

る市民・・認識が変 ,た.今 後 惣六「だけでな〈

全市′,げて保全 活用|=取り組み 行政も=援 す

べきJな どの音見が続出した.
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同公園の憩いの空間にやわらかな視線 を投 |か

サる織IF平和像.二 の台座 tかつて、ライaン 像

が四|"を伸ば し 咸光 =抜 っていた姿を実1舞に見

て記億 しているのは おおよそ1召和ひとケタあた

りの人た ちまでになるだろう¨.

戦1寺中・l供出によって市民の||から消え(い つ

たが 国蔵発揚の時局をそのまま形にしたような

二の,,子奮込像 1可生市史|:よると 霰のモデル

|ま「ヮーテルローの戦1券記合

“

であると説明さ

れでいろ`7-テ
ルローは イギリスと

'ロ
イt

ンの煙合軍がすボレオン軍 を撃● した・ヾル+― の

古戦場だ, しかt tti者の森邦武は そ・l十、荒

露長平 I語 ,たことがある.「 あれは、 ドイツ古

価 「のフランス要*部 市ベルフォールにあったラ

イオン

`を

もとに (桐■織物宇校の図案教師たつ

た,長 沢峙■がデ・●インilR当 したJと .斎 藤家

にttる 史きに|よない記録である.

桐生の近代を支 えた先人たちの、社会■業t[対

十う情■のほとば しり :よ いまさらながら日|

見張 /・tの 力'あろ.発 案かだ″t●あろうと ‖J■

の発展のた■に必要とあらば 上き IIオ白らう'中

心七なり とき ■ま協役 =日 ,て 事業・r現のた

めの強大な推筵力″生み出 してさた.そ の団結カ

の,|=‖」生愁話会が′,ろ二とま すで =“、れてキ

たところだが おのおの力'資どころ″心イ]て いた

という卓で や まり作出 した人々の葉 まりであっ

たことがうかがえるのである.な かでも桐生倶楽

部 3代 日理事長斎藤長平は、オ「を尊び 人望 ,ヽF

く なにかにつ|ナて 賛重な求心力となってきた

人物であ ,́た.

明治24年 本μJ 3「目で染物業を昔む2代 曰長

平の(,とに生 まれ 京青「高等工芸■校 ″■業.数

々の会社経■ t手 力‖すたが そうした経済的,汚動

:,きることながら χ化都市への発反 tひ ときわ

情栞を株や したこと
`知

らllている.

前橋 高崎 ,勢 崎 と 県内で次々公 tLKj言館

がオーフレした大正の初則  どうしたことか桐生

`な
かなか実現 しをいのをはがゆく思 ,ていた長

+す  当時小替ll町にあ ,た斎藍家―番の美田を

市へ寄付 し 図書館7t設にはすみをつけた. ̃市

工Jと 冠 しでも 建物・唯 設資金から蔵書の類ま

で その まとたと力'長平のi付 をき ,か 十とした

市民の協 力
`あ

ったというから、二の気概が放つ

輝 きは 人頼みがあたりまえのような現代にあ ,

で よ い ,そ うのまぶ しきがある.

人の禾|を重んじる斎藤の人柄 ま ■X部 運営の

隅々まで発「 され 理事長七して ま最長の24年を

務わた.

010月

月次会

'甲
,会 |' ,

歩 く会世話人会 (23日,

21委員会 125 )

桐生F栞 部 =(る ま句会

01'月
21委員会 ,| ,

行事●員会 10 '

=倶 楽 部 だ よ リ ー

(6日 |「

"ネ

の初
""十

,人についで.

議師 古求TI夫え生

歩く会 (12 ,「桐生,の 源流

"1曜

山へJ

囲暮部 112 ,ilk季□磐人会
理事会 (13日,

会報委員会 114 )

歩く会世話人会 114 ,

H次 会 (21曰,議 師 陸 L白衛隊第12師口長
(%日,                                     I可 部英車甫l・●オ子

写真部会 (24曰,
桐生lll栞部は(る ま句会 (30日

'

斎藤長平の求心力



(2)第 90号 桐 生 倶 楽 部 会 輌

月次会報告 【10月】 月次会報告

‖師 群瘍大学精神神饉科口師

宮 永 和 夫 先生

【11月】

瞳上自衛朧

“

12師団長

阿 部 英 輔 陸将

「痴呆の初期症状について」 「自衛隊あれこれ

宙

永

和

夫
先
生

阿

部

英

“
腱
将

高今イヒ社会を迎え 老人性痴卿龍の増力1が大き

を社会間題になっている。10月の月茨会はこの痴

呆の問題について、その研究でオ名な宮永先生を

岸理事のお世話ヽヽ 楽部にお迎えして 誇議をい

ただくことができた。

痴果症は夫きく分けて 「脳血管性痴呆Jと アル

ツハイマー型痴呆の二つになる.脳 血管性痴呆と

は 脳の血管にコレステロールなどの血中成分が

洸著じて動脈硬化力鍵 行し、血管が切れたり、あ

るいは血管に血栓が形成きれたりして1歯■中を引

き起し その後遺症として現われる痴呆である.

一方、アルツハイマー型痴呆というのは、1尚の

神経鰤 が広い範圏にわたって消失することで引

き起こされる痴呆で、時に記億をつかさどる 「海

鳴Jと 呼ぼれる部分の神経細胞の猥失が激しいの

力滸 徴である。その原因は分つていをい。

かつてのn本 人には脳血管性痴呆がi流 で ア

ルツハイマー型痴果は殆と見られなかったが こ

こ20年ぐらいのrllにアルッハイマー型痴果が急増

して 老人性痴果の3分 の1を じめるまでになっ

た。いずれにしても現在、rll呆を完全に治す薬剤

はをく 症状の違行をl・|え ることも難かしい薇兄

である.

ところが最近世界の医寮|1係者属主日している
「DHAJ正 確を名称はドコサヘキサエン酸。魚

の油に豊富に合まれている脂肪崚が各種現代病

老人性痴呆にも改手効果のあること″分った。特

にアルツハイマー型痴呆に特効のあること力蕩 床

試験で証明されでいろ。

(当番理事 岸 岸回)

:1,〕は、相鴨ヵ原薔Itの 陸上自衛隊第 「二師IЛ

長の阿部英1縫 将を招き 「自衛隊あれこれ」と

題して路演をいただいた.普 段なかなか知る機会

のをい自衛隊の素顔について 詢1「組の●場から、

愉快な請語だった.

・軍朦ではaい

白衝隊はあくまで|●防のための組織である.指

揮系統はシL/り7ン  コントロール (文民統申

"力罐 立きれており 組縦としての主義 主張のた

めにた動することに決してをい.制 1晨を身につけ、

階級ヽや記=に よって回から与えられた櫨限や功

結を明確にし、それに応じた社会的責任を巣たす

べく、任務を全うしている.

陛上自衛隊は、全隊を統合指‖ ぐきる′場の人

間を持たず、回内を五方面隊に分散してある,こ

れは|口軍組機を反省して 「ターデター防1:」の飢

点から配慮されたもの.し かし、一人で指″でき

をいというシステムの弱点が 阪神 淡路大震災

の派遺の医に露皇してしまっえ。我々は原Hlとし

て 要講/Jtをければ発動しをいことになっている

ため、防衛庁長官と内閣総理大巨の発令がをい1人

態では動きがとれなかった.

・近隣鮨目と●共同‖線を

何かと去々きれる日米共同訓線だが、私個人と

しては重要なことだと考えている.振 り返れボカ

ンボブアPKOの 時には共同訂liltが非着に役′ ,

たし、我

"コ

の 4j衛の性質上、特に海 L 航空の

■白荷隊はその形態を見ても (海上自衛隊は本来

中心となる空,お よび原満を所右していをい点

航空自術隊ははとえどの兵器をアメリカ製に1/Kr7

している点など)ア メリカとの共 司訓練を選けて

の国際協力は成立しないの力嘆情。

3ベージヘ腱く
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桐生1員楽部社員の嬉しいニュ…ス

藍原さんの文部大臣表彰 星野さんの労働大臣表彰

藍原等 さんは ]1月 の,回 休育指導委員迪合会

設il「 H年 記念人会で文部夫巨表彰 を■けた.

蓋原 さた|よ市教委から委1鳴生受けた体●|1導員と

して二 1年七活動.ltl域スホーツ振31tの功績が記

■られたものである.

平成 7年度職業能力開発関係表彰で 二野管工

社長,野 弥― きんカサ 働夫巨表彰を受けた.星 Ii

さんは lI能 検定の建築配管部門で首席検定員を

務めている.31年 という長い間 技能検定員とし

て,舌躍 している功労が認めら:■たものである.

県文学賞に江原 さん

平成 7年 度lI・5県 て十賞が111110曰7`表になり

施■部F]で工原さんのll品 「ひとりしずかJが 受

賞 した.

県文■賞の受賞はl●l■では久 しふ り・・こと し

力■,桐上「栞部社員 ・l中から■資者が出たの よ

何 とt嬉 しい二,― スであった.

,[「きん よす 喝銀行の,t桐生支古長
` 

現41よ

■ ■テレ●―ビス (在前精市)の 常務取締資.作

..「ひとりしずかJは |1年11月 =白費出版 した

1“ペーブつ単行本.工 原 きん|ま桐生倶栞|1歩 く

会に:,1庁折 ま参詢 t(い ろが 道々にII‐〈化をめ

`、
小鳥の きえす り t■ を預|すながらの 1歩 きや、

鉤 りが人′rきとか.「 ひとりtず かJは 植物や

小 ら 竹の話など33 Flrの話から成るが その中の

]●●I「ひ.しりし■■Jの 前半の吉F夕,を江原 さたの

お許 し生件て ,lT=襦 介 十ろ.

「ヒトリシスカ =最初 [出合ったの ま,'良瀬
"の k請i 小="へ  々lttlりに出掛けたときであ

ろ.木 々のオ欧 ネが |よ らしく ■ナラの銀 ア

オシデのオい芽 いち早 く羽子IFRの羽・・lよ う=葉

■ひろ¬る■ゴノキのヽ緑 そしてユの岩即い=●

〈了カシ7の ヒンタが 市,充の川面 [揺オ■動 きな

がら1几しださ′1る| 黒ヽの渓 よ 許情その●のの■

しさ
`あ

■た., ,か り,青のとれたiし ぃ山女魚

″いくつか魚絶に1内ち 竿を納めて林道 に上ろう

とtた とき●あ ,た.

ホみどりの葉をいくぶた開いで その ききがr

い撼1大のイとに出合 ,た.そ れは私 =とっ (初対面

`あ
,たが 十ぐ ■ヒトリシブカだと分 ,た.な

んと形容 tて よしヽのか 清楚なそして可愛い地味

=穂 状の花であ ,た.そ の後、草津の姫仙の滝の

近 く
`株

立 ちしたた〈さたのヒトリシズカ =出合

,た[lと力ゞあ ,た.滝 の有岸の斜面 画 [■えて

いて まるで人工的 [植えイ「けたものと想 えるほ

どバランスよ〈点在 していた.

ヒトリシズカとだれが名●けたのであろうか

当初、その姿からもの静かな■ しい姫を辻想 して

の命名と勝手に解fFし決め込ん
`い

た.そ の名の

由来|よ「牧野植物図鑑 |や植物テを前′文夫氏に

よろと 同 じセ ンリ■ウオ斗のフタリシズカは古 く

はキツネグ十といったのたが、能楽の 「二人静J

から工■峙代のネ刀刈にはフタリシズカの名力灘 [

さl・た.そ の後フタリシズカにたいして つしか

イと語がないので ヒトリシズカと命名きれたのだ

ろ う としている.J

2ペ ージから続く

「自衛隊あれこれ」
ァメリカ|ま「日米が仲良 く共同訓練 を行 ,ている

こと白休が 近隣諸回へのIll上力にをるJと きえ

言っでいる.lJ人 IJに= アメリカだけ で夕く中

|ヨヽ'ロシアなどの近隣諸回とも共同訓練を行うこ

とr 相互理解をレることこそ 「ll上Jに つ●が

るのでまと考える.

・もっと理解を

倉liし てIЧ十―年が経 った今 白衛隊|ま災吉派

遺 をまじめ 今でも今回に二千発 ちかく押12して

いろ不発

"(人

平洋戦,当 時 米軍が投下 したt

の

'の

処
'早

など、多方而で活動 七ている.

先日七矢1事とお会いして 県内で■害が発生 し

た捺には ヘ リ■― 卜用の■地や水Tlの提供など

全面的 なバ ′タア ′プをお願いしできた.や IJを

`]1夜

間 :ヘリコプターが飛行 する場合

`ど

t,あ

るが 我々はみをさまの賀 に■つためにH々 司1練

[市たでいるので 問要に 「うるきい ′Jと 言l・

ハるのはつらい.特 「巨人が負けた日ま苦特が多

tヽ(笑).

さまぎまなl・t題を抱 えているの|よご承知の通 り

で まあるが 内部の人「・lと して ま も ,と自衛隊

の活動に」理解 を深めていただければと思 う。
(当番理事 木オ1 矢FI)
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‖‖新入社員紹介 剛
(改

【歩く会】 ‖月例会

紅葉の熊鷹山
11月12日の日曜日.蜘 田の熊囃山 (1]68メ

ー トル, をlII口?す へ く午前 8時 、lI・lttlf黎部 を

出発.2台 に分栞 した而々は森口 後藤 式木さ

んとい ,たベテラン組で計 8名 .

桐生‖源流地帯の紅葉探勝が日1勺でしたが 開

削中の石lg林道 をひと日 Iそ さまより早く見て

おこうとい う野次鳴根性 て,。

i■・好の日和に恵まれで行程は王極順調でした.

2時 5分 に|ま予定どおり|1鷹 1頂 コ 着 しました

が アレレ… ? 頂 「は大努の■客組 に占拠 き7■

ていて腰 むおろす余地t,ない有様.食 事ができな

いので水Ẽ 分岐まで■ をの よtて  よ うや くの

こと●愛´お [ぎ り [あ りつ くこと●で きよtた .

雑木が夫半な・
rで 全山錦締 色 と ま参 りません

でしたが 肇 樹の黄葉 ■混って■エデ ツタな

どの赤が羊 し〈 過 ざゆく私の後ろ癸の炒に忠わ

ず感嘆の声をあ||た  `し た.

年

“

3嗜 に無事,う着.

秋 期 囲 碁 大 会 (囲碁部会)
1月]21(「 だ 'に 例の|ll碁大会が倶楽吉16

']菫
で

`=わ

れました.

好季飾・r好 ズ気に恵まれて参加数 =少 なめで し

た力| 一騎当千 11」勝負が多く 賑やかな 日
`

した.海 古巻 きキ・l″頼ばって喉 t■ tの ビー
'レ

[舌つ

'み
をうち築 しい ||を 過 しました.

午後に ま 「歩 〈会 と■な ,て出席でさな,,

た金+利 Ixtさんt,オく会の帰 りに顔 なだ|て 〈れ

ました.

参,1会員並びに L,茂 積 者は次の通 りです.

岡‖1光弘 登谷●男  本村は  倉ll′■

鳥 勝治 野田友治頂1 福永餞  占成餃郎

第 lt 福永儀  14勝 1敗 ]持碁|

第二位 金谷rl男 (3勝 1!“]ヽ去
'

ヽ iイt 同田光ll 14勝 3敗

'0回 碁受好者 も年々増llし■栞部で|,上曜 日午後

6号 Ĩを開攻 していま十.会 員でlI碁ををきる

″足キこ入会 ドさい.

1連結 ま事務局 本村まで)

人 山 澪

概 田 水

綱
ユ
媒
窪
押
は
ぐ
る
ま
●
会

え^
ｎ
□

ち
ろ
ろ
鳴
く
診
茶
室
の
灯
む
消
〓
ｔ

新
涼
の
流
れ
に
洸
ふ
藍
衣

登
り
窯
人
入
れ
の
近
し
単
の
花

か
く
し
湯
に
休
ら
う
夜
や
虫
時
雨

細
き
葉
の
幅
を
は
み
出
す
露
の
玉

対
岸
の
秋
，
の
行
息
づ
き
て

片
隅
の
鉢
に
新
た
な
虫
の
芦

父
の
忌
や
墓

一
面
た
草
の
花

玄
関
を
田
く
や
虫
の
音
降
り
そ
そ
ぐ

ひ

と
駅
を
過
ぎ
て
秋
の
●
と
も
リ
ーー
リ

綱
〓
晨
栞
押
は
ぐ
る
ま
り
会

十^
厠
□

尾 ■ 本 速 小 久
ltf     保

沢 Il l藤 池 日

秋
の
富
観
占
像
の
幕
れ
残
る

始
発
車
に
座
席
の
夜
寒
我
り
け
り

責
落
や
山
路
Ｌ
空
に
皮
き
初
め

縁
日
の
●
も
貫
は
ず
の
″
寒
か
な

菊
を
賞
で
■
掲
つ
宴
の
祝
辞
か
●

夜
の
寒
さ
高
台
削
る
音
の
し
て

秋
の
暮
今
宵
障
子
の
新
ら
し
き

秋
の
喜
許
人
と
■
り
て
衛
歩
く

大
法
要
大
純
葉
の
　
寺
か
な

〓
■
ら
ぎ
の
占
き
わ
ま
り
し
秋
の
書

背
丈
伸
■
菊
括
ら
れ
し
小
径
か
を

尾 ,肖遠  口J下 ホ ス 倉 大 小
森    沢

沢 水 藤  ‖ 山 田 田 ll槻 池

21委員会 (11月)

2委 員‐‐11月の委員会は 6日 ||1午後 6峙 より

門 きました.出 席はll名 議題は 「桐生人木姉ま

つ りJに ついでの提言のよとめでtた .市 民の白

発的な 「まつ りJべ の支援 を呼びかけることで方

F]性ま決まり 12月 の委員会 I於い (■終 4・定の

予定です.

1赤石)

ネ[日法人 桐生倶楽J`会報 第
"号1905年 |+成 7年 ) 12日 発行

発 行 人 塚  越  平  人

編黛責任者 小  池  久  

“
:「   制  ッボ ノ|いlJ株式会社

」
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桐生高等染織■校の合1′運動が本格Ijに始まっ

たのは 明治41年 」ろで″,る.そ の先頭lii,で

中心的役吉Iを果たしたの|ま FI宗 作 帯上文7_衛

|]夫 ,R福太責Fらナ直元有力著たちだが 陰 ぐま人

物がこの避動 を支援 した.

実楽家の渋沢栄―である.渋 沢|ま 1可生縦物が

東■でta鑑 賞会を開いた際に、その名贅会長 を

努めるなど浅 からぬ縁があつ、来桐の″  :著 は

そろ ,て渋沢と懇談 し 染拉学校の建設につい(

t太 郎総1里への||ふえt依 頼 した.翌 年 三者の

て,と ■屈いた返きは 「首オ」にlt 地方に高等工業

学校の必要咋を詳イロに説明 した. F算 会議の結果

に待つべ き|と いう旨び)内蓉であった.そ し(44

年]2月 OJ立 費の予草は内七 をみたの
`あ

る.

だが この相談事 を進めていくうえ
`桐

■の間

係イが困ったのは 有力=を jlいたり 集ま ,て

和i淡する場所がないとい うl・t題であ ,た.「 教i

問題 を蔵十るのE 事燎 をlIJぶような「●相談す

るわけ「:はいかな|¬ .社 交場う

"工
しいとぃう思

ぃ まこ二から盛 り上がり それがやがて桐生倶築

|`の会館建設に弾みをつけでいくわ片だ.

書上家は 天 12年 に荒戸,へ 務住 七た図書1を

恙を■とする系譜である。 3た 目の■瑣1左衛円勝

鐵|のときから代々織物買世商を■み 発授 さ●て

きた.染 繊学校の育1●に尽力した文左衛円祐介は

1lr 日ヽにあたる.そ の父の十中を兄て育 ,た12代

文左衛Fi史頂|は大正 3年 6月 、東京高等商業学枝

た牛業してす ぐ=父 1人 い、

`く

|て 家督を泄 く

二とにな ,た.第 1次 人戦後の世界瑠J荒 さらに

よ関束夫震な =よって英人な■常 を被 ,たが こ

れ
～

しついで再興 をなした+労 人Cあ る.

大正11年に1桟 会議員 昭和 6年 に県議会議員

I当選 して自治に|,貢献 III牛倶業||=よ 61設か

らかかわり 2代 理 ヤ長 七努bた .

また文左衛「]ま 桐生におけるゴル 7の●分 す

`:,あ
る.仲 間に呼●警|,て 桐生ゴルフケラブを

つ くり、白宅に |イ レドア練習場 ,せ る■の人れ

方で 二の練習場はの らに坂 安吾も受用 したと

いう.戦 後 同′に伝 I・る文帯 を1畔 金融研究の

資‖ としで東大に寄託する

`ど

 文化べの理解t

ことの エカ'i求かぅたようである.

昭和47年 7月 14日け は した力' ‖可生供楽部50

年 =城 tた

`つ

まなむけの言■|ま「峙代・l変イヒ=

応 じて 適正

`lE楽

部活動つ行わイんことを念n

するJと い うl.のだった.

書上文左衛門の願い

=倶 楽 部 だ よ リ ー
012月

クリスマス (8 ,

歩く会 110日)「自ltの 束京文化探訪J

理事会 lll l)

21委員会 (12日,

歩く会世.r人会 113日
'桐■l■栞吉

`ま
ぐるまイカイヽ

`25 ,平成 8年

01月

新年互ネし会

`4日

,

歩く会 (14口)「IFl春の歩き始め吾妻山 |

理事会 Ⅲ6日)

歩〈会趾話人会 Ⅲ8日,

会報委員会 (]9 ,

監査会 (22日,

臨Iキ理事会 126 )

定峙社員総会 (26曰)

I・l生■栞部忠ぐるま句会 09 )
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新予算は1,900万円

80周年記念事業費も計上

平成8年 度の定時社員総会が1月 26日午後 6時

から二階広間で開催きれました。この日はあいに

くと時折り風イとが舞う真冬日でしたが、委t状 を

ふくめて過半数の出席があり会議lt立、提案され

た議案をいずれも某議なし原宋通り可決 新しい

年度がスタートしました。

山口正夫理事の司会で進められ、飯山冨1理事長

が開会あいきつ、塚越理事長ぶヽ 頭あいさつを行

いましたが、理事長はその中で 「長く昔しかった

景気も年初から明ろい

'`し

が見えてきたことはご

同慶の至り」と足踏み状態から一歩踏み出した景

気回復への期待に触れながら各業界ごとの現況を

紹介 復調の消費についても高級品指向力藩 長的

だとして、「今年はお互いに良い年になるでしょうJ

と結びました.

また、来たる平成10年力漂 楽部倉」立80周年にあ

たるところから記念誌の発刊を予定しているが、

これに1又戴する資ll提供を広く呼びかける考えを

明らかにして協力を司ヽえました.

議事は塚越理事長が議長に選在されて進められ

別項のように①平茂7年度事業報■a矢 算および

監査報告C平成8年度事業計画と総額 l aЮ万円

の予算案の三議案を可決して閉会しました.

昨年度に行われた

各種行事のあらまし平成771～ 12引

社 員 総 数 330名 (名普社員 1名 正社員329名)

内 訳 (法 人 26社 、個 人304名)

入   社 8名

退   社 10名

行事 集会 82回

新年互ネL会1回、文化祭 l回 (絵画展、夕1旬色

紙展 陶器展 写真展 ゴルフ大会、麻雀夫会

将棋大会 回碁大会)ク リスマス祭 1回、総会

1回 理事会13回、幹杏会 1回、月次会 7回

委員会16回 (行事委員会 2回 、文イヒ活動委員会

1回 21委 員会 5回 、同世話人会 3回 、会報委

員会 5回)部 会41回 (夕1句会12回、歩く会8

回、同世話人会11回、ゴルフ部 l回、麻雀部 1

回、将棋部 1回 国碁部 3回 写真部 4回 )

そ の 他 会報 6回発行

平成8年 収支予算

平成7年 度収支計算書

収 入 の 部  1 支 出

科
̃L ] 

金 椰   l  J̃
l会  費  21'20m円 1縦 及手当

`※

注
'

2狩 退共済今

4  計 12 1,を t10

3福 利厚生費

4担 ■ 公 課

=火 ■保険料

`通
 信 性

,に  搭  安

8光  熱 醤

,事  辛 費

1会 議 費

,-."'-r

31m,0,

1 501 101

1 31` 8`,

2月 人会々贅

:会 館餞用ll

`設
備使用||

5電 話使り]料

6収 入 利 じ

,人  会 今

8篭  収 人

lm ooo

23m(I〕o

410100

1, Ot0

1` ,00

80001

?000(Ю

11消 純 ;I資

12雑   費

13,払 利 拍

14備 品 費

市
型増'彙V阜

前 期 絆 越 金   86658;'

合  計 1 19“ 285'

法  人 40mヽ 26x2

※i,       円 ィ 
“個 人 3,0'×

`04×
12

3 000X OX `

12 00t OЮ  I  〕21=`|。 |

月 次 会 ″ 贅

会 館 使 用 料

設 偕 使 晰 ll

電 話 使 用 ||

,, 人 利 g

ス  会  金

催  収  ス

2=00 tl●  1  2'21'51

当 期 収 入 計

il期繰 む 金

=支 出 の 部

拾 料 及 手 当

特 退 共 済 金

福 利 厚 生 費

薇  II `ヽ  諄

7・■ 保 険 ll

通  F  賃

饉  繕  費

ん  摯  貸

事  =  費

3" イ;,   △

7`3 

“'    
△

11じ,5, |△

2 =21 11'

` 48, "=

当期 ☆‖合計

当期収 ☆i輌

次 期 操 越 金



桐 生 倶 楽 部 会 報 第 91号 (3,

〔歩 く 会〕 12月例会 4日 、社員互礼会開催
12月例会 ま 来岳+と 東者,名園め ぐり.12月 10

日Ⅲ O時 十 夫型バス l台 を満席 =tて 桐生,栞

|`を|||:`.

t● 表十の計入の に

`,近

いという′)で 浅野

内Fr頭と赤穂四十 七士の■のある泉岳寺 i参1旨.

次 にH黒 の白ハ教育回の 角にある東京都庭は

美

“

j館へ行 く.こ こ|ま日

“

番●邸で建物 まアール

テコの粋をつ くした素1普らしい:,の.折 ■く
「ェ ドゥァール サ シド瀾′亥」展J 力'開催 さ

'■

τい

た.十 ンドはアール デJの 時r i`フランス

`市躍 した動物臓 り家である.

庭園美ll館へ10"に 普いて 午後 2叶 ま●17枚

して白南行動.ll近 にま自企白然教市周 久米美

lltt I腋 園美術館 H=イ (動などがあり 各人

好みの所でげ間■過十.

晟後 ま●=東 御苑で二のメι尚茂館 

“

|の

“

下跡

本丸跡など珍らしい所を見■ tで 19時
'゛

l■.
(,当  木島 卜1田,

1月 4 i時 半から恒 llの桐生倶楽部社員互ネし

会が i階広間を灸場 にして円催 されました.今 年

の司会,ま 蜂門=1雄氏.

新入社員の紹介のあと 塚越理事長が年頭あい

さつ.つ ●ぃてll年 人|●表彰 国=た 彰を受け

た社員に記金の企盃 ■増 って倶楽吉

`と

tて の祝意

をお●:えtま した.今 Jの 対象者 壇 原午 星jI

柿助 ,野 弥 氏のお二方.

社員市 占のあいさつでは、曰里チ茂桐■市長 笹

|=衆 院議員 増山件次郎桐生商T会 歳所会頭

そねと近藤夫 郎全日商工会連合会長が それぞ

れの立場からlh年への期■感 ″技僣 しましたが

論旨 ま総 して景気Ll復ようや く本番…という力強

t tヽ,のでtた .

日野真夫県経=者

“

会長の発声で ■い=,年

j稲 躍 を査 ,てttt Pt■ に入 りまtた .

l・生倶楽部l「

"∫

のクリスマス祭|ま 12月 8 1●

6峙 からIl催された.参 ″1者80名 例年のように

幼兜や小学生などア族が多〈、ま二とに家lI的な

,回 気であ ,た.

聖詢 l読や讃美歌の企唱も桐■F茶 吉Fならで ま

のt,の 社員の日野桐生市長 きんも仲間入 り.ア

トラクシコン|ま′百日■崚子きん′)ソブラ/ 塚趣

引■さん・7ピ アノで ミニコンサー ト,タ リスマス

にちなんだ数々の名山はまことに栞 しい.

会食のあとは 例 によ ,て′| さヽいおイ様に夫人

気の福引 8時 閉会.

泉

　

岳

　

寺 ク リス マ ス 祭

館術美庭

美 歌 の 合 唱

〔歩 く会〕 1月 例会

斬キの歩 き初め|よl H14日岬ヽ 吾オ山に登った.

頂から見るIII生・
‐
まち 色の赤成 をどの展望

,楽 しんだ.参 加l,名.

(担当 後藤 森 い

妻 山
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欄生倶楽部21委員会

市民にアピール
文化活動委員会の中の部会 21委 員会 ま オ手

を中心に約 100人のメンバーで 部会長赤石,占安

冨J部会長塚越徊●という稽成,rH当 理事は山口正

夫である.

地域の課題 をテーマに毎月例会を開 き 率直

`
意見を出 し合っている.昨 年|ま「11生人木節まつ

りJ=と り上げ話 し合いを続けてきた.そ の結果

まとめたのが 下記の 「桐生まつりに夕すする提 言J

である.

桐生 まつ りに対する提 言

桐生の愕り
r鉾と屋台の出るまつりJを′

当委員会では 本年のテーマに 「桐生まつりJ

を掲 デ委員会活動″行ってきたが 第32回桐生八

木節まつりをふまえて 来年以降の 「h●生のまつ

りJに ついで、民活の地1」生の市民としでのi場

から提言をするものである.

昨年のまつり最大の出来事は 104年ぶりの本世T

4丁 目の針の巡行であった.関 束に類を見ない規

模の鉾の迫力に多くの市民が感動し、桐生の持つ

底力を認識したことであろう.更 に3「 目所有の

もう一基の

`キ

 各口r会所有の■台を復活し二れら

を単に本口Tのものと考えデに桐生市民全体の宝物

ととらえ、多くの市民団休や市民―人ひとりが白

ら手で 財政的 人的支ヌを行い、次代に継承 |

べきであろと考える.

桐生八木節まつりについては 今まで数次にわ

たり検議 員会力粗 縦きれ 熱心に議論がきれた

が その議論力

"舌

かきれない状態が続いている.

この時、この円塞状態を打破する可能性を示した

・・が まさに贅の巡行であった.こ のすばらしい

感動と衝撃こそ力」桐生のまつりの将来を示したと

我々は感じた.こ の感動を契機として lf政 も産

業昇も惣六
"∫

t, そして市民も 致協力して 桐

■らしいまつりを実施する確かな手応えを得た.

このことから私たちは鉾とだ台の共II出るまつり

を提唱し、まつりに関するすべての諸団休llびに

市民に今こそ財政的 人|1支援をする受け皿を含1

る嗜であろことを提言する.

桐生倶栞部21委貞会

委員長 赤石 1市安

委 員 会   ・l

Ⅲ 新入社員紹介 ‖‖
1敬称略)

「歩 く会」1996年度計画(前半)
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〒3761111生市仲口]2-9-36 社」法人 桐生倶楽部 TEL 45-2755

=倶 楽 部 だ よ リ ー
o2月

]学事合 18日 ,

歩 く会 (l]H)「 二浦半島 浅 い春のき サ きJ

文イしi舌動′員会 (19H)

IIl十●楽・|は ぐるま●会

歩 く会世話人会 (26□)

■薔委 ;i会

`27口

,

懇話会 (2,口,「l●
・口安誓‖1生J越 し:己念 日|

仙 人 ヶ岳 大返 しのFL根へ |

理事会 (12日)

桐牛卜栞部 =〈 るま句会 (25日)

H茨 会 (2`□)|イ タターネ ●|

一 ― 退 社 社 員

4T

男

小  野  勝

西 場 和

第 92号 11,

堀祐平と新川球場

新|`ヽ曰JIい う名七だいぶ知

`れ

る■う =

=を ,(き たが まだまだit口球場の●じi[ま

及ば4い の, いま

`:,「

新口球場ll lとい ,た

方が|.,上 道 りがいいようであう.

それ よと桐■市民 と二
`)球

場 よ 分かちがたい

Ltt t共 にサん,き た|)だ,‖J生中テが

`〃

の甲子

に‖|1場を宋たtた 昭和 2年  市民・r野 球熱 =大 い

=:島ま ,た.人 16年 :市民有志の力
`開

狡 =こ

■つ lた町上中■技|よ 十で =二のとさ県 ■へ杉

十 し(は いたが  「|,がまちの■「交Jの じい人れ

まひときわ強 〈 そのI・l中が全国0藩 台
～
!古ち::

あ■ て ■ちよ熱■の鴻である.二 の年から初め

てラシ´の●●

"l中

泄が始まり 訳合の棋様
`電 '■に栞 ,た.市 民はラ′オ =力 じ

'つ
いた

そしで そ・
I興言の高まり1市 民の」は 場建設

運動 i■をつ }たのた. 二の電動のまと■役 とし

て 人き

`功

積
～
残 したび)が 同年に設 ■さねた

“

,■市休育脇会の初| 合ヽ長IIF祐+で ある.長 野県

生ま,■の‖|ま 29歳 のたきから桐■ ●拉物製造=

従事し リホレ桜 を負1表し企業家 として名をなし

てt たヽ.建 設資今,T面 するたら 当時の|・モ t

=F・l志会を寄イJ葉

“

の中心に |え  また,r業界に

t.全而的な協力″依

“

した.lit物関係者は産地の

咸信 をか|}て令国各地 を飛び同 ,た とい

'.
昭和 3年 H,I Jし 関東H指 の設備 を誇 る新l rl

場が ・i・・の姿 t市 民の前「■ した.二 ・・型F球場

をよりどころとし( やが て‖可中千「1,予IFま不減

√)伝統 を築 き ||(い く."後 キぐ 地■した市

民の じに希菫の人生ともしたの よ 新
'求

場 を

"
台 にしたタラブチーム |オール桐上J′)夫i,1躍

`
あった.|一 ル ドフ ,レ に よ 激え切れほ まどの

Bい 1,が染み込たでいるのである.

野球場完成の

“

:,私財 をル じて競l・ttFL設の充

'を

図 ,た颯は 昭和 9年  これら 切を市ヽ寄

`す

[ きらなるスボーソr‐F興に情

“ '注

いだ.こ

うしたЛの功績 をたたえ 昭和2S年 5チ1 1口 1橋

のたもと I颯祐T顕 彰碑が電 ●された.除 +式 当

記念事業としてli民マラソンが行′,れた.二

れ力'「堀マラツシJ′珪 祥である.い までは参,]

著が■千人を超十 夫イベ ントに成長 し 「スボ

ーツの父堀祐平Jの 名
～
語 り■ 〈 i“ さおしい隆

盛 をみせ ているといえろだろう.

堀は桐■,籍 1設●当時からの社員である.昭

和 ,年 から]8年まで理事 を務め 昭和31年 1月 5

日 78歳 ●大の世界べ旅立 ,た.

も うJ

o3月

H丼 『

歩 〈会

「春季Ш=夫 会J
「讐―番に咲 く花マ ンサ タの

飯 口 隆 雄

成 瀬 正 男
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文化活動委員会 全体会議 写真部会の近況
文化活動委員会 (委員長金谷善介 渤l委員長藤

工歓雄)の ●体会議が 2月 19日午後 6時 から開

かれ、新年度の各部会の行事予定と予算llt議 さ

れた.な お 1亘例の桐生倶籍
`文

イヒ祭は5月10日

nか ら12曰(R)までと決定.ガ ーデンパーテイー|ま

121の 午後になった.

昨年4月 末、乗鞍高原に撮影旅行に行きました.

イ屯白の栞狡岳を背景に、水芭蕉の群落 山樺llの

新緑、スモモの花 とあまりの美しさに我を忘れ

てシャ,ターを切りました.'尋路 野麦|■と曰中

“

道の奈良丼宿に立ち寄り 名llの子打そばた味

わい 信川のXを 満喫しました.

桐生倶楽音

`文

イヒ祭では写真戻が盛人に行われま

したが、hll生倶楽部以外でも社員の皆さんが人活

躍をして居りますので お知らせします.

第4徊 桐生市文イヒ祭       傲 称略

'桐上市文化協会賞  深秋  武丼正充

h・l生写真連盟賞   秋色  蛭間利雄

第36Π桐生地 X勤労者美術展

群ら県桐生商工労働事務所長賞 新丼友次

平成7年 度桐生織|■3同li今文イヒ■出展

委 員 会 構 成 +,、8年瞳

写真入選  枯 木

写真佳件  ハクサンイテゲ 江原 毅

新井友次

秋 色

早 志

手工芸入選 壁 ltlけ

斉藤守弘

武井工充

須藤正夫

以上の皆さんです.今 年もll年以上の大活躍が

期待きれて居ります。今年から撮影会はお天気や

色々な部合が有るので 小人数でも参加出来る人

だけで随時行 ,́て居ります. 1月 は北軽■沢炎の

祭奥、 2月 は[利 節分祭■F者行列等です.

‖0生倶楽部玄関口L・―の写真は●節ごとに変え

で居ります。社員の力で四ツ切り写真お持ちの方

は事務局までご連絡下さい。飾らせて戴きます.

(写真部会長 森口二郎)

北 軽 井 沢“炎 の 祭 典 "

平成 8年 1月15日

尾沢 り

"1岸

1稔|

栗原 小城 高構 1資,

‖島 (夭)富 永 中里

蛭間(利,福 島 森口

八ホ構 崚本

t‖ (■)米 田

阿部 (t)言 地 (='

日 1池 H片 柳 樋口

言地

`由

)+腸 蓬

笠原 河内 国日

`鷲'岡部 (信,序 オ

`良

)

小林 (康,

仁 々ホ (格|

田村 (忠)出 日

水越 高松 ■,`

金谷 (替|I III工 (敏)

文化活動委員会内趣味の部会
部  会  名 .f会 長 副部会長 担 当 理 ■

美 術 部 会 保   合 須   賀 t藤 {寓)岸 (芳)

懇  誌  会 應丼 (龍, 1」 鹿 木島 赤石

俳 句 部 会

麻 摯 部 合

久保田(裕)

塾  沼

ホ  田

占  野 枷一輌
信)|・ (寿)

●|1岸田 岸

`芳'Ш 碁 .f会 野   円 吉   成 小池 野円

ゴ ル フ 部 会 片   柳 森   田 五十嵐 (健1 関口

将 は 部 会 平野 (平) 野   Ш 飯 山 清)野 田

歩  〈  会 ネ   島 藤 十 (籠, 小池  木島

ピデ 1部 会 全丼 (ネ| ■十嵐 1健) 金谷 善)五 十嵐 (健,

写 奥 部 会 烹   口 武   汁 木村 隆, 塚超{平,

音楽鑑賞部会 小   堀 藤オ (に) 矢

“

山口 (正)ホ 島

21委 員 会 赤   石 塚起 (紀, 1日 工 )
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快喘の東京からLl銀に輝 く富士 を 首都高から

有にたに

"`め

られる絶好の旅行曰和である.バ ス

は順調に横横道路の終点佐原インターで下 り 予

定時問より早めにえ沙門天人口から歩 き出す.同

Πは一面の■浦大IFの畠力洗 き 篠入れの農夫の

妻 も見える.1/Rを下 り 薮格の奥に嗜 くひっそり

とした毘沙門堂 を見送 る. 月なら七福神めぐり

でllltわう所である.や がて磯の香 りが濃 くなって、

岩 と砂の海岸へ飛び山す.海 草類に交ってゴ ミも

打 L'ら れ決 して綺麗とは言えない.お だやかな

海風は 南のやや強い日射 しに心地よく ハイキ

ン′=は 最適の日であろ

'.地

図|=遊歩道 とあ●

たので、コンタリー トで回めた不r・な道 を想像 し

ていたが 岩 を歩 き,く 肖1ったTa度の 白然があ

まり損われていないのがよい.絶 壁の下の毘沙門

洞窟遭跡の古代に人の住 んでいた■蔭遺跡 も覗 く.

岩の道は 小 きな入江深 く廻 り込む.数 軒の=が

あり、僅かな漁■ヽ

“

宇壁に繋がれている。湾の名

は昆沙門湾 部落の名|ま八油というらしい.見 沙

円茶屋 と看板の立つ体憩所 もあるが、ゆっくりお

茶 を・●む時間の余裕はない.再 び岩蕉の海縁 りの

道に入る。歩 きにくい道なので、すぐ列は長 くな

り、後方と距離が空 く.■ |ま り 沖行 く船を眺

めたり 高 く打 Lげ る波 を狙ってカメラを向けた

りと 時間調整 もする.変 イヒ|[富んだ海岸の風景

に|ま、「盗人待J「 お
`,こ

しJな ど変った名もつい

ている.岩 峰の観音山とい う小|"の裾 を廻 り宮
'|

湾に出る.こ こで磯歩 きも終 り.■ 川の家の間を

通 り 坂 を登れば広い道 に廻送のバスが待ってく

れている.

お昼に丁度よい時間、i崎 漁港の街に入 り 食

事の店 を探すが、 さす力洛 l・のまぐろを食べさせ

るキ司岸は皆混んでいる.仕 方なく●人かずつ別

れで食事をする事になった.後 でバスに戻って間

くと それぞれまぐろに満足の様 子であった。

この後、城ヶ島の白秋の詩碑を訪れ、観音崎燈

台の きつい山登 りの往復 をし 走水神社 に弟橘緩

の故事 ″偲び、往路 とF・lじ道 を帰rlも旭ろ.達 休

の一日日のためか 口曜日なのに車は渋滞 して帰

着は遅 くなる.タ ロを湧びて赤 く染まる官士まで

眺められ 好天に恵まれた楽 しい 口であ,た .

藤丼龍人

【歩く会】 2月 例会 月次会報告

三浦三崎の磯歩き 「インターネットを楽しもう」
講師 桐生広域インターネッ ト協議会

黒択  誠、塩崎 泰雄
森島愛―郎、坪 井 良廣

イタターネ′卜は 今やあらゆる場面で目に耳

にしない日はないといわれる.3月 の月次会は26

口18時より 語師に桐生広域インターネソト協議

会の皆さんをお迎えし 大画面のブロブェタター

を会場に設置し 説明をしていただいた.

「インターネソトとは何ぞやJを 実に判りやす

く ■―モアをまじえながら要領よく話をしてい

ただき、初心者にも1内得の行くものであった.

画面には II●生市内のあちこちのl.j介 (こ れ

が世昇中の人に見てもらえる)首 相官邸、海外の

現時点のまちの動き等  々 次々にうつし出きれる.

会場から 「次|まC● を一Jと いう注文t多 く、時

の経つの:,忘れるほとであった.参 会者も70名近

【3月】

い麟 兄. (当番理事 藤ユ 赤石,

き歩

走

水

神

社
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掛井五郎先生より版画の寄贈

It卜■i劇
'tl:IH本

を代たする憫′刻家の―人)

力' 昨夏 4■ 間住んだI・生 [離 ねる =当 り 版画

嗜占木 =バケツの図柄)を ‖J生倶I‐|[寄 賄 さl.

た.画 ま常1キ別館の壁面に瑣

"ら

オlている.画 の=

而 [,下 「ビのよ うに帯かれている.

1古水 =′` ケツ

,タルコフス■― =お ぐ

'1995年夏   桐■にて

ll■ ,ラ ブ会員皆様に感謝を二めて

※ タルコフスキー (峡画監督,の 映画 ・lラスト

シーン 父●lが子共に,日 1古れ本にバケ ノ

ー杯の水を注ぐように命じる.そ の行0を ″ト

十先生は 「いつかまその‖
'■
木が生さ返ろか

■知れない.そ の奇蹟を信じ(努 力十ろ0が

人間の希望Jと 語 ,たことがある.桐 生の|

|よらしい白然環境を● ,て″しいというた生

の願t 0ヽあろう.

安吾引越 し記念 日

懇話会 21委 員会共催

坂口安言はlI・生を●/焉の地とした作家だが 1可

■の書 「文左衛門邸へ日を移したのは44年前のう

るう 1 その日七 「安告引っ越し記念 Jと して

2112'日夜、桐生■楽部で集まりか■たれた.i

催奈奥彰―さん I・l生倶茶部懇話会 21委 員会が

■催した.

安吾は当時桐■儡楽部理事であ ,た南1潤 の縁

で桐生へ引越し 供楽部理

'長

の境りf武大とも,～

い交友があり、倶楽部とよ何彼と関係力ヽ
～
い。

当日は安汗の長男綱男さん け 真家,● 来桐

1■ 8ヶ 月まぐ11生 1住んた間 小F.科医Ⅲ,とし

で面任
`を

みたt日 講江先生と40年ぶりで対而 昔

を語り合った.

営繕委員会報告
美Ⅲ′吉

`会

●,lt・力″得〔 会節内の給画の|夕理

額縁の交換 をした.

人ツ(木Tの 協力をいたださ各部「の!L入  「

アの問開不良r.3所などが沢 あ ,たのを修理1■

|三 本

,lt l

F ,青

山 水

清 下 夫

本 山 硬

山 t`小 本

口 沢 林 池

lT:::月幸漫]Ii報4言χF̃̃¬
発 行 人 塚 越 平 人

編集責
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| ツボノ印‖1株式会社
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建設が進む市民文イ瞼 館の咸容を前にして も

はや産支会館のにおいは消えかけているが、昭和

30年代初頭という資しい時代を背景に官民力注 丸

となって先成にこぎつけた夢の公会堂は これこ

そ市民文イヒの名にオきわしい施設だったことを私

たちは忘れではなるまいと思う.何 かといえば行

収にllりがちな昨今の傾向からみると、それまあ

る意床で奇跡のようなできごとだったが 明治夫

正期の社会事業に特筆すべき功績を残した桐生懇

話会の存在のように 公共施設の充実に力を注ぐ

人々のこころは 戦後もこの地に脈々とうき継が

れていたのだ.そ の中心的役害」を果たしてきたの

が糸高として名を馳せた川相左助である.

初の公選市長前原―治の公会堂建設計画が財政

難で暗礁に茉り上げていた昭和31年、
"村

は市の

●当著を自宅に呼んで二う言った.「 建設資金の

寄付に協力したいと思うのだが、私が寄付するこ

とでやらぎるを得なくをり、市長がかえつで吉し

い立場に追い込まれることはをいだろうかJ。 川

|すの人柄がしのばれる週話である.こ のとき寄付

した金額は1000万円 産文の建設資金にはこのう

ちの半分が回きれ 残りは奨学資金と福祉lι生か

きれることにをったが、‖けすの寄付が弾みとなっ

て――大ブロブェクトは発進 ,ま 見事に実″結ん

だのである.物 事ににタイミングというものがあ

ることを 彼は常に心得ていた.

明治31年 岐阜県郡上八幡生まれ.資 しい家庭

ながら 信仰心厚い両親に育てられたことが そ

の後の彼の人生で貫かれてきた人への思いやりに

生きている.高 等小学狡を一年で中退 し 京都べ

奉公へ出た.苦 労に苦労を重ね 働き計めて つ

いに上人に認められ
"オ

1商店の跡をltぐことにな

るその生きざま|ま一編の小説に値するが、これま

まだプロローグだ.や がて桐生に支店を間設 後

に狐立しで 東= 大阪で糸の大相場を張る.だ

が、そうした軌跡を振り返っても 「すべて運Jと

さりげなく 座若の銘の 「吾唯足知Jを  得た財

の社会還ソこで黙々と実践し続けたのである.

昭利43年に前原―治理事長力池 去し 社員総会

は川村を推したが これを回辞する
"村

の説得が

難航したことを 『桐生倶楽部五十年史J力'つづっ

でいる。桐生市では6人 目の名普市民 同様の篤

行を重ねていた岐阜の郷里では名誉FT民にもなっ

た。1召和63年に死去 葬儀は市民葬となり、会場

の置文には千■百人力惨 夕」した。

川村佐助の吾唯足知

04月
写真部会 (3日 )
営海委員会 (4日 )
理事会 (ll H)

歩く会 (14日)

=倶 楽 部 だ よ リ ー
囲碁部会 (27日)文 化祭協贅回碁人会
歩く会■話人会 (30日)

◎ 5月

麻雀部会 (8日 )文 イヒ祭協贅麻夜大会
ゴルフ部会 l10日)文 化祭協賛ゴルフ大会

「JRに 茉って桜満開の大平山へJ    文化察 (10日―12日)

lT事委員会 l15曰)
21委員会 (16H)

月次会 09日 )「 市政よもやま話)

rlI部会 (20日)文 イヒ祭協賛将I■大会
桐生倶楽部はぐるま旬会 (20 )

ガーデンバーティ (12日)
理事会 (14日)
21委員会 (16日)

講師 桐生市秋山助
`    

歩く会 l19日)
「新緑の小中大滝から奏の河原J

桐生倶楽部はぐるま句会 (27日)
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第22回桐1興社員文化祭

Il・生倶楽部●″1の社員丈イヒ祭が 今年

`,新

線の

5月 10日nか ら12 1口|まで開催 さオ■た,給 画 写

真 lFj器 ,||′色紙などあわ■で約7)卓,蜃 示さ

れた.各 種競″会は これ =えiっ て4月 201の

,棋 大会 をk切 りに実施 12 の●―デレバーテ

イーの席上 入賞者の発表 賞,■の授 与が行われ

た.

今年のガーデンパーテ ィーのア トラケシ●ンよ

ネL員人
"H=さ

んのご子 感大‖

`ヽ

一 きん (ブロの欧

手)の 出漬で 人好評であった.

文化祭協賛行事及催物―覧

文化祭協賛各部大会入賞者

ゴルフ大会 (5/10)

● I券 ∫十ll 京宏   8 也 今谷好之,″

準優勝 古‖ 博茂   9 ■ ■林 l.・■

3 イt 福 ■ 博重   11 ● 今子  =

4 ■  五十嵐健泄    BB 伯内 |=共

5 

“

 III合  な   12 位 関口 =之

6 位 t円  博次  ベス|グロス賛福lI博重

' l‐
 福田 夫雄 ′● ス8o

写真展入賞者(人気投票)
|`t「百武書旦J蛭間不148位 「鯉の =りJttll正人

21̃「朝J  五+嵐 健掟 ,● 「髪飾 りJ II沢 弘

3t「年輪J  森口 i郎 10位 三i論海岸 l後鏃久夫

4■ 「落 J  武丼正充 11'「嶋神 項J 島忠u召

51‐「Il色J  ,[原  教 121‐「送 り人J 露■龍人

61‐「早可の食卓Jヽ木 拮 13位「晩秋J  i「原 満

7t「 掟に析る.lll丼友次

将棋大会 (4/20)

A組 優勝 出 孝二郎

B組 優勝 野日友恰||

参 カロ賞 木オ十 俊一

囲著大会 (4/27)

優 勝 金 .i Tl男

準優勝 吉成 敏郎

1 也 福永 供

麻雀大会 (5/8)

優 1券 蓮  直孝

準優勝 岸  芳正

第 31立 蓮沼 源―

第 4位  吉野雅1ヒ古

第 5●  ‖|¬ 辛―

参

']首

 平野平IЧ郎

″  ■‖  車

 ́ 岡田 光弘

2 1̃ 合ll 俊雄

3 位 野田友治郎

展

示

作

品

展

示

作

品

ガ

ー

デ

ン

パ

ー

テ

ィ

ー

授

贅

式

ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン

第 6位  知  正

第 7位 岩H 俊光

第 8位  遠藤 ″―

第 9イt ttH 和去

市 雀 人会

ゴルフ夫会

■ [号 三

1/ =号室4月 2,日 Jl0 0U―

5月 8H∫刊
``0-

■くナのき

5月 10日 J83]‐

5月 l'日 ]||,0-

5月 10[  :「 12日
珈1000-|‖ 3:00

5月 10日 ‐5H12日
,Jl 1゙00-Ⅲ 5:,0

5口 10]5' 2R
珈l,ln`――円 5 :00

5月 l,日 -5月 121

畑 11つt― 四 5t,

5月12日 則 401-

4月20日Ⅲ =01-

4月 26日 剛 iO,―

於 広 憤

κ ■ 問
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〔歩 く会〕 4月 例会

花の太平山と

蔵の街の人形山車

曽 我  悟

歩く.‐の4月

`J会

は 桜満開の大平山から蔵の

tT"本 へ.予 想より少い 行8人  7峙 12分J lt

電卓で桐生を出発 和やか =話が弾こ中 40分 で

葡荀lm広がる大千 ド駅に着く.春 爛浸の野道を歩

〈二とl「分 深: 静ヽかなllに入ると大+山 への登

りの小
`だ

.ひ ,そ りと咲くすみれ生賞でたり

新芽のあまりの美しきに難しい逆光の芸 l諄 真に

夕
`戦

十ろ人|,.

―Iか く1頁には、戦国の十上杉謙信が関東平野

を[望 したという謙信平に■いた.雲 海が広がる

ときは lll下に点在■る丘やllが浮_〕コ 島ヽのよう

「:映ると二ろから 「陸の松島Jと いわれるそう

だが 今日は, つない青空だ.慈 党人
'1創

建の

人平山神社にn●l生の繁栄をお祈りした後 山の反

,1伸1栃木方両を眺望する見崎台の茶屋で小休上

名物の太平たんこを仲よく分サ合 ,て食べる.二

二から麓まで連なる14並本ま∫度満開 山の西側

の静けさとま対照的に人出も最高、桜見物の革の

おt滞か延々と
`売

く
`

栃木の街に入り 例幣■街道治い岡日:ビ念館近

くの 「あぶ伝_で 口薬の中食を1味わう,| 池ヽ百」理

事長のご本=と いうことで ご主人が工場から母

|■まで親切にご案内下き,た.広 いfII地に逍なろ

占い■蔵内で栞成きれでいる大きなホ囀 、庭史

つ重み=感 じさせるゆかしい茶室や多くの文イヒ財

を拝見して 名残りを1占しみつつ辞した.

中心街を歩いて昨年建設されたばかりの近代的

な山車会hE‐を訪れる.江 ■ 明治時F のヽ職人達の

技う澪 婁きオ■た人形山■6台 た 組み立てたまま

格納保存すると■に うち3台 を常設展示してい

る.山 卓力辮 り出す 「とちぎflまつりJは 5年 に

度しかm催 されないので ′ャシボスタリーン

[光と音の演出でまつりを再現し そ二|[見事な

周夕′Jと金糸銀糸の

"1繍

をほどこした本物のT電 な

人形口J■を浮び上らせて まつりの興奮を常時楽

し■るように十る趣向のようだ.今 戻示きれてい

勲四等瑞宝章
(財務行政事務功労)

横

山

郷

土

館

春 の 叙 勲

曽我 悟さん

平成 8年 春の叙勲の■章者が 4月 29口IJで発

表になり 当F楽 部の関係では曽我I:社員が栄誉

「:輝いた.

曽我 さん まI17和26年に大蔵省入省 財務行政そ

の他 =貞 献、本省理財局資今育理訳長 を最後 に退

i 昭和57年 桐生中央信金理事長に 二金庫合

‖後は新生lJ信の副理事長として体帯1強イヒにつと

め、咋年 4月  きりし7総合
`1究

所長に・t任.

るのは最も古い 「静伺前Jと
「神武天阜J 挑太

郎Jで  4ヶ Hご と =入れ古えられる.今 年 よ11

H15日から3日間 5年 十りのまつりが開催され

るので 賑わいそうた.

巴波‖IF ψヽ 蔵の●″故策 斬緑・l椰の 「 喘

人を栞せて走る人力車など眺め

`が
ら帰違 [つき

再びJR電 車で|・l■,議着午後 3峙.本 当 =楽しい

最高の―日
`し

た.
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【4月】

丘陵地開発には

地域の理解必要

構 師 桐生市 秋 山 衛 助役

4月 の月次会は19曰0開 催 私山衛桐生市助役

に 「市政よもやま話Jと 題して、桐生市の現状や

課題などについて話をじていただいた。

いま話題になっている丘陵地開発については 「

開発の可能性のある場所が5カ所ほどあるが 現

在はこの可能性についで突っ込んで研究をしてい

こうというところ. ‐力所―力所、地域のみなき

んと話をして理解が得られればやるし、得られな

ければやらないというスタンスですJと 述べた.

また、今年度からスタートした行政改革につい

ては、 「できれば市民サービスの低下をきたきな

い配慮をしながら出張所も廃止していこうと思っ

ていますJと のこと.

8年 度予算編成時に一率10%カ ットした各種団

休への稀助金については、 「補nl金をカットでき

をい団休もあるが 力のある人が集まっだ場合、

そこに補助金が欲しいというのはおかじい.み な

きんに冬られたが 新じい行政需要にこたえてい

かなくてはならないという面もある」と、理解を

もとめた.

来年オープン予定の市民文化会館についても

「党成したら一軒一軒に呼びかけて 来てもらう

ようにしてい力'なければならないと思うJ と。市

民を招待してのお披露目の考えがあることも発表。

このほか、地方分権 市財政、広域圏行政などに

ついての考え方など率直に述べていただいた。

日野 貞夫 さん

名誉社員に

5月14日の理事会で 社員日野貞夫さん力
'名

誉

社員に推薦きれた。日野貞夫きんは、いニツ棗電

機製作所代表取締役会長、群馬県経膏者協会会長

県生産性本部会長、その他財界関係の要職は数知

れない。特に桐生商工会議所会頭を長くつとめら

れ Il・l生の経済界の名葵ともにリーダーである.

明治41年生れの88才だが、かくしゃくとして衰え

を見せない.

桐生倶楽部定款第13条に 「名誉社員は学識名

望あるもの若しくは本倶楽部の為特に尽力せられ

たるものより、理事会に於てこれを推薦すJと あ

る.

名誉社員には現在、前理事長平野元吉さんがお

られるので 曰野きんで名誉社員が2人 になる.

なお、日野貞夫きんは昭和26年2月 の入社なので

当倶栞部の社員歴も45年の長きにわたる.

を量富:[雪::曇
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うF原■ 郎 =下 t太 口|とtも ■「桐生之工業J

を発+1.ま た コの命Ⅲ,■ てョーi ■′ヽ■ァ:

「の相研 j祝禁 =t赴 く=と  ■■■T台 よ広〈

そ′,「|ヒを求■る声 J教育界にとと=ら =か った,

明治40年 両毛

“

満 ボ式会社がlt■されう上F・

I寺=専務イヽ■社員に=き れ 教l.i退 | こヽ

^■
界

■人 ,た.ま t,をく社長 [就任十うと ショ [

,卜 なとの

"「

しい整縦
～
01■ t 業子の■大 :助

泄をあデる,崚 峙中・・統詢|イヽ済 1彙成の打讐七|,

たたかキヽ ヽち■,LI地 ]:杵|′Fの報Illつ,興 に|ギ

い
` 1召

fΠ31年 3月 28日 81歳 r亡 〈な ,た.東

京の

"院
●■hIIを迎えた仙大郎 ユ 粒● 、́′)■い

Ⅲつのらせ ( 「郷上のll占コか lt!`か ●Jと

いうTF世の■をよんで| るヽ.

その11日後 束ス方の■ォ米古宅で 「令ill大

頂|をltぶ笙いJが tさ れた.当 曰●出+著 キ li

F=― 郎 i正 長千 木,■   森山,T ii■

一治 吉 :,7111門 、長沢

“

t t木
`吉

 A日

11  八木品T 中菅■椰太月
` 

牧島要 の12人

であり `界 をヽ 表十るそうそうたる̈ 加れであ

,たと| うヽ., の4月 8口 1争違+f■ ‖J式か

行われた.■ の=う' 足,こ″■らした.

「

子竹太郎と桐生織物

桐生に電話がlII通したつ ま叫l治41年のことrち

う.こ れは一●に■宗rF 言上文/_衛円らが展|‖

した架設運動の成■だが スター ト1寺のウ]大七 ま

81人で その番号 を,て いくと1番 が森宗作 2

苦■兄言大■ 3番 人沢福太Ⅲ

` 4許

書 L,7r衛

F]5番 郵使局 (紆‖,辻 , とな ,`い 〔 6番

に金i“大郎 F苦 に前原ι―IFが名1連ねてい

ろ.

いずれも十地●)資lr= ぁろぃ =l・生■楽‐1御

設「:うかわ|の深い有力=た ちだが ■かで1,全

子竹人郎 とirttι 坪 について = 次代●)桐生 ″

● う吉 き指■畜とし
` 

当:+の森庁作らが人きな

期待を専せ (い た人物だ ,た.

桐■倶楽部の

'代

理 十長 をつとあた今テ■人 |́

ま 副1台7年 611 ‖J■新
","「

Hの 口=企 子古

右衛IJの長男としで上まれた.文 十障士の黒1真

1己まrJ太郎の旭父にあたう.

東京上業|と校当¨から

`′

と[て矢「らオ, .ll里

に■った2,年に ま 設iさ れたはかりのll・■織物

学●′,ご可訓導 =迎えらオ■た.そ ●)在1鼓|■12年|・l

だ●. 事貰 「の校長とし(続 部

“

t生
"析

導イイ,成

に子l苑i■ る ,た■と●知 らオていう. さら :は

=倶 楽 部 だ よ リ ー

06月

理r会 |:oH,

21委員会 111日
'|」次会 (1, |ロ ビーコン■一ト

歩く会 (23目)・t片 1,と水●rの古tl弩並「原

桐土,+Jは 〈るまIJ会

`26日

,

07月

歩く合世■人会 (5 ,

理事会 18H)

21委員合 l15 ,

月次会 1261'・最tFlカナダ見lfl摯|

計
`1矢

」rtt ll赳平人社員

歩く会 128日,梅 両IIIけゴ′,尾瀬ゥ原ハイク.

‖J■■■lFよぐ
^ま

句会 12,日
'
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月次会報告 【6月】 中村兼吉さん県表彰

桐生倶楽部 にピアノが

入り、第 1回桐生倶楽部

回ビーコンサートが開かれる。

このたび 社員須永lH77tさん (音楽鑑貫部会)

のご好意により 須永さん愛月のピアノが1可■倶

楽音

`に

寄贈 されました。 ビアノは前々からlll楽吉F

として是非欲 しいものと思っでおりましたので、

夫変有難いことで した.早 遠ロビーに設置いたし

ました。

ついては 6月 の月次会は音楽鑑難

`会

の設薔

で ピアノのご技露を兼ねた記念演絵 と致 しま

した.

6月 l,iJ II午後 61●から ロビーに多数の社員

家族力藻 まり、演奏に先立 ,て 塚越理事長より

須厠 亘雄 さんに感謝状 を贈星.

コン■― 卜は ピアノの須永由イこ子 きん、フル

ー トの向H寧 子 きん、テ /― ルの小室主吾 さんの

3人 .と もに桐生広I・t圏 を■,いに 1広 く音薬活動

を続けている方々で→.

フルー トの独奏はノブローのメロデーなど3曲

ビアノ まシJ/'ン のヮルッなど3曲  休憩をはさ

んでテノールはイタリー民謡の数  々 その間に共

演 もあリバラエティー豊かな楽 しい湾奏会で した.

休憩時間には、ベラングでワインの接= 食事

は一号室で ミスティのサンドイ ソチ.

間会に当 り 当番理事から今後 この演奏会 を

ロビーコンサー トと名付け 四季に1回 苑|ま開催

するようにしたいと話があり 会場 から贅同の1自

社員中村兼吉さんは きる5月 3日 に群鳴県l・

合表彰を受賞しました。中村さんは群鳴県職l・「防

犯協力会連合会長とし(の ごll」績が評価さ´た|,

の.社 員 J・l心からお祝い中し上げます.

ピ
ア
ノ
の

須
永
由
紀
子
さ
ん

フ
ル
ー
ト
の

向
田
寧
子
さ
ん

手が湧 きました. (当番理事 本島 岸)

休憩時間は
ベランダでワイン

テノールの小室圭吾さん

3人 捕って共演

理事長より須永さんに感謝状の贈呈
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【歩く会】 6月 例会
帰りまET道356 354'|とIL方道″うまく選ん

で力]須ICから高速に来り 子定通り8峙 に無事●

米部に

"′

Fした.′輌=に もHま れ t実 した楽し

い旅千した.世 話賀の告さた育難うJぎ い|し た.

(倉‖俊‖,

【歩く会】 5月 例会

新緑の寝釈迦から賽の河原ヘ

歩 く会 5月 ll会 =文 Fヒ禁脇賛イiJ:の つとして

51119日IH't尾 け也聟裟
'い

|■山 の,釈 迦 と■

のi可原 までのハイキン′を実IL tた.参 力1者21名.

花菖蒲と水郷の古い街並み佐原

6月 =い えばあや|, そのあやらの ●水椰へ.

,=満 席の参力1者31名 L栞 ■たマイクロバス|■

よだIIlけきら=い 5時 31分

'―

・「‐|～出発 約40分

で佐野叢 司インターで高速道 に栞ろ.万 緑の円束

平野が■ しい.川 「]JCIか ら首都高速‖口線|=入

る.朝 需の中″ゆ ,た りと流れる荒| を右手に兄

な●ら東京湾岸に達 し i●片線 から東関東自動卓

道べ と進 Ⅲ (途中近過、デ ィス=― ランド分
'崚

F時 18分 成口IC71寺 55分).高速道の終■潮来iC

に81キ30分 [着 き そのまま水・llのЦ時を栞 しみ

ながら まず「原水■植物園へ.梅 雨の最中で ま

あ
`,た

が 咋に薄陽 もきすt好 の 和に恵まれ

350種類  50万 本といわ1■るイと菖市 あやめの咲

き乱れろ水辺 を た ,ぶ り嗜岡をかけて栞んだ.

日内に ま水椰 らしい水卓に|‖まねた池があり ■

コのllや 客を栞せ音|,●く

'く

サ ′バ

'が

風情

1添 えでt たヽ.売 店で本場つ花菖蒲の1朱を買 ,た

人て,いた.

そこを出て31分程で 倉1祀力榊 ■天i18年 とい

′,れる占取||=へ .祭 1車ま経

'+■

人神で 核門

本殷|まソこ禄峙r  ヽ 将軍綱吉の造営 「よるもので

共に国重文.仰 ′1沐

“

)杉 ま樹齢 00つ年といわれる

夫本で 社段 I・回」■■林もす ∫らしい.参 iを

すまι そ二からまど延い人 l・

"は

境内にあるt

原山車会館に首いたのが11[キ30分.そ ろそろ■時

`:,あ

,たの千 そこで If解 散 し 各白白由に

館内を兄た後 lI原 つ古t 褥ヽ■L″f訪  昼

'を

と

って2叶 に皇合ということになつた.佐 原 [=山

車力`21基 あるが 会館に|まそのうち′)2■ と古い

オ1叫 う,工示 されていた.祭 の Jデ オt見 られ、桐

■の鉾口■台 :, 二のよう :屁示 さねると良いな

と思■,た.行 並探.●の避中で ■著はか7・てから

叫にきいていた1■iヒ忠・lr「ビ念館 を|ルれた."は エ

■峙代に詳細な日本すし図 を作成 tて いる.薇 のlr

つたlL図 と■代の地図の比較図があ ,たが その

:書口さと精I,■  ただただ鮨嗅.i[今 半島先端 と

静岡県御前崎の間の誤´が わずか16・、とのこと.

これ ま換算 tで みると100mで 47刊nにホH当する.最

後に+の 街並や農束を再■ した県立房給の

`ら
を

見学 し 4時 に帰途 「:ついた.

迦釈寝

原,可

水生植物園入口にて

園内の池を行くサッパ舟
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◇新入社員紹介◇
(敬fr略,

 

 

埼群軌道新線建設計画
21委 員会  6月 例会

講節 曽 我 悟 氏

1きりしん給合研究所 所■)

`月

10 ,月
' 6時

半から 1号 宝で21=員

会の何会をFIlいた.計 耐 )営I 陪ヽ氏 ま 1首 都に

古:t近 い経済日実II.の方途を探るJと 題し
` 

‖J

■タイ′・ス紙 Lに連載
'続

けておらllろ.そ つ方

法とtて 喘 ■軌道
"i掠

J計 ¨を 綿密な調査を

経て 実■剌|ヒ4`,の として掟唱される.二

“

|オ

桐上の1辛来像に大き〈関係することであり 当

●)参会者 15名 は熱,しにきき人り、贅問も多く実

Jl′,る冽会とな ,た. (委 員長 ホ石

'

人  ● 清

純  " 水

綱

ユ

裸

豪

絆

は

ぐ

る

ま

●

会

　

ム

剰

■
精

に
桟
敷

に
届
く
頭

の
花
　
　
　
　
　
　
命
　
林

■
■

や
わ
か
青
脊

の
藤
村

，

　
　
　
　
　
　
小
　
池

山
藤

や
し
，

か

に
昏

る

る
〓

の
形

一
い
ろ
一　

本

　
日

城

め
ぐ
る
草
簡

の
芦

道
ず

ａ

に

高
空

Ｌ
光

る
古

あ
り
雪
帳

●

川
〓

つ
ら
わ

て
あ
わ

し
藤

の
花

草
笛

に
苛

り
逝
宿
順
幼

き
日

山
藤

の
ひ

´
そ

り
と
咲

く
地
蔵
生

“

壼

裸

祟

事

“

ぐ

る

よ

●

会

　

‘
い
Л

呼

気

吸

気

万

縁

の
中

碓

か

‘

ろ

　

　

　

小

　

池

肯

春

を

書

価

Ｌ
残

し

徹

の
本

　

　

　

　

′

保

Ш

“

在

す

万

粽

の
社

幣

白

く

　

　

　

　

　

本

　

Ш

久
保
出

足
　
沢

，
縁
や
大
地
二
民
す
´
の
冽

逮
く
で
も
近
く
て
も
よ
し
時
鳥

＋
嗚
く
を
合
図
に
喜
る
る
植
Ш
か
な

徴
臭
き
部
屋
の
■
が
■
い
た
，

万
縁

や
観
光
●
草

の
女
客

社同法人 il■ 倶楽音

`会

報 第つ4号

]9'6年 (+成 8年

'  8月 ``行発 行 八 塚 越 +人

編渠責任著 小  池  ス  雄

「1   昴J ツボ/1「昴1株式会社

大  替 清  ●.
森

槻 林 水 沢
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しゃれた北欧風の洋館 とし(夫正 8年 に完茂 し

た桐生倶楽部の会館だが "い 始めてからしJら

〈つ間 ま 利用者は靴 をぬいで 建 171に人
`,て

い

たという.食 事 :,洋食 調■品も洋ljlにまとIIて

いたが [本 人の生活l.T式からみて 十足 を禁 じ

たの よ仕方のないことだ.現 在でも 初めてこ二

を訪れる人 よ またして土足であがっていぃもの

かどうかと 一躍戸惑 うはずであろ.

斎藤長T理 事長時イヽ (人正15年,月 ―昭和2F年

10月)を 前後期の iつに分けると 前期の理亨長

の両lloとなったのが 常務理事の夫‖要二と青木

専治である.当 時斎藤は三十イヽ 大||と青木|まさ

らに若か●,た.関 束大震■の折、朝鮮人の虐級事

件があった,こ の惨暮,の報に心痛めた二人が 「わ

l■らまその罪 を謝罪すべ きであるJと 上張 し =

金を設|ナ 会員に呼びかけたとぃう.迅 速で情栞

的な′テ勁がいまに伝 えられている.

「桐■の文化 をす1導する ,ヽのは桐生倶楽部であ

るJと いう気概 にあふれ 一切●l新しい試みは■

栞吉「からという意欲に

“

えた.御 夫奥記念行事 と

して [桐生郷土史Jを 出版 したほか 桐生高等工

業学校 にや ,で くるアジアの留学生を■業前夜に

倶鶏

`|:Ilい

て晩餐会を″ったの|, 斎藤理事長

時

`ヽ

の絆微 ある回際視善である.そ のときの理事

を尋わる松
`ヽ

J lヽj施 須坂の旅J

理事会 (11 )

会報委員会 (lF日,

桐生卜茶部はぐるま|り会 (27曰)

青木専治の国際感覚

=倶 楽 部

08月

21委員会 (7い

理事会 112日,

l・lt■栞部はぐるま
`J会

(281])

長のあいきつよ「私たちt同色のア′ア人だ.,お

|ヨされでから|, |1本を忘れ1珈司生を忘れず夫い

に共|:テをEっ で■ ,てぃきたぃJと いうもの
`あ■,たという.

こうした斎藤興r・長の国際感党を蔭で支えでい

たのが 市ボだ
`,た

.,十姑にはそれにお、さわしい

'い

方があろ.靴 をぬいであがろテはないと豊ilJ

に指摘したのは 被が外遊から帰
`,て

きたばかり

の=ろ ●ある.「 lr力餃 察でi吉われた豊富な矢1識

が|〒1性を高め その当時の桐生|■おいてインテリ

の擦本のような人だ ,たっとぃう青木評が残って

| るヽ.

織都1可生の近代に ■形を″つ丼同t.■のマニ

フアクテャーがある.キ リスト業・l陣受から `llt
贅社Jと 市名きれたこの会社 ま ギリシア正教・T

信奉者であった青木保蔵ら一族六人がII治】3●に

L久方村に設立した.社 胚わずか12年
`解

散した

が 社長の伴蔵はll二重生,`を・l“t これを長

男の●一郎 iうきllいだ.し かt言―郎が宇世 t

たため、その後を推ぐ形で地元織物業昇|ユ 与し

たのが

"の
専治であう.`よ 終生敬虔なキリスト

教従だった.11■

“

鳳今教会のlt高幹部であり ■

業=と して両毛整繊の重役もf.めた.

ゴよ り =

◎ 9月

月次会 (8日,歩 〈会IE当「北信濃のlF党と美術
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月次会報告 【9月】 向田 進さん県表彰

北信濃の味党と

美術をたずねる

松代 ・小布施 ・須坂の旅

9月 ′,「歩 く会J ま、月次会を●当するという

ことで 北信濃・r支 ィヒ探訪 な言画 夫二!バスを用

意 tて いたが 参

"「

者

'数

30名と も ,た いない

F少 く お蔭純 席 ま薬 々●)旅ではあ ,た.

5時 「0分 予定より10分.`K今 員揃 ,たので出

発  「信越道 を利用 し 途中、横力 SAと 千山

"レ
ス トハウスの 2ヶ l千で小凛 松代に着いたの

ま31分程早か ,た.松 代 でま、バスを,卓 したす

ぐ前の真H宝 物館よりIT観 真H家 十代の中冑

武具や討度品 書画 古文書

`ど

やや足,や に兄

る、次 3裏手の真回別番

`へ

、長夕ヽの二のような建

物は珍 らしいとのこと 「,いJの字 を型 とった池を

巡る廻遊式庭日|ま 京都・・公郷・
r庭 図を模 したと

のこと 薄が祀 を出 し十っかり秋である.点 日邸

の白壁の塀 に,否
`,で

隣の文武学校ヘイiく.柔 剣道

弓術の武道 を始め蘭■

`ど

の学l.lにt,力を人れ

た教市施設の充実|=、薔土の善政 を晃 ることが出

来る.ま だ峙間が少 しあるので象山神社 まで足を

■ドす.:口い道のそニニこに占い町の面影を城 し

でいた.

昼食|ま小41施で白南 =と ることにな●ているの

` 
須坂のljを通過 して小布施へ.任 は相変 らず

込み合・
,て|・り l時 間半と■,であ●,た峙問ち

仕たきれた昼食
`お

i産 を買 うのもltしか ,た.

最路 H的 の須坂へ号返 し日中本家H14館 へ,周

同を土蔵に取日まれたH中 家|よ 「百年余前から

問Fと して この地方の晟物 煙草 前などの産

物 を取扱い財 を成 して今曰「三■,ていろ.現 在 「

漆器民.が 開催 されており 厖大な量だけでな〈

螺全口や諄給 を施 した美術, ちヽあり この他の阿磁

暑や民具 詢度品に至るまで 貴童な民俗資||が

並び '[戸 中期 よりの上級の庶民rI喜しを知るこ

とが出来る.庭 や 日住七 も立派であった.

1寺間も少 しあり 天気 :,良いので 蔵の街 を故

策する.笠

"会

館 須収 クラシック美

“

′館の着物

やカラスなど丹念 [兄る余裕はなかったが 街お

二しに蔵 を利用 して文化施設にするなど整備が進

み大いに参考|■する価値があろ.

お天気に恵まれ すべて予定の見学地 を1口詞li

廻 り 暗 くなった7時 40分桐■■栞部に無事帰着.

藤 丼 龍 人

社員向田進 さん|ま ■る5月 3日  税務功労 「;

より■ヽ県総合表杉を受賞 されまtた .F]田 さ

“1社関東信越籠理士会す 5県 支部迪合会冨J会長 を驚

めるなど ガ(年flt理 :としt巾 広 くご活llきれ

そのゴ功績が高 く評価 きれたものです.

社員―同′しからお祝 い申し上||ます,

柿 葉貴,著 の手落ちで 二の記事が前号から■

れた二とお詫び中 し●デます■

北信濃探訪

〔コース及時間〕
桐■■■=F5",′――高崎IC 64ぼ ―――積‖SA

715′-7=0-千 由|レ ストハウス 845'‐

8 

“

′――――一橋代 ' =,′ ‐|1 00 -――′りヽ市施1] 

“

´

1805′――― 須城1335′― i05-― ―千血|レ ス |

ハウス1550‐ ll“メーーー 小諸IC ,1;―

描‖S A 17 40′-1800`-1可 生●楽部194げ

館物宝田真

館物博家中田

館□
玄笠 鉾
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月次会報告 【7月】 【歩く会l 7月 例会

最新カナダ見聞記
高山植物の宝庫

尾瀬ヶ原ハイキンタγ
講師 矢 野  昭 氏

講師 塚 越 平 人 氏
カナグの空気1ま澄んでいた。杢は来っ青。夜

にをると

'が

手の届くようを位置に燿いでいるん

です。降るような星とはこのような感じなんでし

よう。一 。

26日午後 6時 から二階ホールで開かれた7月 月

次会は、矢野さんからカナダ旅行のIF拿″押聴し

ました。

連 |の猛暑つづきで息考回路も狂いがちとあっ

で、当月のテーマは難しいお話は遺慮して肩の擬

らをい例会に ということで冷えた飲みものでノ

ドを湾しながら標題識 となった茨第です。

郁市づくり きびしい自然環境保議、福祉 文

化から消贅税まで各般に渉り ふつうの観光旅行

では体験できない、ひと味違った切リロでカナダ

の断面を紹介していただきました。

後半は、矢野さんと同道された 写`凛ア、塚越

平人理事長撮影の写真 (全紙パネル)10枚 が、臨

場感を盛りあげ、座力渕 ごtlにつれて 「珍道中秘

話」も扱露きれるなど、久しぷりに愉快な例会と

なりました。

蓼会50名。

7月fll会は尾瀬ヶ原。今までに第33回 106回は

尾瀬沼。45回と147回は尾瀬ヶ原と行なはれました

が、尾瀬ヶ原はいづれも10月でrLの季節ではあり

ません。

今回は 「二′コウキスタ前開の尾瀬ヶ原ハイキ

ングJを 計画しました。午前 5時桐生倶楽部集合。

参カロ者9名 、白察用車 2台 に分乗出発.戸 蒼普

7時  今年より鳩待峠まで栞合タクシーが′ヾス料

金 (1人 7∞円)で 楽れます.待たずに9人 乗ワゴ

ン車に乗り換え鳩待●Iへ 身ll度をして 涼しい

ブナやミズナラの原生休を下ると山の鼻ビ,タ ー

センターに着く.81130分 には尾瀬ヶ原に歩き出

しまじた。早llをので人影も疎ら 夫変女やかで

高山植物の籠宗や撮影に最適でした.

今年は残雪が多く=の 訪れ力燿 れていたのに

息に暑きが来たので0月 と7月 の花カニ 斉に咲き

乱れ美しいお花畑が出現しました。

ワタスグの自.ニ ッコウキスゲの黄。ヒオウギ

アヤメの来、が混ぎり合っで咲きrtれ、新緑と紺

碧の空 撻岳、至仏山の口々とが素晴らじい光景

を作り出しています。足′こには●T憐 なヒメシヤク

ナゲ、タテヤマリンドウ ツルコケモモ、 トキソ

ウ アサヒラン、モウセンゴケ キンコウカ ク

ロバナグロウ、 ミツガシワ、ヒツブグサ 等が見

られます.尾 薇保護財司の山の鼻ビジターセンタ

ーが開設され 尾櫃の自然や動植物の属示や説明

が行われています。隣りに′派な水洗 トイレも出

来ました。

今回は充分を時F5と大候に恵まれ 尾瀬ヶ原と

高山植物を存分に湾喫する,が 出来て愉じい1日

でした。予定通り4時30分場桐.  (森 口記)師講野矢

吉原さんからも話を聞く ※写真裏面に続く
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尾 瀬 の 写 真

21委 員会
市民文化会館について

矢村教育長に聞く

平成 9年 5月 オープンを目指して、市民文化会

館の建設が進められている.21委 員会の7月例会

は15日、市民文化会館館長の矢村晋―教育長をお

招きして 開館後の運営や将来像について話″し

ていただいた。

本年 2月 には市民文化会館の管理運営に関する

基本構想を市教委が作成.こ の中
‐・E肯 は事業団

があたることとし、議会も承認、その事業団 (正

式には財回法人桐生市市民文化事業団)は 7月 に

設立された.理 事長同野茂市長、副理事長矢村教

育長他役員13名で発足。桐生市の芸術文化の振興

と市民の文化活動の奨励 援助を行つで行く.

今年度 (平成 9年 6月末まで)は 事業団として

の主催事業を31・予定しているほか、市民文イヒ会

館だよりの発行、会館オープン後の事業.t画の子

定をllっていく。
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〒376桐 生市仲町2-9-36 社団法人 桐生倶楽部 TEL 45-2755

森宗4が 「桐生に染色に関する高等教育機関の

設置Jを 神山閂治知事に陳晴したのは明治41年の

ことである。それから8年 後の大正5年 、現在の

群馬大学工学部の前身 桐生高等染色学校が開樅

した.実 現までの道程は決して平坦ではなかった

が、わずかな期問でこうした思いを形にしてしま

うパワーの源が、桐生懇話会関孫者の情熱にあっ

たことはいまさら言うまでもないことだろう.

この言1画を国が取りIげ た段階で 異論を唱え

たのは現場の教育者たちである。「国内に繊維関

係の専円学校は数校設置されている.い まは新設

よりも既設の学校の整備拡充こそ急務だJ。その

先筆となったのが、米沢高工の校長大竹多気と名

古屋高工染色71長の西田博大郎の2人 だった.そ

うした気=あ る教育者を、この学taにかけてみた

いという気持ちにさせてしまった時点で すでに

工学.|の後の発展は約東きれていたことだったの

かもじれない。開校時 大竹は樅長として 西□

は教授として新天地に赴任してくるのである.そ

の巡りあわせについて画口は 「並々ならぬ運命に

誘われつつJと 、こう回想している.

やがて 志なかばで病に倒れた大■の遺志を継

ぎ 東京帝大の誘いも断って 西口は校長に赴任

する.以 降、終戦の年に退官するまで 体当たり

の教育で学生を感化 陛に 「画回塾Jと まで言わ

れた独特の校風を築きヒげ 個性的な教授肛をま

とめあげ 多くの人材を送り出した.

西田は束京に生まれ 父親の転任で杉り住んだ

松江では ラフカディオ ハーンに夫語のネ陶を

受けている.東 京帝大を卒業し 豊言な海外経験

をへて、染tを 学間的に紅織した功薇は特筆され

ていい.さ らに画田は、中央にも地元にもたいヘ

ん広い人lFNをもち、その影響は 桐生の支イヒの底

上げに大きく寄与じたとも言えるだろう。

桐生倶薬部が発足して、大正8年 12月に会館が

完成すると、会の活動は一■と活発になった.聖

年5月 第 l回の学芸会が開かれると、西口は議

師として倶楽部に招かれている.地 元との交流を

喜び ll前 この欄で 斎藤長平理事長時rtに倶楽

部が高等工業の留学生を招いて晩贅会を開いた話

に触れたが この嗅餐会の開催が遅れると、西□

のほうから督イ足がきたそうである.

自分の思いを生のままぶつげてはばからない豪

放さ それでいて縦細な人価が慕われた.数 々の

エピソードが残るこの名物校長は いつしかこの

地に骨を埋める覚儒を口めた.1召和28年l月26口

死去 75歳 の
`L涯

だった.

西田博太郎の影響カ

=倶 楽 部 だ よ り =

◎10月                    ◎1,月

将I■部会 (]2日)                 行事委員会 (8日 )

歩 く会 (13口)昧 城荒山登山J           歩 く会 (10日)「どうだんつつ しのr■栞に彩 ら

理事会 (l`日)                          れた小俣石尊J日

月次会 (25日)「フォルテピアノリサイタル1     理事会 (11日)

出漬 日村聡子            歩 く会世話人会 (22日)

囲碁部会 (26日)秋 季囲碁大会           月次_・(25日)|ヨ ーロッパ ファッションタウ

桐生倶楽部はぐるま句会 (ぉ日)                 ン視察談J講 IT木 鳥理事他

歩 く会世話人会 (3]日)              臨時社員総会 (26日)

桐生倶茶部はぐるま旬会 (26口)
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月次会報告 【10月l 藍綬褒章の栄に輝く

～フオルテピアノで甦る
19世紀音楽的瞬間～

田村聡子 フォルテピアノリサイタル

10月の月次会は、大変珍しいフォルテピアノの

リサイタルを企画した。フオルテピアノはチェン

バロから■代のピアノヘの過渡期の楽器とされ

ハイドン、モーツァルト ベートーヴェン等の音

楽家は皆、このフォルテピアノで4山 していたそ

うである.

演奏者の日村聡子さんは 一昨年ウイーンでフォ

ルテピアノに出会い その温もりのある響きと様

細な.・ そしてダイナミックな表現力に魅了され

てしまったという。

そして 今回はこの架器と同時代 ウイーンに

生きた作山家フランツ シューベルトの作品を中

心に演奏をきれた。

田村I.・子さんは、相愛大学音楽学部ピアノ専攻

卒業 同大学ピアノ研究生終了.1988年国際ロー

タリー財団奨学生としてオーストリアザルッブル

グに留学。1992年国立モーツァルテウム音楽院コ

ンサートコースピアノ専攻大学過程終了。1993年

第10回国捺芸術連盟新人オーディション合格 新

人推薦コンサートに出演.1994年 3月 第 1回 目の

フォルテピアノリサイタルを開いた.

桐生l●楽部では楽器凛 階に運べずロビーで演

奏したが フォルテピアノのやわらかなデつケー

トな音を聴くには絶好の場。まことに楽しい秋の

―夜を持つことができた。

(参会者 50名  当番理事 藤江 t藤 )

なお桐生倶楽部のリサイタルのあと、田●聡子

さんは10月29口東京のルーテル市ケ谷センターで

フォルテピアノリサイタルを開いている.

洟奏の前に解説をするご主人口村稔さ́ は
テナーとして活躍しているt桐生,“内の出身

矢野 昭さん
平成8年 秋の贅車の受賞者がn月 3日 付で、総

理府から発今された。社員の中からは矢野昭さん

が酒類業振興功績により霊綬褒章の栄に輝やいた.

矢野さんは現在も県卸洒販組合理事長 全日卸酒

販組合監事として活躍している。

蛭間利雄 さんが文部大臣表彰

遠藤勝久 さんが法務大臣表彰

社員姪P・l利雄さんは 体育功労者として10月4

日文部大臣表彰を受けた。蛭問さんは桐i市 のみ

ならず県の水泳競技の振興発展に大きな貢献をさ

れている。

社員遠藤勝久さんは lo月 11日第14回群馬県更

生保技大会で、長年にわたり保護司として更笙保

護の■事に従事し 大きな貢献をされたというこ

とで法務大巨表彰を受けた。

県功労者表彰に佐藤富二さん、星野幸―さん

平成 8年度群馬県功労オが、10月28日県民の日

に発表された。社員の中から佐藤富三さん、星野

■一さんのお 2人 が受賞された.

商工功労の佐藤さんは、長年県繊維連合会の理

事、副会長 会長を務め、本県織推産業の振興発

展に多大の貢献をされている。

私立学枝教育功労の星野幸―さんは 樹徳高等

学校長であり 県私立中学高等学校協会会長、日

本私立中学高等学校連合会常任理事などの要職に

あり、県私学振興に多大の貢献をされている。

以上のようにこのIINは社員の中から 5名 の方

が各種の賞を受けられた。社貝―同′■から祝意を

表する次第です。

」

フォルテピアノを演奏する
田村聡子さん
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「登録文化財」第1号

文イ働 保護審議会 (会長西
"杏

大郎前東京国立

文化財研究所長)は 、n tt 15日、文化財登録掏1度

の適用第―号として、東大安日講堂 京都南座な

どとともに桐生倶楽部会館を小杉隆文相に替中し

た。 (全国でl19件)

文イヒ財登録市1度は今年6月 に成立した改正文化

財保護法で作られ 11月 から施工された.従 来の

重要文化財 (桐生では明治館 彦部屋敷)な どの

指定制度より緩やかな保護制度で、巾広い種額の

建造物の保護がIT能になる。年代も近へが中いで

ある。

桐生倶楽部会館は大正 8年 l1919年)に建てられ

た木造 2階 建寄棟造瓦ぶきの建物で、建築面積は

48462平 方米。清水厳氏の設言|。赤瓦の屋根 上

げ下げ窓。小さな切妻をのせた4本 の煙突のほか

列T■の玄関ボーチ 上部を半円形の橘間とした出

入り口など、スパニッシュコロニアル形式であり、

同形式の建物としては全国で最古のものという

繊物で栄えたモグンな桐生を代表する建物である.

社団法人桐生l_a楽部の母体は明治33年 l1900年)

に結成された桐=懇 話会で 大正 7年 に英国風社

交クラブとして改組され、翌大正 8年 に会館が作

られたわけである。

会館の設.l者清水巌氏の 「会館建築の思い出J

という一文があるので紹介したい.(桐 生倶楽部

五十年史より抜粋)

大正 5年 の春先の或る日、長友野間情治氏 (講

談社)か ら電話があった.早 速同社へ行くと 野

間氏は私の手をとらんばかりに応接間に案内し次

のような話をした。

私の故郷は桐=で ある。父粗は会津だが 自分

は桐生で育ち山間の小学校で教鞭もとつた。故に

桐生に愛着を持ち恩も感じている。ところで光口

桐生の金子竹太郎氏 (桐=倶 楽部初代理事長)が

訪れ、「実は今度、市に桐生倶楽部会館建設の計

画があり、その設.lを地元業者に依頼していたの

だが、どうもこれはというrFなものが出来ない.

いつそ東京の設計者に菫んだなら、近代的な設.t

が生まれるものではないか という意見になつた。

ついては貴下に誰か心当りはないだろうかJと い

うのだ.

そこで自分は 「それならQ青 水巌を推薦したい。

彼は清水組の技師で若いが技術は確かである|と

述べておいた。どうか清水君 ひき受けて欲しい。

私は突然の話で驚きもし また厚意に対し恐綸

したが、野F・3氏の信頼に答えるべく懸命に案を練

り二週間後完成した設計図を携えて桐生に全子氏

を訪ねる.(以 下

`略

)

桐生倶楽部会館建設には野l・3清治氏も大きな役

割を果されたわけである。また清水巌氏はそのこ

ろ日米共同住七設.lコンクールに応募、一等に入

選され―厖有名な若手設計者となった。

◆ 臨時社 員総会 0
桐生倶楽部会IFの屋根瓦が傷み、落下の危険が

生じた為繁急に一部改修の必要に迫られ 下記の

写真のように10月から安達建設に依頼して工事を

進めております.当 初は屋根瓦だけの予定でした

が、折角足場をl■んだことでもあり、大変汚れて

きた建物外部の菫装も手をつけることになりまし

た。また別に駐車場の―部整備費も含め 今回の

修絡費は600万円となり、その費用調達のため平

成 8年度当初予算の変更が必要となったので 臨

時社員総会を開催した次第です.

屋根及駐車場修理   ¥3934600

外 部 菫 装 修 理  ¥1957000

計¥5891600

寄附金
1場亀″曼棚   Y2,000000

当初予算の修措費  ¥1300000

80周年事業準備金   Yl,500000

(會薔9者]隻讐
周年事業の一つとして)

当初予算の次期縦越金  ¥1,091600

¥589],600

以上の原案は出席者全員の賛成が得 られ、当初予

算変更の議案は可決 されました。

社員総数326名、出席18名 委任状166名。
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【歩く会】 10月例会

紅葉の赤城荒 山ハ イキ ング

10H13日 (日)、心配された昨夜来の雨もあ力'り

晴天にめぐまれ参加者0名 午前 7時 、2台 の車に

分乗し、赤域森林公園駐単場に8時到着。直ちに

身支度を整え出発 きれいに整備された登山道で

すが最初から段々のある急登なので、ウォーミン

グアッブ不足の身体には意外にこたえる。

しかし高度を増す毎に樹々の色も赤、朱、黄、

緑と妻晴らしいi■fに 疲れも忘れさせてくれます。

前方を兄上げれば秋の空はあくまでも青く澄み渡

,全 山錦をまとった荒山が笙え立ち また振り返

れば西上′,|の山  々 秩父連「|の山脈が雲海の上に、

まるで旱絵の様なバノラマ画面を兄ている様です.

約 l時 間で荒山高原に到着です。一休みの後

「問東ふれあいのみちJを 小沼 軽丼沢峠方面ヘ

訂かな気持ちよい雑木林の中を約30分で荒口山頂

へ 360度 のすばらしい景色を堪能し休憩のあと、

登りとは別の下山道を荒山高原十字路へ.青 い空、

白いススキ 真赤な紅葉の快適なコースです。 |

宇路で小休止のあと約40分で鍋割山の広い山頂へ、

笹の上にFl陣を紅み栞しいE食 時問を過す。12時

40分下山開始 下りは足どりも幡く路端に咲く可

棒●紫色の花々、リンドウ、松虫草、アザミ等々

にも阜を向ける余裕も出て すばらしい紅茉を十

二分に満喫出来た一日を送る事ができました.

駐車場illtt14時10分、桐生着15時10分.

尚 このコースは桐生からも近く紅葉は勿論

新緑 ツツジの季節もまた素嗜らしいおすす0の

コースかと思います。歩く会では毎回この様なす

ばらしい所を選んで 無理のない誰でも参加でき

る計画を立てておりますので 多数のご参加をお

(後藤 記)

囲碁部会の恒例行事、

(土)午前10時から倶架部

のような成績であつた。

優 勝  福永 疑―

準優勝  倉林 悛雄

l 位  岡回 光弘

2 位  吉成 敏郎

3 位  野口友治真F
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秋 季 囲 大 会
碁大会は10月26日

で開催され 下記

●■ちしております.
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◆ 年 頭 の 挨 拶 ◆

元気を出して頑張りましょう/
理事長 塚 越 平 人

明けましておめでとうございます.

今年のお正月は天候に恵まれ、良い日力満 きましたが、

景気の方は未だしの感じで、政府が緩慢ながらいい方向

に

"lい

ていると言つても実感が沸いてこない。一部の人

企業では円安のせいで輸出が伸びているようですが、中

小企業には米だまわってこないようです。

我国では大部分を|liめる中小企業が潤ってこないと景気が回復してきたという実

感がありません.規 制緩和、構造改草、小さな政府等々口ばかりでなく、本腰を入

れて実行してもらいたいものです.株 価の低落も日本国の政府並びに国民がどうい

う方向を取るかを懸念している面が感じられます.ア メリカは二期目に入つたクリ

ントン人統領が来世紀への架け橋になろうと国民に呼びかけ、国民もその自覚に立っ

て頑張ろうとしています. ドイツも束独という重荷を背負いながらも一生懸命頑張っ

ています。

我が日本も東南アジアの指導者としての実力を持つているのですから、今こそ奮

起―番,「身の努力を払う時だろうと思います。それには各人が元気を出して苦難を

乗り越える気概を持たなくてはならないと思います。

さあ皆さん、元気を出して頑llりましょう。

第 97号 (1)

=倶 楽 部

O,2月

クリスマス会 tF口 |

ナ く会 (8H)「 名■の紅葉 とL史 を尋ねる古

著「鎌倉ハイキング|

理亨会

']0日

,

桐■倶楽古「はぐるま句会 (20日)

写真部会 126H)

だ よ り =

平成0年

◎ 1月

新年互lll会1l H)

理事会 (14日)

監交会 (20日,

桐生倶楽部|まぐるま句会 (27日)

臨時理事会 (30日)

t時 社員総会 (30日

'



② 第 97号 桐 生 倶 楽 部 会 報

定時社員絡会
+成 Ⅲ 定時社員総会は 1月 30口6時か M̈

催.出 席者、

出席   30名

委任状  155名

塚越理事長が議長となリト記の議案を審議し

第 l=か ら第4号 までは満場 よで原案通り・l決.

●5号謙案の役員改選は選考委員5名 1委員長佐

藤富三氏)に より協議した結某 全夜員 (理事18

名 監事2名)力i■選 (任期2年)さ れた.

第 1号議案 平成8年度事業概況報告 関口理事

第2号議案 平成8年度決算諸表報告 関口理事

第3号 議案 会計監査報告

*新 年互礼会 *
平成 0年 社団法人桐生倶楽部新午互札会は4日

12時30分から開謳.

塚越理事長r拶 のあと 机定によl lH楽訂;よりの

祝意を表するものとして 卜記の社員に銀杯を贈呈.

曽■ F氏 (勲四等喘i章 |

矢野 昭氏 嘔 技褒章,

蛭問利雄氏 1文吉

`大

巨去彰,

遠藤嘘人氏 (法務大巨姜彰)

また恒例の社員t表 として下記の,1氏が新年のl‐

拶をされた.

(1)口 野 茂氏 (桐生市長

'12)笹 川 尭氏 (米議院議貝)

{3'増 山件次郎氏 (桐生商■会議所会頭|

{41五 藤英―郎氏 (全回商T会 連合会長)

そのあと 吉野監事の乾杯でなごやかな記宴にう

つった.(,1席 70名 ,

北川監事

第4=議 案 平| 9ヽ'度

'業

.t画及1文支子算書

問口IT事

第5=議 宋 役員政選

再選 された役員名簿
理事 1lS名|

塚越 平人 小池 久雄 IF山  清治

関口 全之 矢野  昭 藤コ 放雄

金谷 普介 消水 信次 野円t冶 郎

■:十嵐健雄 佐藤 宮三 岸田 英■

木鳥  清 岸  ナ,「 木村 に大

森  ″作  口 正夫 赤石 信安

監事 (2名 ,

吉野  良F 北

"  

洋

平成 9年 収支予算
1又 入 の .r・ 支  JI の  .|

lI   目  金  薇 ■ 日

ll l.ボ 及ヽ手当

12 特退共済金

彗
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Ｌ
　
　
　
　
Ｌ

主

3:4 21

1.;  F 12,102.0!Li

小  .t 12 102

2 月次会々費
3 会館使月,

4 設備使用オ|

5 i計 使用

'6,入 利 ●

, 入 会 金

8雑 1ス 入

9寄 ● 金

]0 借 入 金

前 期 梓 越 金

135 00

2 350 00

110 00

12 00

7 0n

270 00

150 00

1 う]021

計 1' 046 21 =| 04` 21

縦看☆:距よi
3000×  '× (

新 入 社 員 紹 介



桐 生 倶 楽 部 会 報 第 97号 ③

【歩く会】 12月例会 4 さヽいお客さんの多い
小春日和鎌倉・裏大仏尾根ハキング 桐生倶楽部クリスマス祭

12月8日 (日)定亥」5分遅れの6:05総 ●・42名で

桐生倶楽部を出発 束北自動車道 首都高を経て

一路鎌倉へI詢いました.倶 楽部で鎌倉を訪ねるの

は六年ぶりのこと 前回はJヒ東部の天園ハイキン

グコースを歩きまじたが今回は街の画側宴太仏の

尾根づたいを歩きます。快晴の青空を背景に富士

を眺めながら9:30に は最初の訪問地日谷の洞窟

(T̃泉寺)に 到着、鶴岡二十五坊の修禅道場であつ

た場所です.銘 々ローソクを手に上下三層全長 1

kmに及ぶ洞窟巡りを楽しみました。ハイキングの

起点は北鎌倉 浮智寺、五山四位の寺格を■つ名

刹、名残りの,美が美しい境内でした。民家がち

らほら■在する尾根を進むと雑木林の木々の間に

遊ぶリスの姿を見つけました.日 野悛甚ゆかりの

葛原ケ岡神社を過ぎるとt●手に陽光にキラキラ輝

く相模湾を望み、高徳院 (大lA)へ至る約2時間

のハイキングでした。大仏では童心にかえっての

記念写真.そ の後はフリータイム、白比ヶ工通り

や小町通りでの昼食やショッピン′ 鶴ヶ丘八幡

富参詣など、中には/Tの電に茉って稲村ケ崎や極

泉寺セ足を延ばした人も居まじた。若富大路では

思いも力■ナず頼朝祭武者行列に出合い眼を架しま

せてくれました.

定亥1の4:00に 人幡宮裏駐車場を|1発 送■ラ

イトア′プされたベイブリッブ つかきIF レイ

ンボーブリ′ジを経て子定通り7:30に 桐生倶楽

部へ帰着、穏やかな小春日和の休日でした.

(村田 記)

桐生倶楽部のクリスマス祭は、いつも子供さん

に大変人気があります.今 年も小さいお客さんが

多数参加、家族ぐるみのなごやかなクリスマス祭

でした.森 委員長さんはしめ行事委貝の皆さんに

大変お世話になりました.

余興は金谷佐江子さんのソブラノ ピアノ伴奏

は西村みさをきん.

サンタクロースは五 「嵐理事さん 司会は行事

委員の同部さん 皆さん大変ご苦労さまでした.

院徳

(出席 51名 )

熙 爾 驚 ・

―

‐ 1-翅

田谷の洞瘤 (宝泉寺)
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「歩く会」平成9年度事業計画
平成9年 度 |ナく会Jは  日頃激職に迫われる

皆様の月に一度心身共にリフレッシュできるよう

な′―人でも多く参力,出来るような′体力、脚力

年令を充分考慮に入I■て世話人 ―同 多角|,に検

討.t画致じました。白然の素晴らしさ その土地

の文化 史跡 博物競 美術館も豊富にとり入れ

い`い日曜口だつたなあ…一、と 心に残る例会

をい掛けました。査つてご参加下さい.

理事 歩く会世話人代表 木島 清

月  日 先行

3月 9日

第2日 曜日

早春の秩父路 宝登山梅林 と長瀞ハ

イキング

4月 13日

第2日曜 日

5月 18日

第 3日 曜 H

6月 8日 沐城覚満淵から長七郎山を4、沼ヘ

0歩 く会の通常の例会の案内|ま 全社員には出し

ておりません。案内の欲しい社員の方だけに|し

ています.し かし=希 望があれば社員ならどなた

にもご案内を差し上げます.事 務局へお申込み下

さい。なお 歩く会の″1会が月次会を兼ねる場合

{9月 例会)は  全社員に案内が出ます.

05月   7月   9月   10月  12月
`ま

 バスをlJ用

致します。バス千

`用

ハイキングの場合に限り ■

込まれてから一週間前までのキヤンセルは無ll.

|“発日の6日 前以降のキヤンしルは申込金を納入

していただくことになります.
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7月 27H

第 4口 曜ロ

9月 7回

第 l日曜 日

10月12曰

第 2日 曜 曰

l]月9日

第2日 曜 日

12月14日

第 2日 曜 日

彬雨り1けの夏  百t績 乱の美ケ原

高原歩きと美 lI館

歩 く会が月次会を担当します,従
`,

て全社員に案内が出ます.

越後の風物をバスで探訪

仲秋の栃木県北 うF珂
"畔

探訪

(昼食は,`珂川の棄場で鮎

'理

)

晩秋のll神山 桐■人の口L年 に一

度|ま登 りましょう.

師走の東京 ゆ`りかもめ、に茉つ

て・1来都市べ.

1桜の花 とカタクリの花の早朝ハ イキ

ング 帷 動公曰 笠懸鹿ノ‖沼)

須資川のボタンと三志の詩画家 (渡

辺俊明氏アトリエ)を 訪ねて

第2口 曜ロ レンゲつつじ グミの花が見事
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第 98号 (1)

-3月 月次会 一

山田かまち美術館長にきく
3月 月次会は]7曰夜、山田かまち水彩デッサン

業術館 (高崎市)の 館長 広瀬毅FF.さん(55)を

招いて 「かまち現象にみる若者の心象風景Jと 題

して講演をいただいた。高崎には同美術館を訪れ

るために全国からたくさんの若者がやつて来る。

「若者に魅力あるまちづくりJと してフアッシヨ

ンタウンを日指している桐生にとつて 「今後のま

ちづくりJの 参考になるのでは と蒸頼した。当

日は社貝 ―般参加者ら約25人が聴講。会場には

10点ほどのかまちlt品を並べていただいた.

以下は講演の要旨.

かまちは昭和52年夏 17歳 (高崎高校 l年)と

いう短かい生涯を閉じた.平 成元年、丼上房―||

丼上工業会長が、彼の残した水彩画やデッサン

に感動.「県収蔵品にしたい.県 職員に見せるた

めに会場をJと 作品展の開催を私の画廊に持ち込

んだ。当初は乗る気はなかったが 丼上氏が当画

廊を借りる形で開いた。

作品には瑞々しさや色合いの新鮮さを感じたが、

何よりもかまちの作品を見る若者の反応に驚いた。

lt品展が新開で紹介されたこともあるが 高校生

の問でロコミで話題が広がり、今まで当画廊に来

たことのないような若者たちが連日押し寄せた.

「コレって一休何なんだろうJと 思った.

が、県は 「1又蔵に適さないJと 冷たく却下。丼

上氏も力iっくり。私は 「これはど若者が感動する

には何かあるJと 思い、「私が展示したいJと 両

親にお願いし、作品を譲り受けた。当初はブレハ

ブ美術館か、画廊の―部を使つて と考えた力i私

の周囲のだれもが反対した。「無名の少年の作品

では人は来ないJと .私 は脱サラしてこの道に入っ

て15年ほど経ったころ。いくらかの自信もついた

し 自分の目を信じたい と思い切つて美術館建

設を決め、平成4年 2月 に開設した.

初年度は4万 人が訪れ 今も年4 5万 人。若

者はかまちの生き方に共鳴しているよう。だから

作品だけでなく、彼の諸やIt 望遠鏡 ステレオ

なども展示している。「人が一番興味を持つのは

人Jと 言われるが まさにそれだ。今の若者は、

やりたいことがみつからない 進む方向が分から

ない、相談相手もいない.来 館者は 「かまちJに

それを求めているようだ。

公立美術館の運営は赤字で当たり前という風潮

があるが、それは間違い.当 美術館は私と妻と受

付の女性の3人 だけで連営し 補勁金は一切もらっ

ていない力i黒宇経営だ.も ちろん、儲けようとは

考えていない。また まちおこしのための美術館

として建てたつもりでもなかつた。
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―写真部会一

去る2月 8日 ヽ9日 1'自2日 の冬の撮影会を催

した。今回の参加者は5名 と少なかったが、天候

にも息まれて楽しく また 闊撻多い撮影会であっ

た.

撮影目的は北軽丼沢の炎のまつりと朝焼けの浅

間山をテーマとして 曰|1地|.軽丼沢に向か,た 。

8日午後 1時半に桐生を発つて前橋 倉淵オ寸を経

て二度上峠から日的地|し軽井沢に着いた.立 春を

過ぎた日差しは暖かく、浅間の姿は幾分霞んで写

真にはならなかったが、明曰の撮影意欲をはやく

も誘ってくれる。道路の雪も少なく、四駆のグリッ

プも快適で 早々に今宵の宿山楽荘に着いた.4ヽ

休止後、炎のまつりの会場となる浅間園に向かつ

た。今年は例年と会場が変わり 北軽丼沢から鬼

押出しに隣接する浅間園に会場が移つた.会 場に

着くと、すでに和太鼓演奏力■まじまり、松明炎の

会場は一面に松明が備えられ、その周りを百人を

優に超すカメラマンカ'三蘭
の間を立てて■火を待っ

ていた.す でに三脚の間は立銭の余地もなく 祭

りの人気と写真ブームに圧倒される。やがて日は

落ち 辺りの自樺林が雪明かりにうっすらと姿を

映しだじたころ 雪の糾面の上部から人力,灯され、

3千 本の松明が雪面を照らし 幻想的な炎の祭り

がクライマックスとなった。斜面上部から蛇行す

る形で・・は広がり、下部は大きく円形に火が灯さ

れ、全体で渦まく火の工を形4っ て映しだされ

カメラマンは各々シャッターをきり、子供づれや

若いカッブルはrTされた松明の輪に入つてまぼろ

しの炎につつまれた。茉さは標高千米の雪のなか

さすがに寒い.カ メラを梓つ手は痛くなり 足裏

も冷えての撮影で、頭の回転もにぶり、ただ、カ

メラのオート機能を頼みにシヤツターを切った.

やがて、火の王の中央に位置する大きな焚火に火

がつけられ祭りは終盤のバイライトとなつた.

7時 15分会場を後にし 宿に着いたのは8時 を

回つてしまった.翌 朝は5時 に出発、峰の茶屋か

ら鬼の押出し寄りの駐車場で朝焼けの浅間を待つ

た。さす力'未明の山麓は寒い.素 手でのカメラ準

備ではたちまち手が痛くなる。多分、気温はマイ

冬の撮影会

狙いは朝焼けの浅間

ナス10度ちかいのであろう.東 の単由山方面が赤

くなってきた。ただ、雲が東の空にかかって ま

ともに浅間口に口がさしてこない.北 に鎮座する

本白根はホく染まってきたが 肝心の浅間は染ま

らずに終わつてしまった。それでも次第に日がさ

して雪と砂礫の美が美しい。萱中でシャッターを

切つた。それぞれ散らばっていたメンバーも満足

そうにもどってきた。帰りがけ背後のi表問山が斜

光に映え お、たたびシャッターを切った.時 P・lの

器過もはやく 宿に帰つて遅い朝食を授ったが

さす力ヽ こ空腹を感じ3杯 のお変わりをした人もい

たほどである。

帰りはハイロン湖と浅間同に立ち寄り 2時 30

分帰桐した.モ チーフの条件といい、宿の接過と

いい、満足いく楽しい撮影会であつた.

(江原 満 記)

―
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【歩く会】 3月例会

早春の秩父路を歩く

理事長 塚 越 平 人

当日(3月 9日)は日本晴、無風の春曰和。

午前 7時 出発とのことで、家内を急がせながら

15分前に倶楽部へ到着したが 参加者の殆ど全員

がロビーに集合していた。当Ill思つていたより多

努の参加者で、総勢23名。木島委員長挨拶ののち

藤丼さんから往路復路の回面を渡され説明があつ

た.

完刻 7台 の車に分茉。(車と案組員は後記)大

原を経由して銅街道を南下。違中 世良口東照宮

の前で―度点検のため 停車。更に直進して寄居

町を経てa父 路へ………。長滞へ入つてコンビニ

で イヽレ休憩したが、日曜日と早朝出発のため、

道が空いていて思いの外早く、約 l時 間40分で長

瀞に到着。宝登山の駐車場に車を止め、山頂の奥

の院を日指した。

山頂に行く道の他にロープウエイカ'あり、数名

はロープウェイを利用した。それは約260米の標

高差でI15分 で到着。定員61名。人数がまとまる

と臨時も山る。ケーブルの終点は 一段と平らに

なり、見晴らし台の後方 山側に極沐があり、三

千本 六百種類の梅 (紅梅 自梅 しだれ等)が

今を盛りと咲き誇る。その香りが全山に満ち、勝

れた眺菫と共に闘きしに勝るものであつた。一同

歓喜の声と共に梅沐の中を散策をした。穫林の初

めの小径を利用して野点が行われており 参拝客

(観光客?)を もてなして居り、我々もその41間

に入れてもらってお茶を頂戴したが、甚だ美味で

あった。

約 1時 間、梅の香りを薬しんだ後 再びロープ

ウェイで長瀞まで降り それより昼食 石畳の上

で弁当を食する者 そばやに入る者と自由行動は

実に楽しく、しばし時を忘れて楽しむ。

昼食後 帰路についたが、途中、野上下郷万塔

姿 は 状石碑)高 さ53 、中12m 厚さ015m

の日本一大きな石碑を藤井さんの先諄で梓見。

続いて寄居町少林寺の50峨 漠を見学し、山路

に沿つた石の地蔵さんとその数の多さに驚嘆しな

がら下山し その後駐車場にて自白解散。再び往

路を復路として、午後3時 40分、帰桐。楽しい

楽しい、歩く会を完成した。

後 記

1号車

2号 車

3号 車

4号 車

5号 車

6号 車

7号 車

木島夫妻、金谷夫妻

中里夫妻

森口さん、肥後さん、海野夫人、

大塚さん (海野さん娘)

彗口、塚越夫妥、斎藤夫人

青木夫妻、上休さん、今西さん

村口夫妻

藤井さん、森山夫人 矢島さん
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文化活動委員会全体会議
ガーデンパーティーは5月10日(土)
文化活動委貝会 (委員長金谷善介 副委員長藤

江敏雄)は 、2月 28日 6時 から全体会議を開催、

各々の部会に対して予算の配分がされ、各々の部

会の代表から新年度の事業予定の発表があつた.

また恒例の文イヒ祭の日程も協議の結果 5月 8

日(木)9日 (金)10日 (上)と決定、従つて社員

が家族ともども参力1していただく楽しみのガーデ

ンパーティーは10(土)の午後となる。

文化活動委員会の中の部会は下記の通り12部会

があるので、社員の方はできるだけ多く部会に入っ

て活動していただくことを各部会長が期待をして

いる。社員ならどの部会にでも入ることができる。

文化活動委員会内趣味の部会 =倶 楽部だより =

◎ 2月

写真部会 (8日 )

歩 く会 (9日 )「整備新たな人二子 丘陵、茶白山J

理事会 (17日)

桐生倶栞部は ぐるま句会 (24日)

歩 く会世話人会 (2,日)

文イ晰 動委員会 (23日)

00月

写真都会 (4日 )

懇話会 (7日 )1安 吾忌J

歩 く会 (9日 )「早憲の秋父路宝登 ●梅林 と少

林寺五百羅漢J

理事会 (10日)

月次会 (17曰)「山口かまち水彩デ ッサン美FtJ結J

日若部会 (22日)春 季囲春大会

桐生倶楽部は ぐるま句会 (27口)

部 会 名 部 会 長 副部会長 世 当 理 事

美 術 部 会 保   倉 須   賀 佐藤(富,岸 (芳)

懇 話 会 藤 丼(鼈) 山   電 木島赤石

徘 旬 部 会 久保田(裕, 本   口 清水(有,森 (寿)

麻 雀 都 会 蓬 養   ロ 藤lI(敏,岸田岸(芳)

囲 碁 部 会 野   田 古   成 小池 野田

ゴルフ都会 森   田 石   関 五十嵐(健)関 口

将 棋 部 会 平 野{平) 野   田 飯山(清)野 田

歩  く 会 木   鳥 藤 丼(龍) イヽ池 本島

ビデオ部会 金 丼(利) 五十風(健) 全谷(姜,五十嵐lEl

写 真 部 会 森   回 武   井 木村(瞳)涙 越(平,

音楽饉賞都会 |  ヽ  堀 藤 丼(籠, 矢野 山口(正)木 島

21委 員 会 赤   石 塚 越(紺 山口(正)

」
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「桐生倶楽部という気の利いた社交場ができた

そうだ。見に″こう」。夏の帰省で久しぶりの市

内散策を楽しんでいた学生3人  だれが言い出す

ともなく、そんな話がまとまった。みな、完成間

もない洋風建物の流洒な姿にすつかり魅了されて

しまったと その―人、岩下オー郎が r桐生倶楽

部懐古Jに つづっている。やがて この建物が50

歳を迎えるにあたって、さらなる飛躍を期待され

てひとりの理事長が倶楽部に誕生した。前原―治

である。彼もまた、あのときの学生であつた。

細長い顔はすこぶる温和で、ひょろりとした風

貌に人品を漂わせていた前原は、桐生の名円の出

である。早稲II大学を卒業したのち、父前原悠―

郎を継いで実業界に入り、戦後、初の公選市長と

なった.4期 16年の任期はまさに波乱続きだつた

が、度重なる台風の被害、また資乏財政にもめげ

ず、つねに将来を見すえた政策を掲げて市政のカ

ジをとったことは、いまだ多くの市民のこころに

強烈な印象として残つている.

ひぎを交えて語らい、意見を聞き、いぎ動き出

せばだれにも止めることができない強引さ、その

市長像を語る言葉はさまぎまだが 共通するのは

だれもが親しみを込めていることだ.と りわけ教

育、文イヒ面で異彩を放った.新 川球場の復1日、産

業文化会館の建設、=活 改書委員会の整備、また

外遊で見聞を広め、花いつばい運動や老人福祉セ

ンターの建設など、当時としてはきわめて先進的

な政策にも力をそそいできた。しかも 丼戸塀と

いう言茉に象徴される清廉な政治家であり 「桐

=に 前原市長あり」と、その名声はひろく鳴り響

いていた。おそらくこの人なしには 載後桐生の

めざましい夜興はあり得なかつただろう.

桐生倶楽部にあっては、昭和29年から理事をつ

とめてきた前原だが、市長を退いてのち、41年の

改選で理事長となった。新理事長を迎えた総会は

r気 づき 新しぃ時代に対応するためのいくつか

の特徴的な運営方針を打ち出している。

なかでも 「婦人社員の入会賛成J「 文化活動を

活発にして、県や市から認誠されるようにしてほ

しいJな どは 前原時代の柱であり 今後の発展

に大きな期待力'寄せられた。しかし 43年 の l月

15日、前原理事長は急近した.桐 生倶楽部50周年

に向けて大きな抱負を抱きながら まだこころぎ

し半ばだつた。68歳.

志なか ばにて

=倶 楽 部 だ よ り =

◎4月                      写真部会 (24日)

行事委員会 (8日 )                ゴルフ部会 (25口)文 イヒ祭協贅ゴルフ大会

理事会 (11日)                                   於桐生CC

囲碁部会 (12曰)文 化祭協贅囲岩大会        桐生倶楽部はぐるま句会 (25日)

歩く会 (13日)「 相生運動公園から岡登遊歩道J   ◎5月

将棋部会 (19日)文 イ瞭 協贅将棋大会        理事会 (6日 )

歩く会世話人会 (21日)              文化祭 (8日 ヽ10日)

月次回 (23日)「 私の考えるファッションタウンJ    ガーデンパーティー (10日)

講師 山口理事他    歩く会 「晩春のみちのくlL丹と民俗の旅J

麻雀部会 (24日)文 化祭協贅麻雀大会        桐=倶 楽部はぐるま旬会 (29日)

於くすのき
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第23回 桐倶社員文化祭 各競技会の入賞者

桐生倶楽部恒例の社員文イヒ祭が、新緑の美しい

5月 8日 から10日までの3口 間、盛大に開催され

た。展示4品 は写真 絵画 円芸 01句 短 JI色紙

など多数。特に写真部門は多士済済で、同じ時期

に開催された桐生市文化祭写真展の市長賞は 昨

年に続いて今年も桐倶写真部会員 (本年は武丼正

充さん)が 受賞したほどである.

10日の4時 からガーデンパーテイーの席上、各

種競技の入賞者の発表、賞品″与が行われた。ア

トラクシヨンは新進の大城杏花さんのピアノ独奏。

ショパンやリス トの山を楽しく聴かせてくれた。

文化祭協賛行事及催物一覧

各部門の出品者
(写真)塚 越平人 森口二郎 五十嵐健雄

須藤工夫 後藤久夫 茂木 浩 lT原  毅

江原 満 蛭l・a利雄 藤井龍人 金丼利雄

新丼友次 武丼正充

(絵画)金 谷善介 保倉―郎 極老沼オ!八
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桐 生 倶 楽 部 会 報 第 99号 ③

月次会報告 【4月】

シンポジウム

持論を展開、運動の成否はいつにかかって市民が

どのように理解し、連動するかの意識改革の如何

にこそある、と結びました.

会場からも熱心な意見 質F・lが飛び出すなど綺

2時 間、終始熟のこもった月次会となりました.

『私の考える
フアッションタウン』 岸 芳正社員が

県総合表彰を受賞

平成9年 度群馬県総合表彰が 5月 14日前橋市県

民会館で行われました。桐生倶榮部関係者では岸

芳正社員 (医療法人岸会岸病院長 65歳 )力1長年

にわたっての保健功労が受賞対象となりました。

おめでとうごぎいます。

建物は使って残す
文化財登録制度講演会

熟考4年 。桐生市工会議所を中心に構想が練ら

れてきたファッションタウン桐生推造協議会がい

よいよ正式にスタートします。魅力ある桐生をつ

くるための産、官、学、民総参カロでの息の長い壮

大なプロジェクトです。

4月 月次会は同運動への理解と周知を目的にシ

ンボジウム 「私の考えるファッションタウンJを

開きました。パネリストの3氏 は いずれも準備

段階から計画の中核としてかかわつてこられた方

たちです。

木島  清氏 ファッションタウン桐生推進

協情部長

桐生RC会 長

佐藤 富三氏 桐生商工会議所副会頭 桐生

織物協同純合理事長

山口 正夫氏 フアツシヨンタウン桐生推造

Ill議会連営委員長 トヨタプ

ログクツ社長

シンボジウムは2部構成で第1部は 「フアツショ

ンタウンなんでもQ&AJ。 スライドを使っての

綱 説明と質跡 答のあと討諭に入りました。テー

マに沿って各パネラーが 「F Tの 意義J「 方向

づけ」 「桐生の潜在的な魅力J等 々、こもごもに

3月 29日 l時半から、織物会館 日館二階の講堂

において文イ睛 登録制度 「これからの文イヒ財の保

存と活用のあり方Jと いう演憲で文イヒ庁文イヒ財保

護部建造物課、後藤治文化財調査官による講演会

が開催された。主催は桐生市教育委員会で 桐生

倶楽部と織物会館が共催。助言者として元文化庁

建七物課長で長岡造形大学の官沢智士教授。

桐生では昨年12月に綱生倶楽部会館力澄 録文イヒ

財第―号に指定され 本年2月 には織物会館 日館

が登録文化財の対象として文化財保護審譲会から

答申をされている。

後藤調査官は 「文イヒ財は宝物というイメージが

強いが ただ保存するだけでは駄目。建造物は現

役施設として活月し、市民に親しんでもらいなが

ら、残していくことが大事。使うことによって保

存する仕組みを市民ぐるみで確立していこうJと

話していた.
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【歩く会】 4月 例会

相生運動公園から

岡登遊歩道

【歩く会】 5月 例会

晩春のみちのく
牡丹と民俗の旅

5月

"会

はマイクロバスでみちのくへ。先ず須

賀卿lの生外園、ついで三春の屋史民族資料館、土

人形館を見て、船,1町の画家滅辺俊明氏のアトリ

エに寄らせていただく。帰途は=春 (高柴)デ コ

屋敷を見るという充実した一日でありた。
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第 100号  (1)

会報100号発行に寄せて
社団法人桐生倶楽部

理事長 塚 越 平 人

桐生倶楽部会報が100号を迎えることになりま

した。これまで長い間、数々の国難を克服して

会報の発行を続けて下さつた 歴代の会報委員会

の方々に感謝を申し上げ深甚なる敬意を表する次

第です。

会報第 1号 ll召和40年12月1日発行)に 、長沢

義雄理事長、前原勝樹副理事長の巻頭言が萩って

おります。

長沢理事長の言を要訳しますと。 「今まで長い

間、会報の発行を′い掛けたが仲々実現に至らず、

残念に思つていた。ここに第 l号 を発行すること

が出来 誠に喜ばしく息っている。開館以来50年

になり、修理にも金がかかるようになったが 200

名の社員と力を合わせて頑張りたいJ

更に前原副理事長は、「倶楽部へお出かけ下さ

いJと いう呼びかけをされ、限 楽部は宴会場で

はない。職場や家庭からの自抜きの場所であると

同時に、この立派な会館に出来るだけ来館して

広く社交的な教養を高めるよう期待する。それに

は、場在も続いている有意義な月次会を適宣企画

をして、出来るだけ沢山の社員に楽しみな力'ら出

席してもらうよう 理事は心掛けなければならな

いJと 述べられています.

現在の理事は これらの趣旨を充分理解し そ

の実現に当つております.た だ長沢元理事長が

「当会館は誠に立派であるが 何分にも木造であ

るので、維持管理には今後仲々の費用がかかる。

この点は今から充分留意していく必要がある。J

と言つておられました。木遣建築なので耐久度も

心配されていたようです.

そこで先般、専円家によって検査をして頂いた

結果 適当な手入れをしていけば、まだまだ当分

は使用にたえ得るとのこと.今 後、てきるだけ機

能と原形を損なわないよう管理をし、使用をして

いくつもりです.会 館は昨年12月26日付けの官報

に告示されましたが、文イヒ財登録市1度による第―

号の適用を受けた文化財です.先 人から受け継い

だ建物を大事に保存しながら、使用して行くとい

う考え方は文化財登録制度の趣旨に適うものです.

文化IIに登録されたことにより 我々の建物管理

の責任は一層重くなったと思っています。

社団法人桐生倶楽部は大工 7年 発足 社員は折

りある毎に会館に参集し、談論風発、時局を諭じ

これを桐生市政に反映させて来ました.現 在社員

致350名に達し 18名 の理事を■心に先人の意向

を休し、その理想を具現すぺく努力して居ります

ことはご高承の通りであります。

会報100号発行を構に、先人が残された社団法

人桐生倶楽部と、その附属する会館の意義を再確

認しましょう.

今、この原稿を書いているIIL上に、「文芸=秋 J

第 1巻 第 1号 (大正12年 1月 発行)め あゞります。

何回読んでも新しい発見をするのです力= その記

事の中に菊地 寛氏が 「仲々定期発行するのは色

々な面でむずかしいので、続巻を直ぐ出せるかど

うかわからないJと 言つております.事 実その後

しばらく発刊されなかったようです。

しかし 我が桐生倶 II部会報は順調に発行され

て、この度 100号 記合発行ということになりま

した。まことに喜ばしい限りです。更に、今後200

号 300号 と 桐生倶楽部の隆盛とともに発行さ

れますよう、願ってやみません。その為には社員

皆様のご理解と_Taヵ ぁってのものと息います。

どうぞ今後ともよろしく御順い中し上げます。



(2)第 100号 桐 生 倶 楽 部 会 報

月次含報告 【6月】

教師の見た

野 間
0ム
′n

講師 大 里 ― 先生

清

仁

元 桐生西小学校校長
現在 桐生市数育資料童動務

学狡)の 教員宿舎に生れた。

れた。一年後、桐生|ヒ尋常小学校に移り、翌35年

3月 、新設の川内オす尋常小学校に栄転。

4、

"綱

県立中学校、師範学技教員に

明治35年 5月 、中等学校教員不足の解消を日的

として東京寄国大学に設置された第―臨時教員養

成所に入学を許された。修業期間2年 、37年 3月

卒業した清治は沖縄県立中学校兼、沖縄県師範学

校創導に任ぜられる.巾 広いものの見方、明朗闊

達で万事飾り気のない清治は、狡長の信顆はもと

より 同僚にも好意をもって迎えられ 生徒達か

らは厚い信頼を寄せられた。40年 3月 沖縄県視

学に抜擢され その後間もなく生涯の良き伴侶、

lIFt部左衛子と結ばれた.

5、 再び東京ヘ

結婚後間もなく、東京帝日大学法科大学首席書

記の職を友人から世話をされ、上京する。天下の

碩学、秀オの集まる所。進取の気性に富む清治は

ここでの輩 余の在任期間にその後の雄飛の基盤

を十分に築いたのである。

6、 雑誌 「雄弁」の創刊と議談社の創設

清治は演説弁論というものに大きな価値を見出

し、弁論とは口で語るものだが、それを雑誌とい

う媒体を通して表現しようと考えた。大学書記の

職にありながら清治は、明治42年11月本郷駒込坂

下町に居を構え 「大日本雄弁会」を設立して、演

説弁論の専円雑誌 「雄弁Jの 刊行を企画、明治43

年 2月 、大日本図書株式会社より創刊号が発行さ

れた。創刊=は 版を重ね、たちまち 1万 4千 部を

売り切るという大成功を納めた。懃 4年 「講談社J

を設立し、大衆雑誌 「講談倶楽部Jを 発刊、後に

社名を 「大日本雄弁会講談社Jと し、 「雄弁Jも

発行する。大正2年 大学書記を梓し、山版事業に

専念。少年倶楽部、少女倶染部、幼年倶楽部、婦

人倶楽部等々を次々に発刊.大 正14年には74万部

という驚異的な発行部数を誇った 「キングJを 発

刊。日本の雑誌王となった。雑誌出版を瓢として

各種の全集、単行本も刊行する。

7、 少年部の存在

大実業家野間清治の体内には常に教育者t‐lllが

流れていた。講談社力蒲 極的に少年社員を採用し

「少年部Jを 組織していたのもその現れの一つで

はなかろうか。彼等の多くが清治の郷関と同し群

馬県出身である。少年部員は起居を共にしな力'ら
先輩社員の指導を受け、教養を高めつつ社業にも

携わる。産学―体となった私学の観すらあつた.

1、生いたち

野間清治は明 .‐

11年12月17曰、好

雄 婦ゆ夫妻の次

昇として、山田郡

新宿村 (桐生市)

の新宿小学校 (現

在の桐生市立南小

野間氏は代々上総国君津郡の保科氏二万石の小

藩 飯野藩の穫士であった。明治維新の動乱期、

清治の父 好雄は数々の吉労を経て桐笙新宿に落

ち着く。はじめは近隣の若者に剣術を教えて生計

を立てた。明治11年、世話する人があつて新宿小

学校の教員に採用された.そ の関係で情治は新宿

刻ヽ学校の教員宿舎で狐哄の声を上げたのである。

清治が新宿小学校に入学したのは明治17年3月

31日、清治はここで小学校初等科 中等科の課程

を履修し、さらには山口第―高等小●●kにItんだ。

勉強好きではあったが、机にかじりつくような優

等生タイプの少年でなく あそびやいたずらでも

リーダー格であつた。

2、 東京遊学

明治25年3月 高等小学校を卒業した清治は、両

親と妹保の文えがあって、東京の伯父の家に起居

し、郵便電信学校の予備狡であつた芝の静観学院

に通学した.し かしスタールの大きい彼の性格は

郵便電信事務に就くことを目的とする学びに耐え

られず一年で帰郷した。

3、教育者として

明治28年4月 、清治は父の旧知田口廣吉の紹介

で新口郡木崎尋常小学校の臨時雇として教壇に立

つ。時に16オ。一年後、向学心に然える清治は教

職を辞し、群馬師範学校に入学した.四 年後師範

学校を卒業し、本科正教員として母枚の桐生町立

高等小学校 (山日第―高等小学校)訓 導に任命さ
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【歩く会】 5月 例会

晩春のみちのく

牡丹と民俗の旅
5月の爽やかな風に誘われるように、早朝6時

に桐生倶楽部を出発したバスは一路須賀川の牡丹

国を訪れた.今 から230年前、薬種商がIL丹を栽

培したのが始まりで、昭和 7年 には国の名勝に指

定されており、10baの園内に290種類、7,000株も

の壮丹が栽培される様は、毎年約25万人の観光客

を誘致するにふさわしい日本一の規模を誇る牡丹

の名所である。本来であると、この季節は牡丹の

大輪の花が一斉に咲き、象々歩く会のメンバーを

迎える筈であるが、今年は例年より暖かさが早く

訪れたせいか、その満開の檬子を想像しながら、

咲き遅れの牡■の美しさを堪能した。次に高柴デ

コ屋敷を訪ねた。ここでは日本最初の年賀切手に

使用された=春 駒や天狗面、十二支のデコ人形等

に出会い、部びた山里に伝承される庶民文化に触

る事ができた.次 に盤城街道の 「五人形様Jの ―

つ尾形のお人形様を訪ねた。今から几そ160年前

「天由布都々神Jを 祭神として建立され、高さ4

m 両手を広げた幅は6m、 赤 黒 自に塗り分

けられた巨大な面に杉葉の頭髪がいかにも強そう

な神様である。それは農村公園の小高い所に位置

し、a●,I町民俗文イヒ財指定であり、その前で記金

写真を撮ったが、誰かがこの面の前に立つと女性

が美人に写るといったので皆の笑いをさそった。

次に滝桜を見たいと希望があつたので幹事の本島

さんの計いで歴史民俗資料館をカットし、三春滝

桜を見学した。幹周 り95m、 南北17mの紅技垂

桜の巨大な雄姿が青空の中に突っ立っていた…大

溜め息―

最後の見学場所は渡辺俊明先生のアトリエ。春

風に揺れる青苗の植えられたばかりのあぜ道の先

に、道祖神がワラぷき屋根の山円の下で我々を迎

えた。二層の瓦屋根に竹装FFFの風情のある渡り廊

下から山に登ると、木道の奥にそのアトリエはあ

る。渡辺俊明先生の社事ぶりを見学すると、絵画

が暮しの中に溶け込むように各々の部屋を飾る。

先生の自然と語らい、人と物との出会いを分かち

あい、lA教心を抱いて歩む人生観に触れ、心なご

む―時を過ごした。少々疲れた体を癒し、中庭を

拝見しながらいただいた美味しいスイカ。庭のあ

ちこちに点在する野仏。それは若棄の駅 菫笑庵。

「無ふに咲く 自分らしくさく 野の花がいいオJ.

私の求めた絵が微笑んでいる。

【歩く会】 6月例会

レンゲツツジ咲く赤城山
ハイキング (6月18日)

(飯山順―郎 記)

須 賀 川 の 牡 丹 園

画家 渡辺俊明氏のア トリエ
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株式会社ミツバ

桐生市広沢町12681

TfL52-r・470 F じ́K52-54'1

※7月 の理事会で入会を承認された新入社員が20

名居りますが、紙面の都合でこの方々のご紹介は

次回 (10月10日号)の 会報になりますので、ご了

承願います。

=倶 楽部だより=
◎ 0月

理事会 (18口)
月次会 (24日)「教師の見た野間清治J

講師 大里仁一先生

桐生倶楽部はぐるま句会 (27口)

◎ 7月

歩 く会世話人会 (3日 )
理事会 (0日 )
歩 く会 (27日)「梅雨明けの夏山、百花練乱の

美 ケ原高原歩 きと美術館J

桐生倶栞部はぐるま句会 (28日)

月次会 (30日)「(第2回 )インターネットJ

社団法人 桐生倶楽部会報 第100号
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